
－69－ 

令和６年９月橋本市議会定例会会議録（第３号） 

令和６年９月10日（火） 

                                           

 議事日程第３号 

令和６年９月10日（火）  午前９時30分 開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 一 般 質 問 

                                           

 会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 一 般 質 問 

 順番８ ６番 髙 本 勝 次 君 ……………………………………………………………… 70 

 順番９ ３番 岡 本 喜 好 君 ……………………………………………………………… 83 

 順番10 ８番 田 中 博 晃 君 ……………………………………………………………… 95 

 順番11 ９番 堀 内 和 久 君 ……………………………………………………………… 109 

 順番12 ２番 板 橋 真 弓 君 ……………………………………………………………… 124 

                                           

議員定数１８名 

出席議員１８名 

     １番 森 下 伸 吾 君    ２番 板 橋 真 弓 君 

     ３番 岡 本 喜 好 君    ４番 梅 本 知 江 君 

     ５番 阪 本 久 代 君    ６番 髙 本 勝 次 君 

     ７番 岡   弘 悟 君    ８番 田 中 博 晃 君 

     ９番 堀 内 和 久 君    10番 垣 内 憲 一 君 

     11番 岡 本 安 弘 君    12番 小 林   弘 君 

     13番 田 中 和 仁 君    14番 南 出 昌 彦 君 

     15番 辻 本   勉 君    16番 土 井 裕美子 君 

     17番 石 橋 英 和 君    18番 中 本 正 人 君 

                                           

説明員職氏名 

   市 長 平 木 哲 朗 君  副 市 長 小 原 秀 紀 君 

   教 育 長 今 田   実 君  総 合 政 策 部 長 井 上 稔 章 君 

   総 務 部 長 中 岡 勝 則 君  経 済 推 進 部 長 三 浦 康 広 君 

                      農業委員会事務局長 

   健 康 福 祉 部 長 久 保 雅 裕 君  危 機 管 理 監 大 岡 久 子 君 

   建 設 部 長 西 前 克 彦 君  会 計 管 理 者 兼 井 和 彦 君 

   上 下 水 道 部 長 堤     健 君  教 育 部 長 岡   一 行 君 

   消 防 長 永 井 智 之 君  病 院 事 務 局 長 池之内 正 行 君 



－70－ 

   選挙管理委員会事務局長 辻 本 昌 亮 君  監査委員事務局長 岩 坪 恭 子 君 

   財 政 課 長 三 嶋 信 史 君  政 策 企 画 課 長 辻 本 真 吾 君 

                                           

職務のために出席した者の職氏名 

   議 会 事 務 局 長 福 井 直 記    議会事務局次長 笹 山   奨 

   議 事 調 査 係 長 中 井 ユ リ    書 記 諸 田 泰 己 

                                        

（午前９時30分 開議） 

○議長（森下伸吾君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員は18人で全員であります。 

                     

○議長（森下伸吾君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（森下伸吾君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、５番 阪本君、

13番 田中君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（森下伸吾君）日程第２ 一般質問を

行います。 

 この際、当局より発言の申出がありますの

で、これを許します。 

 教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）おはようございま

す。 

 昨日の11番議員の一般質問、高野口中学校

の移転・改築について、再質問を賜った私の

答弁におきまして、新耐震基準の年度を昭和

60年と申し上げましたが、正しくは56年でご

ざいます。おわび申し上げて訂正をさせてく

ださい。 

○議長（森下伸吾君）岡本議員、よろしいで

しょうか。ご了承願います。 

 それでは、日程に従い、一般質問を行いま

す。 

 順番８、６番 髙本君。 

〔６番（髙本勝次君）登壇〕 

○６番（髙本勝次君）皆さん、改めて、おは

ようございます。よろしくお願いします。 

 それでは、通告に従いまして一般質問を行

わせていただきます。 

 今回は４項目ありますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 まず、一点目に、地震等大規模災害に備え

る地域防災計画についてであります。 

 ８月18日付の毎日新聞の社説には、「検証重

ね防災力の強化を」の見出しで、「地震は何の

前触れもなく起きる。防災対策に不備はない

か。いざというときに機能するのか。点検を

重ねていくことが欠かせない」。また、同じ日

の朝日新聞では、「警戒区域の外は安全か。朝

日新聞が2021年から22年にかけて発生した土

砂災害約1,700件を分析したところ、４割弱で

区域外にまで土砂が達していたことが分かっ

た。区域外だからと安心せず、事前に避難所

を確認し、大雨時に防災・気象情報や避難情

報に気を配ることが大切だ」というようなこ

とで警鐘を鳴らしています。 

 地震等大規模災害に備える地域防災計画に

ついてお尋ねします。 

 ①和歌山県地域防災計画の中で本市に関わ

るところがどうなっているのか、お尋ねしま

す。 

 （１）「市町村は、防災意識の普及・向上の
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ため、土砂災害に関する情報提供や住民説明

会や防災訓練、防災教育等を実施する」とあ

ります。本市において実施した地域の最新の

状況はどうなっていますか。 

 二つ目に、県の土砂災害警戒区域（土石流）

は5,506区域で、うち4,754区域が土砂災害特

別警戒区域（土石流）に指定されています。

本市の場合、それぞれ何区域あるのか、また、

現状どのように対応されていますか。 

 （３）「県は防災重点農業用ため池を、計画

的に改修、補強するよう強力に推進する」と

あります。本市で改修、補強できていないた

め池はありますか。 

 ②中央構造線地震が起きた場合、橋本市地

域防災計画では食料備蓄不足量を想定してい

ますが、どのように対応されるのですか。 

 ③避難所についてですが、能登半島地震で

は最も少ないところで一人当たり畳１枚分ぐ

らいのスペースだったところの避難所もあり

ました。国際赤十字などは避難所及び避難先

の居住で一人当たりのスペースとして3.5平

方メートルを確保することと定めています。

約畳２畳分です。これが災害避難所の国際基

準であります。人道憲章と人道支援における

最低基準と言われています。本市では一人当

たりのスペースをどのように考えておられま

すか。 

 ④ブロック塀の倒壊危険箇所の対策が講じ

られていないところを掌握されていますか。 

 ⑤各地域での避難予定場所と避難経路につ

いて、とりわけ避難経路の周知が徹底されて

いるのでしょうか。 

 ⑥学校での教職員や生徒等に対する防災教

育が地域防災計画で示されていますが、現状

はどうなっていますか。 

 ⑦トイレの確保と管理について、熊本地震

ではトイレの数自体の不足、衛生管理の不安、

高齢者への配慮が不十分だったそうです。こ

の面での対応をどのように考えておられます

か。また、男女別のトイレの数はどうなって

いますか。 

 ⑧毎年、猛暑続きが増えています。大規模

災害時の避難所となる学校体育館への空調機

の設置を本腰を入れて取り組む必要がありま

す。児童生徒の体育館授業で安心安全な健康

上からも待ったなしであります。どのような

計画で実施していくのですか。 

 大きな項目二つ目ですが、腹部超音波検査

の提案と特定健康診査についてです。 

 本市の場合、胃がん、肺がん、大腸がん、

子宮がん、乳がん検査が現在されていますが、

腹部超音波検査は実施されていません。肝臓

や胆道、膵臓、腎臓などの病気を見つける腹

部超音波検査は腹部にエコーを当てて画像診

断します。体への負担が少ない上に情報量が

多いので、異常が見つかった場合、精密検査

によってがんの早期発見が期待できます。 

 ある報告では、がんの部位別の死亡者数が、

膵臓がんが４位、肝臓がんが５位で胆のう・

胆管がんが６位と言われています。全国の膵

臓がんの生存率は発見されてから５年後には

その生存率が10％を下回るとのことです。 

 他市では、茨城県土浦市、熊本県八代市、

群馬県渋川市などで希望者に腹部超音波検査

を実施しています。費用の自己負担は自治体

によって違いますが、八代市では1,100円、土

浦市は2,000円、渋川市は3,200円です。 

 そこでお尋ねします。 

 ①本市での死亡者を死因別に見ると、がん

の死亡者数が平成28年から令和２年、５年間

で1,050人と最も多く、その次に心疾患による

死亡が553人となっています。ぜひ、腹部超音

波検査を他市のように希望者へ補助金を出し

て実施していただきたい。見解をお尋ねしま

す。 

 ②前立腺がん検診は平成29年度には全国の
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87％の自治体で実施されました。本市でも他

のがん検診と同様に、年齢による自己負担も

含めて実施していただけるように検討してい

ただきたい。見解をお尋ねします。 

 ③本市でのがん検査の結果、要検査と診断

された場合、そのままの状態に放置したなら

ば病状が重症化しかねません。がんなどの生

命に関わる疾患の場合、早期発見、早期治療

が何よりも大切です。さらなる検査を勧奨さ

れているか、お尋ねします。 

 ④本市の特定健康診査受診率は令和４年度

で37.9％です。令和11年度には60％まで引き

上げる目標ですが、具体的にどういう取組み

を強化しようとお考えですか、お聞きしたい

と思います。 

 大きな項目三つ目です。高野口中学校建て

替え問題についてです。 

 ８月の文教厚生建設委員会で説明がありま

したが、地域住民は通学等を含めて危険だか

ら、町なかへの移転建設を進める署名活動に

取り組まれています。現在4,000筆に迫ってい

ます。先日聞きましたら5,100筆まで行ってい

るそうですが。町なかへの移転によって通学

が遠くなる地域はスクールバスの必要性も出

てくるのではないかと思います。 

 ①現在、校舎の耐力度調査を実施した結果

によって、改修工事するかどうかの判断にな

るようです。しかし、保護者や地域住民の要

望は町なかへの移転建設です。結論ありきで

はなく、粘り強く地域住民との協議を進めて、

理解と納得を得られる結論を出していただき

たいと思います。当局の見解をお尋ねします。 

 ②現状、かなり傷んだ箇所や危険な箇所も

あり、その補修については緊急を要すると感

じますので、どのように補修を進めていくの

か、保護者にも分かるように具体的に説明を

していただきたいと思います。見解をお聞き

したいと思います。 

 最後に、本市の国民健康保険証についてお

聞きします。 

 今年12月１日より前に発行された国民健康

保険証は有効期限が切れるまで使用できます

が、マイナンバーカードを取得していない人

やマイナンバーカードに国民健康保険証の利

用登録を行っていない人には資格確認証が発

行されます。 

 一つ目に、マイナンバーカードに国民健康

保険証の利用登録を行っている人は何人おら

れますか。国民健康保険証取得者の何％に当

たりますか。 

 ②資格確認証は毎年申請しなくても発行さ

れますか。12月２日以降に出生した子どもの

場合、申請しなくても発行されるのですか、

お聞きします。 

 以上、壇上から質問を終わります。質問項

目が多いので、簡潔明瞭で手短に答弁をよろ

しくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君の質問項

目１、地震等大規模災害に備える地域防災計

画に対する答弁を求めます。 

 危機管理監。 

〔危機管理監（大岡久子君）登壇〕 

○危機管理監（大岡久子君）地震等大規模災

害に備える地域防災計画についてお答えしま

す。 

 まず、一点目の、和歌山県地域防災計画の

中での本市の関わりについてですが、一つ目

の防災意識の普及・向上については、市では、

区・自治会や自主防災組織等に対して、地域

別のハザードマップなどを用いて、令和５年

度では56回、市職員による防災講話や防災訓

練を実施しています。 

 現在、市の自主防災組織結成数は114件で、

未結成の地区は10件となっています。未結成

の地区については地域へ働きかけ、結成につ

ながるよう努めます。 
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 次に、二点目の、土砂災害警戒区域のうち

土石流の区域ですが、令和５年４月１日時点

で土石流警戒区域が157箇所、このうち土石流

特別警戒区域が147箇所となっています。これ

らの災害時危険箇所については、令和３年度

にハザードマップを各世帯に配布し周知に努

めており、令和７年度にハザードマップを新

しく更新し、再度各世帯に配布して周知に努

めたいと考えています。 

 三つ目の、本市における防災重点農業用た

め池の状況ですが、令和６年８月末時点で農

業用ため池が473池存在し、うち177池が防災

重点農業用ため池の指定を受けています。 

 本市では、洪水吐の切下げ工事や不要なた

め池の池廃止工事を実施するとともに、令和

３年度より劣化状況評価及び豪雨耐性評価を

実施しており、令和８年度末で調査が完了す

る見込みです。調査結果を受け、劣化の度合

い、下流域への影響を考慮し、令和10年度を

目途に優先順を踏まえた計画を策定し、今後、

計画的に改修工事等を実施していく予定とな

っています。 

 次に、二点目の、中央構造線断層帯地震の

ときの食料備蓄についてですが、各家庭でも

必要量を備蓄していただくよう啓発するとと

もに、市において３日間を想定した備蓄計画

を立てています。また、災害が長期に及んだ

場合には、協定業者からの提供や国や他自治

体からの支援物資等を受けることにより、不

足のないように努めています。 

 次に、三点目の、避難所でのスペースにつ

いてですが、避難所で生活する場合のスペー

スとして、避難所の衛生など多くの指針を定

めた国際基準であるスフィア基準では、議員

おただしのとおり、3.5平方メートルとされて

いますが、本市の拠点避難所の位置づけは一

定期間、避難生活を送る場所であるとともに、

危険が切迫した状態において生命の安全確保

を目的に緊急に避難する場所も兼ねているこ

とから、通常時は多くの方を受け入れるため、

通路分を確保しながら2.0平方メートル、感染

症対策を踏まえたときは4.0平方メートルの

スペースを確保することとしています。 

 次に、四点目の、ブロック塀の倒壊危険箇

所の対策が講じられていないところを掌握さ

れていますかについてですが、平成30年６月

に発生した大阪北部地震によりブロック塀が

倒壊したことを受け、学校等を中心に半径500

メートル以内に設置されているブロック塀の

調査が行われました。 

 この調査により特に危険と判断されたブロ

ック塀は22件であり、このうち17件について

は既に改修済みとなっています。残りの５件

については、改修工事が困難などの理由によ

り改善には至っていない状況です。 

 次に、五点目の、避難予定場所と避難経路

の周知についてですが、市では講話等の場に

おいて、各家庭で避難所までの経路を確認し

てもらうよう啓発に努めています。また、地

域によっては自分たちで避難所までの経路を

決めていただいている場合もあります。 

 市も避難経路の確認は重要と考えており、

今後も自主防災組織等での講話等において啓

発に努めます。 

 六点目の、学校での教職員や生徒等に対す

る防災教育についてお答えします。 

 学校には学校安全計画と危険等発生時対処

要領、いわゆる危機管理マニュアルの作成が

義務づけられています。本市でも各校の実情

に応じ、学年ごとの防災学習の内容や避難訓

練、引渡し訓練の年間実施計画、災害時の児

童生徒及び教職員の対応等を明文化し、毎年、

防災学習や各種訓練を実施しています。防災

訓練を学校と地域が合同で行ったり小・中学

校合同で行ったりという特徴的な取組みを行

っている学校もあります。 
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 次に、七点目の、トイレの確保と管理につ

いてですが、現在、仮設トイレは全体で1,150

基を設置する計画をしており、男女別のトイ

レの数は避難者数に応じて配置するものと考

えていることから、事前の男女別の配置数は

決めていません。また、避難所内に個室トイ

レがあり、水が流せない状況であっても、ト

イレ処理セットを適切に使用することで、一

定の男女別のトイレ数の確保や衛生管理面で

の不安は解消できると考えています。 

 高齢者の方への配慮として、手すりつきト

イレや障がいのある方へのオストメイトトイ

レの備蓄も進めており、今後もトイレの不安

を解消できるよう備蓄と活用方法の周知に努

めていきます。 

 八点目の、学校体育館への空調機の設置計

画についてお答えします。 

 学校体育館への空調機の設置については、

教育環境の改善の面からも必要性は認識して

いるところですが、特別教室への空調機設置

を優先的に取り組んでいるところであり、現

時点では学校体育館への空調機設置計画の策

定には着手できていない状況です。 

 今後、特別教室への空調機設置状況の進捗

に応じて、学校体育館への空調機設置計画の

検討を行いたいと考えています。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君、再質問

ありますか。 

 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、順番にお

聞きします。 

 ①の（１）のところでお聞きしたいんです

が、自主防災組織で未結成の地区が10件ある

が、結成に至らない状況になっている理由を

お聞きしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）お答えいたしま

す。 

 それぞれの地区の状況やご事情もあるかと

は存じますが、概ね地区の高齢化等により組

織化するまでの体力がないというのが大きな

要因とお聞きしています。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、続けてお

聞きします。 

 ①の（２）のところを聞きたいんですが、

令和７年度にハザードマップを配布するとの

ことですが、自主防災組織などを通じて啓発

を行うようになるんですか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）お答えいたしま

す。 

 お見込みのとおりでございます。更新され

るハザードマップでは、被災想定区域や避難

所などの情報を最新のものにすることとして

いますし、また、中小河川洪水想定区域図も

加えることになります。ですので、正確なリ

スクの理解を進めていただくためにも、区長

会や自主防災組織などでの講話等に生かしな

がら、ご自分たちでまた防災・減災の取組に

生かしていただくよう啓発に努めるところで

す。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、①の三つ

目でお聞きしたいんですが、防災重点農業用

ため池で答弁いただきましたが、昨年、すご

い豪雨などで、日常的に対策をいろいろ担当

課としてしていただいているところ、本当に

ご苦労さまでありますが、令和10年度をめど

にくれぐれも改修対策を、もうぜひともお願

いしておきたいということで、ちょっと要望

だけ申し上げておきます。 

 そうしたら、次にお聞きしたいんですが、

②のところで、中央構造線断層帯地震のとき

に支援物資を協定事業者から提供を受けると

なっていますが、どういったところの事業者
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なのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）お答えいたしま

す。 

 市との協定事業者には、市内のスーパー、

ＪＡ、商工会議所、商工会、ホームセンター

等などがございます。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そういったところでい

ろいろ調達できるように、準備をよろしくお

願いいたします。 

 そうしたら、その次にお聞きします。③の

ところで避難所についてお聞きしたいんです

が、避難生活が長期化した場合に大変な事態

になります。避難生活で一人当たりのスペー

スを２平方メートルと。こんな状況で２平方

メートルでいくのか、お聞きしたいと思いま

す。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）お答えいたしま

す。 

 避難生活が長期化した場合は、ご自宅にお

戻りになられたり、復旧・復興に向けた取組

みが進むことによって仮のお住まいが確保さ

れたりすることによりまして、被害当初の避

難者数から変わる、変動があるものと思われ

ます。ですので、その時々に応じまして、ま

た、スフィア基準も配慮しながら、その時々

に判断をしてまいりたいと考えます。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、続けてお

聞きします。④のところなんですが、ブロッ

ク塀の改修工事についてです。未改修の残り

が５件あるということなんですが、いろいろ

ここまで対策していただいてすごくうれしく

思うんですが、どういう理由でこの５件は残

っているのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）改修工事が困難と

なっています５件の例としまして、擁壁扱い

で設置されているような場合がございます。

このような場合、ブロック塀の撤去が容易で

ないことや、撤去した後に新設する擁壁とな

りますと補助の対象外となることから、個人

負担が大きくなってしまい、なかなか改修に

至らないという状況があると考えます。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そういった事情がある

んですが、そのまま残していたら危険だと思

いますんですけども、引き続き残り５件、解

決できるような取組みが継続されていくんで

しょうか、お聞きたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）特に危険なブロッ

ク塀について残っているところについては、

和歌山県がブロック塀の所有者に対して維持

保全や是正勧告を行っています。その際、橋

本市がブロック塀の改修補助を創設している

ので利用してくださいと、そういうふうな説

明も加えてお願いしているところです。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、お聞きし

たいと思います。大規模災害のときに避難経

路がすごく心配なんですが、避難経路につい

て事前に決めておくことは重要だと考えます

ので、自主防災組織の講話などを通じて避難

経路の啓発、ぜひともくれぐれもお願いした

いのですが、いかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）お答えいたしま

す。 

 議員のおただしのとおりかと思います。リ

スクを回避して無事に避難していただくため

にも、避難経路も含め、ご自身で身を守る方

法を地域や自主防災組織の場などで引き続き

啓発をしてまいります。 
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○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、⑥のとこ

ろで、学校での教職員や生徒に対する防災教

育をしていただいているわけなんですが、実

際に訓練されてみて、訓練された中で、実際

にやってみて、どんな課題とか、問題点があ

ったのではないかと思うんですが、それちょ

っとありましたら、お聞きしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。 

 学校における防災教育は、避難訓練などの

命を守る行動を伴う防災実践型のものと、そ

の基礎となる知識、防災基礎の二つの側面が

あります。 

 その中で、家にいるときと登下校の途中、

あるいは学校にいるときと、大きくその三つ

考えられるんですけど、やはり大人が周りに

いない確率の高い登下校中に地震等の災害が

起こったときに、子どもたちでどうするのか

というのが課題と思います。 

 高学年が低学年の子を誘導できるのかとか、

小さい子どものときどうするのかというとこ

ろが課題と思いますので、避難訓練や防災訓

練を行うときに、学校だけで行うのではなく、

地域の方と連携して行うことが必要と考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、最後の体

育館のことなんですが、学校体育館への空調

機の設置計画についてお聞きしたいんですが、

体育館への空調機の設置というのは、もうこ

れ本当に進めないと、いざ大規模な災害が起

こったとき本当に困ります。大変な事態にも

なりますし、そう考えると、具体的な計画を

持って進めていただきたいと前にも質問いた

しましたが、本当にこれ本格的に考えていか

ないと大変なことになると私は思います。 

 それで、今、答弁ありました体育館への設

置をする前に特別教室へ、まずそれが先やと

いうことで、特別教室への空調機設置を優先

的に取り組んでいるところであるようにおっ

しゃっていましたが、特別教室への設置状況

をお聞きしたいんですが、何箇所中何箇所設

置されているのか、いつまでに完了するかを

お聞きしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。 

 小学校における数字なんですけども、特別

教室の空調は現在、特別教室131箇所のうち83

箇所に設置しております。それから、中学校

につきましては、特別教室91箇所のうち62箇

所設置してございます。 

 いつまでにこれを完了するかといいますの

は、計画的に進めておりまして、ちょっと今、

いつまでに完了するかというところは申し上

げることはできませんが、できるだけ早く進

めたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）今お聞きしたら、かな

り進んで、特別教室は終わっているような状

況に思いますので、それで、体育館への空調

機の計画、本当にこれ具体的にしていかない

と駄目だと思うんですが、その辺で本当に本

腰入れて取り組んでいただきたいと思います

が、改めてもう一度、やっていくというお話

をお聞きしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）髙本議員の質問にお答

えします。 

 実は、能登半島地震において、体育館に避

難したんですけど寒過ぎておれないという事

態もありました。実際、体育館というのはあ

くまで一時避難、もう落ち着いてきたら戻っ

てもらうところなので、そうだったら、エア
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コンがついている各学校を開放して、そこに

避難をしていただくというのが一番いいのか

なというふうに思います。能登でも一旦、体

育館へ入ったんですけど、もう次の日には学

校を開けてくれというような避難者からの声

があって、そこへ避難している、実際、学校

を開けているんです。 

 やっぱりそういう、臨機応変に考えないと

いけないのと、体育館にエアコン、空調をつ

けるということは、かなり広いので、どれだ

けの費用がかかるかという、かなりの問題も

ありますし、暖房は上へ上がるので下がいっ

こも暖まらんという、そういうふうな問題も

ありますので。 

 その中で、やっぱりどこに避難してもらえ

るかというのは、その時々の対応をしていっ

たらいいかなと思いますし、皆さん卒業式へ

行ったら、体育館ってあれほど寒いとこない

なと思うんですけど、避難者というのは座っ

たり寝転んだりしているので、やはり冷え方

が尋常ではないと思いますので、とにかく今

は子どもたちのために特別教室を全部やって

しまうということがメインなので、体育館に

ついては、今後の国の補助がどう変わってく

るのかとかそういうことも含めて、基本的に

は一時避難のときには学校を開放していくと

いうことで学校にも伝えていますので、ご了

解いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）一つ目はこれで終わり

ます。次、お願いします。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、腹

部超音波検査の提案と特定健康診査に対する

答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（久保雅裕君）登壇〕 

○健康福祉部長（久保雅裕君）腹部超音波検

査の提案と特定健康診査についてお答えしま

す。 

 一点目及び二点目の、腹部超音波検査と前

立腺がん検診の実施についてですが、本市で

は、国が定めた「がん予防重点教育及びがん

検診実施のための指針」に基づき、胃がん、

肺がん、大腸がん、乳がん、子宮頸がん検査

を実施しています。 

 がん検診は早期発見だけでなく、がんによ

る死亡率を減少させることが目的です。本市

で実施している五つのがん検診は対策型検診

と言われ、目的を達成するために科学的根拠

に基づく有効性が認められた検診とされてお

ります。しかしながら、腹部超音波検査と前

立腺がん検診については、現在のところどち

らもまだ有効性が証明されていないことから、

国において推奨されていない検診となってい

ます。 

 今後、国や関係機関において検討が進み、

有効性が認められ、国の指針に含められるこ

ととなった場合は、両検診を推進していきた

いと考えています。 

 次に、三点目の、がん検診において要精密

検査となった場合、再検査を勧奨しているの

かについてですが、検診実施医療機関と連携

して精密検査結果の把握を行っています。本

市では４か月ごとに医療機関に精密検査受診

の有無や結果を調査し、対象者が受診してい

ない場合は速やかに保健師が対象者に電話に

て状況を確認し、未受診の場合は受診勧奨を

実施しています。 

 がんは早期発見し、必要かつ適切な診療に

つなげることが重要です。要精密検査となっ

た方がより早く受診につながるよう努めてい

ます。 

 最後に、四点目の、特定健診の受診率向上

の取組みについてですが、議員おただしのと

おり、本市国民健康保険の特定健診受診率は

令和４年度で37.9％であり、国が定めた特定
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健康診査等基本指針に即して、橋本市国民健

康保険第３期データヘルス計画などにおいて、

令和11年度に受診率60％を目標としています。 

 受診率向上の取組みとして、本市において

は、受診勧奨通知、個別電話勧奨を行うとと

もに、伊都医師会、伊都薬剤師会と連携し、

ポスターやのぼりの掲示、受診勧奨チラシの

配布等に取り組んでいます。 

 集団検診はがん検診との同時開催や日曜日

の開催等、受診しやすい体制づくりに努めて

います。昨年度からは、集団検診の申込みを

はがきや電話だけでなくＬＩＮＥでも行える

ようにしました。また、特定健診受診者向け

に抽せんで健康グッズや地域通貨等が当たる

キャンペーンも開催しています。 

 今後も、通知や電話などの個別受診勧奨を

通じ特定健診受診の意義を伝えていくととも

に、受診しやすい体制整備、関係機関との連

携等を通じて特定健診受診率向上に取り組み

ます。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君、再質問

ありますか。 

 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、一つお聞

きします。 

 腹部超音波検診と前立腺がん検診も併せて

お尋ねしたいんですが、腹部超音波検診はか

なり精度の高い検診であります。がんの早期

発見に大変有効な検査で、全国的にも自己負

担への補助金を出し始められています。ぜひ

検討していただきたいと思いますが、今、答

弁いただきましたが、繰り返しお尋ねします

が、ぜひお願いしたいと思います。 

 あと一つ、前立腺がん検診なんですが、平

成29年度では全国の87％の自治体で実施され

ております。男性のがんで最も多いのが前立

腺がんと言われています。だから、実施した

自治体が多いわけであります。実施して自己

負担への補助金をしていただきたいというこ

となんですが、実際に実施したらかなり予算

がかかるとお考えなのか、その辺そんなにか

からんと私は思っているんですが、かなり予

算がかかるとお考えで拒んでいるのか、お聞

きしたいと思います。 

 本市と同規模自治体で実施しているところ、

先ほど言いました87％ですから、かなりある

と思うんです。同規模のところの自治体でた

くさんあるかと思うんですが、実際にそうい

った同規模の自治体で実施しているところを

調べたことがあるんですか、お尋ねしたいと

思います。 

 実施できないと言われるのなら、実施して

いる自治体と本市では何がどう違うのか、お

尋ねしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）まず、腹部エ

コー検査のご質問のほうからお答えさせてい

ただきます。 

 腹部エコー検査というのは万能な検査では

なくて、高度な肥満の方とか内臓脂肪の多い

方、また、おなかのガスがたまっているとき

などは、超音波検査というのは厚い脂肪やガ

スを通過できないために観察できる部分がか

なり限られているというふうに言われており

ます。 

 また、前立腺がんにつきましては、県内の

実施自治体や、それから大阪等の近隣の自治

体に問合せしたところ、やっているところに

つきましては受診率が概ね20％から30％ぐら

いということで、お隣のかつらぎ町におきま

しては受診率が34.7％ということでございま

した。 

 この受診率、50歳以上なんですけれども、

かつらぎ町と同程度で想定させていただきま

すと、本市の50歳以上の方が１万4,817人、受

診率38.7％で、かつらぎ町の補助基本額が
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2,200円としますと、1,130万円余りの金額が

必要となってきます。 

 本市のこの二つの検診につきましての考え

方ですけれども、国のガイドラインに沿って

やっていくというところと、がん検査の目的

というのは、がんを見つけることではなくて

死亡率を低下させるということに着目してお

ります。死亡率の減少効果の有無を判断する

証拠が現状ではまだ不十分であるために、市

町村が実施する対策型の検診としては国のほ

うで勧められないとしていることから、メリ

ット、デメリットがございますので、それら

を理解した上で、主治医の先生とご相談上、

自費で検診していただきたいというふうに思

っております。 

 また、和歌山県のがん検診対策推進計画に

おいても、科学的根拠に基づくがん検診の実

施については、和歌山県はより効果的・効率

的ながん検診の実施を推進する観点から、指

針に基づくがん検診の実施を推進するととも

に、取り組むべき施策として先ほどの五つの

がん検診を施策としておりますので、本市に

おいてもその方針にのっとって検診を行って

いるところです。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）予算、今お聞きしたん

ですが、そうしたら、お聞きしたいんですが、

がん検診において精密検査となった場合に再

検査が勧奨されているということで答弁いた

だきましたが、次のがん検診までに精密検査

に本当に行かれたのかどうか、何人中何人が

済んだのか、令和４年度で分かりましたら教

えてください。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）個別の検診で

精密検査の受診率が異なりますが、報告させ

ていただきます。 

 胃がん検診、バリウムも使った場合で受診

者数が986人で、要精密検査になった人が115

人ということで、このうち精密検査に行って

いただいた方が95人、精密検査受診率が

82.6％、胃がんの内視鏡であれば受診者数が

1,598人、要精密検査になった方が207人、そ

のうち204人が受診されたということで

98.6％の受診率、肺がん検診は6,582人で要精

密検査になった方が124人、精密検査を受診さ

れた方が100人ですので、精密検査受診率は

80.6％、大腸がん検診は受診者が6,413人で要

精密検査になった方が552人、精密検査受診者

数が367人で精密検査受診率が66.5％、乳がん

検診が2,008人受診された中で105人が要精密

検査になりまして、精密検査受診者数が102

人、精密検査受診率が97.1％、子宮頸がん検

診は2,312人が受けられて58人が要精密検査

になられて、56人が受診されて96.6％という

ふうな状況になっております。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）精密検査、割かし、私

が思っていたよりはかなり高い率で開業医の

ところへ行って検査されているようであれな

んですけども、幾つか残っている方もおられ

ますので、引き続き声かけていただきたいと

思います。 

 そうしたら、ちょっとお聞きしたいんです

が、精密検査と言われて早期治療をされて大

事に至らなかったと、先ほどお聞きしたら、

かなり高い率で開業医へ行かれて検査、心配

ですから行かれているみたいなんですが、そ

んなことで大事に至らなかったということで

本当によかったという話、ほんまに率直に言

って助かったなとすごく思っておられる方も

多いんじゃないかと思うんですが、特定健診

でそういう早期発見ができて、大事に至らな

かったということになって助かったと思って

いる方はかなりおられると思うんです。 

 そんなことで、特定健診を「広報はしもと」



－80－ 

でお知らせするときにそんなお話を書いてい

ただけたら、やっぱり行かなあかんなという

ふうに思ってもらえますので、特定健診を促

進する上でそんなお話も付け加えて書いてい

ただけたらと思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）がん、もしく

はがんの疑いと診断された患者さんというの

は、不安や落ち込み、また、治療に向かうた

めの大きなストレスにさらされます。 

 まずは皆さん治療に専念されて、落ち着か

れた頃に市役所に来庁されて、ありがとうご

ざいましたというお声も頂戴することがたま

にございます。こういった声につきまして広

報に掲載してはどうかというところですけれ

ども、なかなか数が少ない部分がありますの

で、少ないというか、掲載についてはデリケ

ートな部分もございますので、担当課と相談

しながら、載せられるものであればチラシの

ほうに入れていきたいというふうに考えてい

ます。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）それでは、二つ目は終

わります。よろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目３、高

野口中学校建て替え問題に対する答弁を求め

ます。 

 教育部長。 

〔教育部長（岡 一行君）登壇〕 

○教育部長（岡 一行君）高野口中学校建て

替え問題についてお答えします。 

 一点目の、町なかへの移転建設については、

本年度実施している耐力度調査の結果を基に、

高野口中学校を長寿命化改良事業として実施

するか、移転を伴う改築とするか、検討を行

う必要があります。また、事業の検討にあた

っては、近日、多くの有志の方々による校舎

移転を求める要望に来られることから、その

要望書を受けた上で適切に判断していきたい

と考えています。 

 次に、二点目の、高野口中学校の補修につ

いては、危険が伴う箇所から優先的に対応し

なければならないと考えており、現在、管理

棟の雨漏り対策などの工事・修繕を行う予定

です。当該中学校の今後の方針も踏まえなが

ら、市長部局等関係部門と協議しながら取り

組んでまいります。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君、再質問

ありますか。 

 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、お聞きし

ます。 

 この後、同僚議員も質問されるようなんで

すけども、高野口中学校の建て替え問題は結

論を急がずに、粘り強く地域住民との協議を

進めていただきたいとすごく思います。保護

者の理解を得ることがすごく大事なので、そ

れにぜひとも徹していただかなくてはならな

いと思いますが、そういった、本当に粘り強

く地域住民と保護者との協議を進めていく、

そういった形にしていかなければならないと

思うんですが、どんな対応で今後臨んでいく

のか、お聞きしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）髙本議員の質問にお答

えします。 

 昨日、11番議員に答えたとおりです。今さ

ら、もうとにかく18日に来ていただけるので、

その内容を聞かせていただいて、耐力度テス

トがもう駄目だという、もし結果が出た場合

には、直ちに庁内にプロジェクトチームをつ

くって、どういう条件をしなくてはいけない

のかというところもやっていきたいと思って

います。 

 昨日も答弁したので、何言うたかなと思い

ながらですけど、もうやることは、もう本当
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に駄目だったら必ず建て替えます。そして、

町なかへ持ってくるにしても、適正な用地が

どこなのか。そして、今、要望に来られる方

は応其中学校と言っているんですけど、恐ら

く面積が全然足らないと思いますし、例えば、

もう校舎と体育館と駐輪場とか必要最低限な

ものを造って、職員の駐車場も要りますから、

なかったら隅田中学校のように、テニスコー

トを外へ造ってあるので、運動場の場所をど

うするか。グラウンドは絶対無理です。 

 だから、そういうことも含めて、庁内でプ

ロジェクトチームをつくって、3,000平方メー

トル以上の開発許可が要るというふうに思い

ます。そうなったときに道を1.5倍にせいと言

われても、これを今度、土地を買いに行かな

あかんし、どこまで土地を買えるのか。 

 何よりも大切なことは、地域住民の人が、

今まで中学校がなかったところに校舎を建て

るんですから、ひょっとしたら日照権の問題

とか騒がしくなるとか、そういう問題も、や

っぱり建てる場所について住民の皆さんの了

解も取らなあかんのです。 

 だから、そういうところを、耐力テストの

結果が出たら直ちに庁内に検討委員会をつく

って、そして、文部科学省に補助金を取りに

行かなあきませんので、できるだけ早いうち

に、教育長には、どれだけの教室が要るの、

どれだけの面積が要るのというのを早急に出

してもらいますから、その中でどういうふう

に建てていくかということも検討していきま

すので、それは心配しないでください。 

 もう一つ、昨日も言いましたけど、必要な

こと、子どもたちが快適な学校生活を送れる

最低限の修繕はしていきますので、それも教

育委員会から上げてきなさいというふうに言

っていますので、これから、恐らくいろいろ

やっていると５年ぐらいかかるかなと思って

います。 

 そして、もう一つは、応其小学校と高野口

小学校の保護者の人が「ええよ」と言うてく

れやんと、後で何か言われても、建てた後に

言われても対応でけへんので、そういうこと

は陳情に来ていただいた皆さんにも投げかけ

るようにしますので、とにかく、もう駄目だ

ったら。 

 そして、もう一つ、あそこを長寿命化した

としても40年耐えられない建物であれば、も

う長寿命化も逆にして20億円とかかかるよう

な改修が必要であれば、もう新築という形で

考えていきたいと思っています。 

 まだ10月の結果を見ないと私らも動きよう

がないので、10月中には出ますので、もうす

ぐに次の行動を起こしていきたいと思ってい

ますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、ちょっと

もう一点お聞きしたいんですが、この間も学

校の視察に行きました。私が想像していたよ

りもすごい傷みというか、初めて行ってびっ

くりしたんですが、実際にここまで至るまで

にかなり期間もあったことと思うんですが、

老朽化というよりも、老朽化の限度を超えて

しもうたような状況に私は感じました。 

 ここまで至るまでに、どういうふうなこと

で、説明というか、ここまで至るまでにどの

ような取組みというか対応をされてきたのか、

ちょっと簡潔にお答え願いたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。 

 平成19年から20年、21年と３年間かけまし

てトイレの改修工事を行っております。また、

平成22年に耐震補強工事、それから、同じく

22年に校舎屋上の防水改修、25年にも校舎の

防水工事等を行っておったんですけども、そ

の後は令和元年の空調設備のほかは小修繕と

いうような形で対応を取り組んできました。 
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 危険なところはその都度対応していたんで

すけども、環境とともに、年月とともに、躯

体はもっているんですけど、劣化が見受けら

れる状況でございます。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）あまりにもひどい状況

だったので、本当に一体どんなふうな取組し

てきたんかなとすごく心配になってお聞きし

たんですが、本当に危険なところから早急に

改修していかなあかんとすごく思いますので、

急いでやっていただきたいと思います。 

 三つ目を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目４、本

市の国民健康保険証に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（久保雅裕君）登壇〕 

○健康福祉部長（久保雅裕君）本市の国民健

康保険保険証についてお答えします。 

 一点目の、マイナンバーカードに本市国民

健康保険証の利用登録を行っている方ですが、

令和６年７月末時点で9,119人であり、被保険

者全体の71.26％となっています。 

 二点目の、資格確認書の申請についてです

が、資格確認書の対象となる方には、更新の

たびに申請をいただかなくても、有効期限が

到来しましたら郵送にて発行していきます。

ただし、紛失などにより再発行が必要な場合

は申請の手続きが必要となります。 

 次に、12月２日以降に出生した子どもの場

合については、お子さまの国民健康保険の加

入手続きが済み次第、資格確認書を即日発行

させていただくことになります。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君、再質問

ありますか。 

 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、一つだけ

お聞きしたいんですが、高齢者の場合、いろ

いろ物をなくすことが度々あります。高齢者

の方が資格確認書を紛失した場合に、市役所

まで行って再発行の申請手続きをしなくても

いいように、体の不自由な方もおられるし、

市役所のほうへ来いと、再発行の手続きなん

かもう行ってられないというか、そんなこと

できない方もかなり多いと思うんです。もう

そんな場合に何かいい方法あるんでしょうか。

行かなくて済む方法がありましたら、お聞き

したいと思います。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）市役所に来れ

ない方についてのご質問にお答えさせていた

だきます。 

 市役所の窓口に来るのが難しい場合につい

ては、保険年金課のほうに電話等でご連絡を

いただきましたら、再発行手続きに必要な申

請書というのがございますので、ご自宅に郵

送させていただきます。それをご記入いただ

きまして返送していただければ、新たな資格

確認書を郵送させていただきます。 

 また、本市の場合は高野口地区公民館では

遠隔窓口もございますので、そちらもご利用

いただければスムーズな発行につながると思

っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）そうしたら、そういっ

た措置で、よろしくお願いします。 

 四点お聞きしたんですが、今後も皆さんか

らいろいろな地域の要望をたくさん聞きます

ので、これからもいろいろとお尋ねしますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 これで質問を終わります。 

○議長（森下伸吾君）６番 髙本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時29分 休憩） 
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（午前10時45分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番９、３番 岡本君。 

〔３番（岡本喜好君）登壇〕 

○３番（岡本喜好君）おはようございます。 

 先週は私、橋本市の上にある和泉市のほう

の選挙とかへ行って、久しぶり、１年半ぐら

いたつんですか、自分の選挙の後、また選挙

に行って、本当にやっぱり市民の声を聞くと

いうのは本当に大切なことやなと。 

 声を聞くと同時に、政治家としての覚悟と

か、そういった、育ててもらうというか、そ

ういうところにすごく寄与する大事なイベン

トだなというふうに痛感いたしまして、私自

身もやっぱりそれを感じて、実は今日、市脇

で朝立ちとかをさせていただいたんですけど

も、引き続き、市の行政の方は毎日、自分の

役割の中で市をよくしていきたいし、我々議

会の人間もやっぱり活動をして市民の声を届

ける、その中でよりよいものをつくっていく

というような関係性というか、なれ合いにな

らない中で関係性をつくっていきたいなと思

いますので、時にはやっぱり耳の痛いことも

言わせていただきますし、進めていただくと

きはどんどん加速度的に進めていただくとい

うことで、今回も質問に答えていただければ

と思います。 

 では、通告に従い質問させていただきます。 

 一点目、市長の市民、職員への情報発信に

ついて。 

 橋本市の各種イベント、学校再編や校舎整

備、まちづくりなど様々な案件に対し、市民

の方から市長の考えを教えてほしいという要

望が多く寄せられます。 

 ９月議会終了後から市政報告会を市長は計

画されておられますが、「広報はしもと」では、

１月新年号の冒頭にあいさつを掲載されてい

るのみでございます。また、個人のＳＮＳで

は橋本市ホームページ発信の情報をシェアさ

れることが多くて、市長としてのお考え、ど

ういうふうに市政を進めていくのか、どう考

えておられるのか、そういった部分を、発信

がされているのでなかなか難しいんですけど、

されているので、市民の方が市長はどう考え

ているんだということを、我々議会の人間も

なかなかお伝えすることができないというこ

とで、なかなかもどかしい状態でございます。 

 また、他市町においては、行政の広報誌で

首長自らコラム等でメッセージを掲載したり、

ＳＮＳで発信して、様々なツールを使って自

分の考えや市政における業務の焦点、市長の

課題認識や検討事項、方向性を発信しており

ます。 

 市長として、今以上に市政における課題認

識や考え方、解決案を市民、職員と共有し、

市政を円滑に進めていくために、市民や職員

に対して直接メッセージを届ける機会を増や

すことが大切だと考えますが、見解を伺いま

す。 

 二点目、第２期橋本市立小中学校適正規

模・適正配置基本方針について。 

 令和６年４月の第２期橋本市立小中学校適

正規模・適正配置基本方針決定後、影響を受

ける学校の保護者、校区の住民と未就学児へ

の保護者への説明会・意見交換会を実施され

ました。 

 １番。意見交換会において様々な意見が出

されましたが、当初の方針からの変更事項、

修正事項、検討項目について伺います。 

 二つ。意見交換の中で、小学校が地域から

なくなると、地域の活力、また、若い世代の

移住が減少するのではないかと懸念の声が聞

かれました。橋本市都市計画マスタープラン

にも、にぎわいのある拠点づくりと交通ネッ
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トワークの形成において、文言はないものの

学校が重要な要素の一つであることが掲載さ

れています。暮らしやすい地域拠点づくりの

観点から、地域から小学校がなくなることの

影響について見解を伺います。 

 三つ目。意見交換会の参加者は対象全体に

対して少数であり、また、現在の教育委員会

の方針に反対、疑問を持つ住民の参加が多く

なると予想されます。適正規模・適正配置の

検討委員会においては全保護者に対してアン

ケートを実施されました。学校の再編という、

より児童生徒の教育環境に直結する案件に対

して、賛否を含めて、保護者、未就学児童保

護者、区・自治会、関係団体等へアンケート

を行うべきと考えますが、見解を伺います。 

 四つ目、教育環境がよくなるというエビデ

ンスについて。規模の大きい児童数の確保、

２クラスを確保することで教育環境がよくな

るという説明でしたが、学力、体力等の能力

面、また、不登校児童が少ないなどのエビデ

ンスについて伺います。特に全国的に問題と

なっている不登校児童は、再編することによ

って減少すると見込んでいるのかについて伺

います。 

 ５番目、県立古佐田丘中学校では１学年40

人を20人クラスの２学級という編制を取り、

充実した教育環境の下、橋本高校へ進学後、

東京大学、京都大学等への進学成果を上げて

います。１クラス20人前後の規模の環境が教

育効果がよいという仮説が成り立ちます。 

 １学年30人から35人の規模の時期に、１ク

ラスではなく15人から20人前後のクラスを二

つつくることで、クラス替えの選択肢を持ち

ながら教育効果を高めることができるのでは

と考えますが、これまでに古佐田丘中学校モ

デルの教育環境を整備、検討したことがある

のかについて伺います。 

 六点目。適正規模・適正配置の方針につい

て、一部地域では反対の趣旨の署名活動が始

まっています。これは１回目の説明会・意見

交換会において教育委員会の説明が合理性に

欠ける、もしくは説得力に欠けるものであっ

たと評価せざるを得ませんが、地域住民、保

護者、児童生徒等への今後の説明会の予定に

ついて伺います。 

 以上、壇上からの質問とさせていただきま

す。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君の質問項

目１、市長の市民・職員への情報発信に対す

る答弁を求めます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕 

○総合政策部長（井上稔章君）市長の市民・

職員への情報発信についてお答えします。 

 市民の皆さまに対しての情報発信について

は、各部署からの具体的な事業のお知らせを

広報紙やＬＩＮＥなどを活用していますが、

市長はその情報をフェイスブックでシェアす

ることで発信したり、自らのメディア取材や

情報誌への寄稿等により政策や施策を広く伝

えています。 

 また、就任当時から各施策等に関するタウ

ンミーティングやワークショップなどを積極

的に行うことで、市民の皆さまにじかに政策

を述べ、自身の考えを伝えています。 

 なお、市民の皆さまとの意見交換や質問に

対しては丁寧に回答し、施策に生かせる提案

などは前向きに取り入れています。 

 一方、職員に対しては、仕事始め式や職員

研修等での訓示のほか、定例の部長連絡調整

会議や臨時参集などにおいて、その時々の市

の進むべき方向や緊急案件などを協議、指示

し、各部長から各所属長を通じ、全職員に周

知しているところです。 

 また、職員研修の一環として、新規採用職

員や若手職員を対象に政策を説明する研修会
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の開催や、市長を囲んで意見交換をする場を

設けるなど、市長と職員が直接対話できる機

会も設けています。 

 情報発信は非常に重要であるため、今後も

積極的な発信に努めてまいります。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君、再質問

ありますか。 

 ３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）まず、１項目めとして、

市民への情報発信について質問させていただ

きます。 

 そもそもこの問題意識を私が持ったのが、

適正規模・適正配置の説明会、こちらを巡回、

私も聞かせていただく中で、当然、教育長主

催という中で、市長のお立場というところか

ら、なかなか参加するのは難しいのかなと、

それはすごい、重々承知するんですけども、

やはりその説明会の中で、保護者が自分の子

どもの学習環境、こういったものに対する不

安、懸念がある中で、本当に真剣に教育委員

会が説明をする提案に対して、真摯な、本当

に、いろんな様々な意見を出されているとい

うところに直面しまして、実際これはやっぱ

り市長にも本当に聞いてほしかったなと。そ

の熱量とか気持ちの問題とか参加者の雰囲気

とか真剣さというのを聞いてほしかったなと

いうところから、こういう質問をさせていた

だきます。 

 実際これというのは、市長としてというか、

主催は教育長なのでそれは仕方がないと思う

んですけども、市長として傍聴するとか、説

明会の前後に市長としての主催の時間を設け

るとか、そういったことで市長の考え方とか、

皆さんの意見をやっぱりしっかり聞いていく

よとか、そういう一言があるだけでも市民の

感情とか気持ちとかいう部分では大きな影響

があったのかなというふうに私は思うんです

けれども。 

 今のところ、市長という立場上なかなか難

しいと思うんですけども、市民に対して、こ

うこうするよとか、こういう考えでやってい

きたいよということは、今のところ多分、公

表されていないと思うんですけども、もし何

か小学校の再編議論に関して、今後どのよう

に進めていくかについて、市長から市民に向

けて何かメッセージがあれば、お願いしたい

と思います。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）岡本議員の質問にお答

えします。 

 教育行政については、トップは教育長です。

私は意見を言える立場にあるだけなので、そ

れをこうやれという話はなかなかできないで

す。 

 なぜ説明会に来なかったかということは、

これ市で決定した事項ではないんです。まず、

教育委員会が基本方針を説明して、そして、

地域の皆さんの情報を収集して、それからま

た教育委員会議で決定してもらわないといけ

ないので、それ飛ばすことは許されへんので、

そこでまた２期の方針を改めてつくり直して、

また説明してもらって、それから政策調整会

議にかけて、じゃ、これで行きましょうかと

いうふうなことが確定すれば、いつでも説明

に行きます。 

 私もある部分については納得してない部分、

こう変えたらええんちゃうとか言うたことも

あるんですけど、なかなか、そのまま行って

といったところもあるんです。さっき小学校

がなくなったら移住者が減るんちゃうかと。

これ、僕はナンセンスやと思うんです。今ま

で小・中学校を残してきたし、こども園もつ

くってきたけど、結局はそれで移住が増える

わけじゃないんですよね。 

 今、橋本市って案外若い世代が移住してき

てくれているんですけども、その大半が、き
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のくに子ども村学園があるので移住してきま

したという話があるんです。そういうのをよ

く外へ出て聞くと、じゃ、うち再編するけど、

学校の教育って、何に特化した学校にするん

やとか、やっぱり特色ある学校をつくらない

と駄目なんちゃうんという思いもあって、こ

れから市議会の皆さんにも、特色ある学校を

つくるためには教育委員会どうするんやとい

うことを逆に質問してもらって、そして、注

目を浴びる学校をつくることが、やっぱりこ

の地域に移住者を増やしていく一番の方法か

なと思っています。 

 昨日、５番議員が給食費の無償化で若い世

代が来るという話をしていただきましたけど、

これから一律になってきて、今度、葛飾区が

修学旅行を無償にするとか、こういうふうに

サービス合戦になっていくんですよね。やっ

ぱりこれって一番いけないことかなと思って

いまして、まず、統合するにあたっては、ど

う特色のある学校をつくっていくのかという

ことを加えてねという話もしてあるので、い

ろんな意見を聞いた中で、今度は特色ある学

校とはどういうふうにするんやというのをプ

ラスアルファして市民に伝えていただけるよ

うになったら、私も出ていって、こういうふ

うにしますというふうに考えていますので、

お願いします。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）ありがとうございます。

私も全く同意見でございまして、要は説明会

のときに、再編した後、子どもたちが行きた

い学校かなと思わせるような説明ではなかっ

たのかなと個人的には思っております。 

 だから、そこの再編された結果、こんな先

生が来て、すごくいい教育をしてくれるんだ

よとか、一つは何か、校舎が本当にきれいに

建て替わって、すごく学校設備の環境がいい

学校に通わせたいとか、例えば、進学率がす

ごく高くなるような、高度な、学力が上がる

ような学校をめざすんだとか、いろんな攻め

方はあると思うんです、要素があると思うん

ですけども、そういった部分をぜひ前面に出

した情報になればいいのかなと。 

 本当に市長の言葉と私も意見を同一にする

ところでございます。ありがとうございまし

た。 

 次に、市長自身の情報発信というところに

ついて触れさせていただきます。 

 私もフェイスブックとか、ＳＮＳと言われ

る、やらせていただいているんですけども、

市長のアカウントを見るとシェアが結構多く

て、だいたい10件から20件台の「いいね」、ほ

かの方がリアクションされているということ

に加えて、ほかの他市町村の、私も交流ある

市長とかいますので、見ていただくと、結構、

自分で発信されている方が多くて、そうなる

と、200件、400件リアクションされている方

がいると。 

 その中で、市長が自ら自分の考えている考

え方だとか、自分の市内の観光地だとかイベ

ントとか、そういったものについての発信を

されている。それはやっぱり市のリーダーと

しては、市の代表は市長ですので、そこの発

信ってすごく重要なことだと考えております。 

 先日、職員研修でウェルビーイング指標で

すか、本当に市が持っているポテンシャルと

自分たちが市を評価している指標が全然やっ

ぱり違うと。本来ならこんな大きいポテンシ

ャル持っているのに、自分たちは、いや、何

もないんだ、本当にもう駄目だみたいな、そ

ういう感情というか、を持っているというよ

うな評価をしているんじゃないかということ

で、研修、データを出されていました。 

 なんですけど、私が６月議会かな、介護保

険料を引き下げられたと思うんですけども、

これ実は全国的に評判なんです。ニュースに
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なっていて、僕も全国から十数件の議員から、

「橋本市、すごいやん」ということで問合せ

いただいて、詳細にからくりは説明させてい

ただいたんですけども、しかしながら、いろ

んな介護予防の取組みとかをされている事実

の中で、この成果を出しているというのは事

実なんですね、やっぱり。6,300円が5,300円

になったと。 

 これは軒並み全国で市町村の介護保険料が

上がっている中で、唯一逆行するような成果

を出したというのはすごく大きな成果だと思

うので、これを何で発信しないのかなという

ふうに思うんです。これもう本当に市を挙げ

てでも言ってもいいんじゃないかなと。注目

されるためにということなんですけども。 

 やっぱりそういう、市民が誇れる、うちの

市って意外とやるやんというような、ちょっ

とでもプラスになるようなものは積極的に発

信していただきたいなとは思っています。 

 あとはやっぱり、個人的にですけども、市

長は行政の長ですので、予算を組まれて今回

も出されていますけども、例えば給食費無償

化の補正予算を今回組まれています。幾らつ

けましたというのは議案説明ではされるんで

すけども、じゃ、給食費を無償化したことで、

保護者の方はその浮いたお金を何に使ってほ

しいのかとかいうのを市長が発信してほしい

なと思うんです。 

 子どものお小遣いをちょっと増やしてあげ

て、子どもたちがちょっとお小遣い増えて喜

んだとか、今まで鶏肉しか食べてなかったの

が豚肉になって、ちょっと牛肉になったとか、

いや、実はそろばん習いたかったんだけども、

月4,500円、5,000円浮いたことで習い事１個

行けるようになったとか、そういうことに使

ってほしいとか、家族団らんでお出かけに行

くのに、ガソリン代もちょっと高いですけど、

5,000円使って、月に１回行って、家族の時間

を大事にしてほしいなとか、予算を組んだこ

とに対する、市民の人にこういうふうに使っ

てほしいんだよねみたいな、何かそういう思

いみたいなものをＳＮＳで発信していただい

たら、それに対するリアクションって絶対あ

るはずなので。 

 「お小遣い増えてうれしかったです」とか

「習い事に通えるようになった」とか、そう

いうリアクションは絶対あるはずなので、そ

ういう何か予算をつけることに対する思いみ

たいなものをぜひ、これ要望ですけど、発信

していただければなというふうに思います。 

 お忙しい中で、優先順位はそこまで高くな

いかもしれないんですけども、やはり市民に

直接訴えかけるという意味では、広報紙とか

ＳＮＳ、あらゆる機会、手段を通じて、市長

の思いを市民に発信していただけるようにお

願いいたします。 

 次に、２項目めの、職員への情報発信につ

いてというところで質問させていただきます。 

 先日、８月20日に職員研修が開催されまし

た。研修内容は、長期総合計画基本計画で重

点プロジェクトである６万人の人口維持に向

けて、外部講師を招いて研修をするという中

で、言うたら施策よりも上の政策のところで

一番重要な、橋本市全体が考えなくちゃいけ

ない、そういう課題に対してどう取り組むか

という研修の中で、私も実際参加させていた

だいたんですけども、職員の方が結構、席の

後ろのほうに座られていて、前ががらがらと

いう現状がございました。 

 市の職員の方が人口をどうやって維持する

かということに対する研修に対して、ちょっ

と後ろ向きなのかなと。後ろ向きというか、

問題意識をそこまで高く持たれてないのかな

というふうな印象を受けましたので、私も一、

教育を受ける人間として、これ、一つは市の

職員として就業時間中に、要は時給を、お給
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料を頂いている市の職員として、その時間中

の研修に、何だろう、後ろ向きというか積極

的に関わらない姿勢というのはどうなのかな

というふうに思いました。 

 実際その写真は撮らせていただいて、何人

かの市民に聞くと、これ市の職員としてはち

ょっとよくないよねと。もうちょっとやっぱ

りやる気出してほしいよねと。それを切取り

と言われたら切取りかもしれないんですけど

も、講義の１時間ぐらいの間はずっとその状

況でしたので、やっぱり市民の目の前で見ら

れているという意識というのは持っていただ

いたほうがいいのかなと。それは議員、私ら

も同じだと思います。 

 あとは、やっぱり講師の先生に対して失礼

じゃないかなと。お金を払ってきてください

といって来たのに、実際、教育を受ける人間

が後ろのほうにみんないるみたいな、これは

ちょっとやっぱり問題じゃないかなと。 

 これ教育委員会が、要は子どもたちを教育

していく中で、主体的に深い学びとか答えの

ないものにどんどん取り組んでいこうとか言

っているのに、それを言っている大人が何か

全然、率先垂範できてないよねと、私は率直

にそう思ったので、お伝えはさせていただき

ます。 

 あとは、これ、突き詰めていくと、職員に

市の課題がちゃんと、ほんまに取り組まなあ

かん問題やでと伝わっているのかなとか、そ

ういうことを感じると、市の職員の中で市長

の意志というか、橋本市の課題は今何で、本

当にこれを解決しなくちゃいけないんだとい

うその意志が、職員末端まで伝わっているの

かなというところにちょっと疑問を持ちまし

て、市長の指導事項というのは、確認すると、

今、部長会議ですか、月１回、部長会議を通

じて市職員に徹底をするという形だったので、

これは間接的にどんどん指示が行くという形

なので、よく学術的に言われるのは、対面で

言っても６割しか通じないよと。６割の人が

次の人に伝えると0.6掛ける0.6で36％ぐらい

しか伝わらないというのがよく言われる数字

だと思うんですけども、市長の職員への情報

発信は十分で、職員は職務以外の課題という

んですか、隣の課が何やっているかじゃなく

て、事業、施策、政策ですか、この政策のと

ころまでちゃんと意識を持った職務というの

ができているのかということについて、一人

ひとり意識高く従事できていると思いますか

ということで質問させていただきます。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）ただ今のご質

問にお答えします。 

 複数ありましたので、もれていたら申し訳

ないんですが、まず、研修について、前のほ

うががらがらだったというお話も頂戴しまし

て、その点なんですけれども、この研修につ

きましては、２日間の研修となっておりまし

て、私は２日目に行かせてもらったんですけ

れども、２日目についてはきっちり前のほう

から埋まっていたというところはこの場を借

りてご報告させてもらいます。 

 １日目については実際、前のほうが埋まら

なかったというところのお話は聞いておりま

す。以前から前から詰めるようにというよう

な話は伝えるようにしていますので、今後も

しっかり伝えるようにしていきたいと思いま

す。 

 それから、職務以外の市の課題について、

市長からの話がしっかり職員に意識として伝

わっているのかという、そういう点について

ですが、壇上からもご答弁させてもらいまし

たように、市長からは仕事始め式で年度当初

の方針ですとか、職員研修等での訓示、職員

との懇談、意見交換など様々な場面で、市の

課題事項や進むべき方向、懸案事項などは協
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議、指示がなされているところです。 

 また、先ほどお話しさせていただいた部長

連絡調整会議、これは２部構成になっておる

んですけれども、１部では市長の訓示がござ

いまして、２部のほうでは各部長からそれぞ

れの部長に対して市の現在の取組状況等とい

うのをしっかり通達することで、それを各所

属長を通じて全職員に周知しているという流

れです。 

 先ほど６割しか届かないというようなご意

見も頂戴しましたが、できるだけしっかり届

けるように、そこは再度徹底したいと考えま

す。 

 それ以外にも、若手職員を中心としまして

重点プロジェクトチームというのを立ち上げ

て活動しています。これは、長期総合計画に

基づく政策課題に対しまして、若手ならでは

のアプローチによる取組みを検討していると

いうところです。 

 また、今回研修として実施しました情報発

信についてのレポートの中では、現在、情報

発信を実施していると認識している職員が約

85％、さらに、積極的に情報発信に向けて取

り組むと考える職員は88％でした。また、レ

ポートの中にはこれから具体的に取り組むア

クションというのも記載する事項がありまし

て、自分自身の業務の中で何ができるのかと

いうのを記載されているところも結構ありま

したので、我々としましては、かなり情報発

信に対する重要性というのが伝わった研修だ

ったのかなというふうに認識しています。 

 講師先生に失礼だったのかなというお話も

頂戴したんですけれども、研修での講師先生

からは、橋本市の職員については意欲的で熱

心な取組みをしているという高評価を得ては

おります。 

 これらのことから、職員につきましては、

この研修については意義があったというふう

に考えておるところから、今後も橋本市の魅

力発信に努めてもらえるように、我々として

も、さらに職員研修等を通じまして職員の意

識向上に努めたいというふうに思います。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、第

２期橋本市立小中学校適正規模・適正配置基

本方針に対する答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（岡 一行君）登壇〕 

○教育部長（岡 一行君）第２期橋本市立小

中学校適正規模・適正配置基本方針について

お答えします。 

 一点目の、第２期基本方針の変更事項等に

ついてですが、保護者や地域説明会・意見交

換会ではたくさんの様々なご意見等を頂きま

した。これにより教育委員会では、頂いた意

見等を踏まえ、学校再編の目標年度の見直し

や学文路小学校と清水小学校の再編統合及び

境原小学校と城山小学校の再編統合について

変更協議を開始しています。 

 まず、学校再編の目標年度については、中

学校区別に令和９年度から令和11年度として

いましたが、第２期基本方針の変更協議に時

間を要することから、（仮称）橋本市の新しい

学校づくり推進計画の策定時期を令和７年３

月の目標から令和７年12月以降にずれ込むと

考えています。当該推進計画の策定時期の変

更と学校再編の事務量や体制を考慮した各中

学校区での学校再編の目標年度の変更につい

て検討を進めています。 

 次に、学文路小学校と清水小学校の再編統

合については、学文路小学校、清水小学校、

橋本小学校の３校による再編統合の検討を進

めています。 

 最後に、境原小学校と城山小学校の再編統

合については、学校適正規模の考え方並びに

境原小学校の災害対策から学校再編を進める

としていましたが、改めて児童の安全のため
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の災害対策実施について検討を進めるととも

に、再編統合の時期を延長した上での境原小

学校と城山小学校の再編統合の検討を進めて

います。また、併せて、紀ノ光台地区の指定

校変更についても検討を進めてまいります。 

 次に、三点目の、学校再編についての賛否

も含めて保護者等へのアンケートを行うべき

とのことについてですが、学校再編の内容に

ついて、賛否そのものを含めたアンケートを

行うことは考えていません。 

 第２期基本方針の説明に対しては、再編対

象校の保護者に対する説明会・意見交換会で

出された意見のほか、当日発言できなかった

場合や説明会に参加できなかった保護者には、

後日、学校を経由して意見を頂く用紙を配布

しています。同様に、地域住民、未就学児保

護者を対象とした説明会でも、説明会の中で

発言できなかった方のために、説明会の会場

に意見を記入いただくスペースを確保し、広

く意見を集める取組みを行ってきました。後

日提出していただいたご意見については、各

意見交換会の会議録に掲載しています。 

 今後も実施する説明会・意見交換会や、当

該推進計画のパブリックコメントを実施する

中で、さらに意見を頂きながら進めていきた

いと考えています。 

 四点目の、教育環境がよくなることのエビ

デンスについてですが、数値的なそれらを裏

づけられる一貫性のある研究結果はありませ

んが、例えば平成25年度全国学力・学習状況

調査において、「教科の学校平均正答率が高い

学校は、低い学校と比べて、学習指導や学習

評価の計画にあたり、教師同士が協力し合う

頻度が高い学校が多かった」と示されていま

す。 

 学年学級数の編制の違いが教師の教材研究

等の取組みにも違いをもたらし、教師の指導

力、学級経営力の向上につながり、ひいては

児童生徒の学力にも影響を与える要因の一つ

となることが言えます。 

 ただ、その他、体力面の向上や不登校児童

の減少、学級数の多寡との関係を証明する研

究結果については承知していません。 

 １学年２学級以上が望ましいとしている学

校規模の考え方は、「学級数の多い学年のほう

が教師同士の協同による教材研究等の頻度が

高いことや、クラス替えによる生徒指導上あ

るいは人間関係に関する問題の解決率が相対

的に高い」という研究結果などもあることか

ら、教育に長く携わってきたことによる経験

則や橋本市学校適正規模・適正配置検討委員

会からの答申なども踏まえて、教育委員会と

して学校の適正規模の方針としています。 

 また、不登校児童の対応については、非常

に大切な点であると考えています。学校が統

合する際での引継ぎの徹底はもちろんのこと、

複数クラスになることで、友人関係がうまく

いかなくなった場合にはクラス替えによる環

境変化が可能になることや、別室を用意する

ことで少人数での対応を弾力的に進めるなど

の方策が考えられます。子どもや保護者が少

しでも混乱なく統合へと歩んでいけるように、

事前交流や個別相談などの取組みを早い時期

から実施していきたいと考えています。 

 五点目の、県立古佐田丘中学校モデルの教

育環境を整備、検討したことがあるかについ

てですが、和歌山県の教職員定数等に関する

基準に準拠した学級編制を行い、定められた

教員の配置を受けて学校運営を実施している

ので、こちらについての検討はしていません。 

 六点目の、今後の説明会の予定についてで

すが、現在、教育委員会が策定した第２期基

本方針の変更協議を進めており、２巡目の説

明会は、変更後の基本方針の内容について、

１巡目の説明会と同様に実施していきたいと

考えています。 
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 ただ、２巡目の説明会を実施する前に再編

方針の変更を検討していることや、１巡目の

説明会での意見、質疑に対する回答などを保

護者等の皆さんに周知する必要があると考え

ており、できるだけ早い時期にこれらの内容

を説明したいと考えています。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕 

○総合政策部長（井上稔章君）最後に、二点

目の、暮らしやすい地域拠点づくりの観点か

ら、地域から小学校がなくなることの影響に

ついてですが、本市における今後のまちづく

りでは人口減少時代に対応したまちづくりが

求められることになり、長期総合計画の都市

構造の基本方針において都市機能や日常生活

機能の集約を掲げていることから、橋本市都

市計画マスタープランにおいてもコンパクト

なまちづくりをめざしていくこととしていま

す。 

 今回の適正規模・適正配置基本方針におい

て、議員おただしの地域拠点において廃止対

象となる小学校はありませんが、学校は地域

の核となり得る施設であり、まちづくりにお

いて学校の果たす役割は、子どもの教育的観

点だけでなく、地域文化の継承や災害時の避

難場所等、一定の役割を果たすものと考えて

います。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君、再質問

ありますか。 

 ３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）丁寧な答弁ありがとう

ございます。 

 今回、答弁を頂いて、いや、すごい住民の

意見交換会の意見を取り入れられたなと思っ

て、実は僕すごく、いい意味で意外でした。

本当に真剣に議論をされて取り組まれている

なというふうに思いました。 

 一点、恋野小学校と柱本小学校については、

これ目標年度等、何か変更ある中では触れら

れてないんですけども、こちらに関しての変

更、修正、検討事項というのはございますで

しょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。 

 紀見北中学校区の柱本小学校と三石小学校、

隅田中学校区の恋野小学校と隅田小学校の学

校再編の対象校につきましては変更はないん

ですけども、目標最短年度につきましては議

論の対象となっております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）ありがとうございます。

目標年度についてはもう一度検討し直すとい

うことでございます。 

 ただ、少子化というのは厳然たる事実でご

ざいまして、先延ばしにしたことが課題解決

になるとは私は正直思っていなくて、先ほど

市長答弁ありましたけども、やっぱり本当に

環境に適応できる保護者とか地域の皆さま、

教職員の環境が皆さん最適化されるような方

向で議論を今後とも進めていっていただきた

いと思います。また、あと保護者とか地域住

民、引き続き対話のほうを進めていただきた

いと思います。 

 ２問目に、地域文化の継承や災害時の避難

場所等、一定の役割を果たす小学校がなくな

った場合、対象校の見守りとか文化活動、境

原太鼓とかありますけども、地域コミュニテ

ィへの影響と、地域への移住、新築家屋を建

てるとかリフォームしていくとか、そういっ

た形への影響、もしくは新しい子どもたちが

入ってこない、入ってこないことを前提にち

ょっと言っていますけども、ということが考

えられたときに、新しく店舗が入ってくると

か、もしくは今、大型店舗はありますけども、

そういう店舗が今後、マーケットとしてはあ
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まり魅力的ではないから撤退していくとか、

もしくは不動産価値、取引価格が下がってい

くのではないかとか、そういった影響につい

て、小学校がなくなるというその変化事項に

対して、それぞれの４件について、増加する

のか、変化はありませんよというのか、低下

していくのか、いずれの方向へ推移していく

と見積もられておりますでしょうか。 

 また、もし低下すると見積もられる場合は、

何か処置、対策、これ講じられる予定はある

んでしょうか、伺います。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）今、四点、議

員からお出しいただいたと思うんですけれど

も、小学校が廃校となった場合、少なくとも

影響はあるとは思います。しかしながら、現

時点でその影響度合いというのを見積もるの

はやはり難しいというふうには私は考えてい

ます。跡地の利用方法ですとか、そういった

ところでもいろんな影響というのが出てくる

かとは思います。 

 また、廃校となった場合には地域自治会な

どしっかり意見を聞いて、どのような対策を

していくのか、コミュニティをなくさないた

めにどういうふうにしていくのかという、そ

ういう在り方も議論していく必要があると思

いますので、どのようになるかというところ

については、現時点ではなかなか見積もるこ

とが難しいという答弁にさせていただきます。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）そうですよね。僕も正

直、質問しておきながらそう思うところがあ

って、明確に答えられても、逆に、ほんまに

そのとおり行くんですかと言いたくなるので、

それでいいかと思います。 

 ただ、今おっしゃっていただいたように、

跡地利用が今後の地域の盛衰に影響を及ぼす

ということなので、その議論を進めていく中

で、廃校を前提に、決まっていないのに跡地

利用の話するなよと言われる方もおられるん

ですけども、廃校が決まってから、じゃ、次

どうしますかみたいなことやったら進まない

んですよね。絶対遅くなるので。 

 やっぱりこれって並行的に、もしかしたら

ちょっと抵抗はあるのかもしれないですけど

も、その地域の住民が、じゃ、なくなったと

仮定したときにどういうふうに跡地利用をや

っていきたいんやというのを同時並行的に議

論を進めていくというのは今後大事かなとは

思うので、その辺ちょっとご考慮、配慮いた

だいたらいいかなというふうに思います。 

 三点目については要望だけでさせていただ

きますけども、アンケートの可否というとこ

ろなんですけども、僕、アンケートを実際、

というか紀ノ光台の方が自分たちでアンケー

トを取られて、実は賛成が多いんだみたいな、

やるなら来年からもう統合してくれみたいな

報告をされていたのを聞いて、ああ、そうい

う地域があるんだということで、私の肌感覚

と実は地域の方が思っていることと違った結

果があって、それを受けたときに、もしかし

て自分の思っているのって、市民全体からす

ると少数派なのかもしれないと思うと、やっ

ぱり、全体に対してアンケートをして、その

数がそれなりの根拠のある数字になる。回答

がなかったら、それは白紙委任と考えたらい

いわけなので、説明会に来られているのはや

っぱり反対の方が多いというふうに肌からは

感じますので、そういうことは今後大事なの

かなと思うので、もし今後やるなら、そうい

うところをやっていただきたいなと思います。 

 あと、ただ、紀ノ光台の方は、学校再編に

対する課題じゃなくて、多分通学に対する解

決なので、通学バスを出してくれるんやった

らすぐにもやってほしいし、せえへんのやっ

たら別に、今でもいいよみたいな感じだと思
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うので、住民のニーズというのがどこにある

のかというのはしっかり確認できるような、

アンケートをやるならそういうふうな形でや

っていただきたいなと思います。 

 ４項目め、集団規模について１クラスより

２クラスが望ましいという考え方は、現場の

校長先生とか校長経験者の方からも伺いまし

た、直接。生徒間トラブルや保護者トラブル

の回避の観点から、教育現場の環境改善には

クラス替えによる環境が唯一の環境であって、

一定の合理性も私は感じております。 

 一方で、１名、２名のクラス替えのために、

全校生徒が毎日、統廃合になった全校生徒が

毎日遠い学校に通うという非合理性というか、

そういうところもやっぱり感じますので、教

育現場では確かにそうなんです。でも、皆さ

ん生活があるので、そこの前後も含めて本当

にプラスなのかどうなのかというところも、

やっぱり今後は考えていっていただきたいな

というふうに思っております。 

 だから、先ほど市長言われたように、そこ

まで行ってでも通わせたい学校をつくってい

く、そういう最終目標をやっていただきたい

なと思います。 

 ５番目、エビデンスなんですけども、１ク

ラス何人のクラスが最も教育効果が高い編制

であるのか。最低２クラスが望ましいとか、

その必要条件ですか、もう最低こんだけやら

ないかんねんと言うんじゃなくて、そうじゃ

なくて、最高はこうなんだという部分をちょ

っと聞きたいなというふうに思います。 

 児童数と教育効果の関係について、教育委

員会の説明を聞いている私の理解の話で、ち

ょっとスライドをお願いいたします。 

 横軸に１クラスの人数で、縦軸に教育効果

を取ったときに、これは一つ目、学習塾関係

の教育効果は、多分、個別指導とか学習塾あ

りますけども、恐らく個別指導の１対１で教

えるのが一番学力は上がるよという考え方な

ので、生徒数が少ないと教育効果が一番高い

よという考え方で徐々に減っていく。反比例

のグラフなのか負の比例のグラフなのかちょ

っと分からないですけど、多分こういうグラ

フいくんだろうと。教育効果とクラスの人数。 

 一方、教育委員会は、今、１人より２人が

いい、２人より３人がいいということで、学

文路小学校と清水小学校、合併しても１校し

かならへんやないかというて言うたんだけど

も、いやいや、学級数、人が多いほうがいい

ねんという説明をされたので、恐らく１人よ

り２人、２人より３人がいいということは、

どこかで上がっていくんだけども、その代わ

り今度、30人より40人、40人より50人のほう

がいいという話ではないので、恐らく低減し

ていくところがあるということは、どこかに

極大値というのがあるわけなんですよね。 

 ということは、その極大値、何人のクラス

が最も教育効果が高くなるクラス編成なのか

というのをお伺いしたいなと思うんですけど

も、私のほうでは、恐らく教育効果って考え

たときに、絶対こんなけの教育効果を持って

もらわないかんという、多分、線があるんで

しょうね。それより上に文部科学省とか和歌

山県が設定する線があって、極大値があると。 

 ただ、小規模校とか、小さくてもそれでも

いいよと言っていることは、それより、もし

かしたら点線で、１人でも一応大丈夫ですよ

というような点線のところの教育効果がある

のかなというふうには思っております。 

 ただし、この教育効果の最大値の部分、橋

本市として教育効果が最大なんだ、ここが、

何人が一番いいんだというところの見解があ

るのかということを。私は教育委員会の説明

を聞いてこういうふうに聞いたんですけども、

こういう解釈で合っているのかどうかをまず

聞きたいと思います。 
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○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）どういうような学び

を想定しているのかによります。これまで私

たちの時代というのは、知識をたくさん持つ

こと、技能をたくさん身につけること、それ

によっていわゆる学力が高いというような評

価をしてきた時代だったかなと思うんです。

知識をつけるということであるならば、例え

ば１対１、それと、もう今だったらＩＣＴを

使って自分で学んでいく、そういう方法がで

きると思うんです。これは人数によらない学

びということが今は可能になってきているの

かなと、そんなふうに思います。 

 だから、少なかったらいい、多かったら悪

いというのではなくて、個別最適な学びとい

う、文部科学省は言っていますけれども、そ

ういったことを取り入れることによって、こ

れは解決できることかなと。 

 ただ、私たちがめざしているのは、自ら自

分で学んでいく授業というのをめざしたとき

に、一定のやっぱり人数を確保した上で、一

緒に友達と話合いをしながら学ぶ、先生に教

わりながら学ぶ、いやいや私はちょっと自分

でやった上でみんなの意見を聞きたいと、そ

んなことをやれるような授業を展開していく

ためには一定数の人数が必要になってきます。 

 また、クラスについても先ほど言っていた

だいたようなこともあって、教育効果という、

また、壇上から部長が答弁させてもらったよ

うな教育効果もあり、複数というのが考えら

れる、そんなふうに私自身は考えていますの

で、以前は、第１期のときは人数も示してい

たと思うんです。今回それを示さなかった理

由というのは、今、40人から35人というふう

に小学校についてはクラスの人数が規定され

て減ってきています。その中で、例えば35人

クラスであれば、２クラスになるのは、36人

になったら２クラスになりますから18人、18

人ですよね。前言っていたのはもう少し上の

人数だったと思うんです。 

 これが３クラスになった場合は20人ぐらい

になるんです、二十数人。４クラスになった

らもう少し増えるんですよね。というふうに

して最低の人数が変わってきます。けれども、

私たちの橋本市については２クラス。もう３

クラスは厳しいかなという状況がありますの

で、そこの人数というのは設定せずに、やっ

ぱり一定の人数を確保していく。もしも30人

を超えてきて、35人いっぱいいっぱいになっ

てきたら学校がやりたい教育に合わせて支援

していく、そんな形を考えていくことのほう

が、より学校のニーズ、やりたいことに応え

ていくと、そんな形を考えておるところです。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）上に行く分にはいいこ

となので問題ないんですけども、今度、下限

ですよね。下限というか、１クラスに生徒が

何人要るかという。感覚的にはやっぱり６人

とかしかいないと、本当にグループ学習とか

いうのもしんどいんかなと。もしくは８人、

どうなんでしょう、10人ぐらいいたら何とか

いいのかなとか、私これ主観なのでちょっと

あれなんですけど、データはありませんけど

も。 

 そこの段階になって初めて、教育効果とい

うのが十分でないので統廃合やむなしという

ような感覚を個人的には持っております。だ

から、恋野小学校とかについては、やっぱり

もう数名しかおられないという学校に対して

の統廃合の検討というのはやむなしかなとい

う部分を私も感覚的には思っております。 

 ただ、十数名まだ児童がおられる小学校の

中にどんだけ、学級数を増やすということを

最大の目的にされるのであればまたその話は、

議論は別なんですけども、学級の中でクラス

を、お互い意見を出し合うというようなグル
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ープ発表という話であれば、10名から12名ぐ

らいまでいたらいいのかなという部分もあり

ますので、その辺は本当に教育委員会の中で

やっぱりお話を進めていただいて、議論を進

めていただいて、保護者の方にそれをしっか

り説明して、なるほどと、よく分かりました

と言ってもらえるような説得力ある説明をし

ていただければなというふうに思います。 

 最後に、意見交換会の今後の予定なんです

けども、ちょっと間を置いて、もう一回整理

しながらやりますという話なんですけども、

今言われているのは、あと１回やりますとい

う感じで聞こえるんですけど、それ１回で大

丈夫ですかという話なんですよね。もうちょ

っとやっぱり、２回、３回やる必要があるの

かなというふうに思います。 

 ２回目の説明で本当にすばらしい案が出て

きて、皆さんにお伝えして、よく分かりまし

た、反対意見もそんなにありませんというこ

とであればそれでいいかなとは思いますけど

も、できるだけ皆さんの負担も多くないよう

にやっていただければとは思うんですけども、

もしまたいろんな意見が出るようであれば、

２回、３回、また検討していくような形で、

良いものをつくっていただくようにお願いを

いたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時30分まで休憩いたします。 

（午前11時43分 休憩） 

                     

（午後１時00分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番10、８番 田中君。 

〔８番（田中博晃君）登壇〕 

○８番（田中博晃君）皆さん、こんにちは。 

 ２日目、昼一番、眠たい時間ですけれども、

頑張ります。 

 先日、９月１日なんですけれども、今年も

産業文化会館のほうで紀の国いっとこよいや

なデバ祭を開催させていただきました。ちょ

うど台風10号が来て、できるかできれへんか

という状態やったんですけれども、結果的に

１チームも欠けることなく、踊り子だけでだ

いたい700人、観客を入れたら千二、三百人来

てくれたのかなと。橋本市のほうからは教育

委員会も含めて後援いただきましたし、また、

当日は副市長、教育長には審査員で参加して

いただきました。ありがとうございました。 

 これからもこういう地域を発信できるイベ

ントを続けていきたいなと考えておりますの

で、また皆さまもよかったら来てください。 

 それでは、通告に従いまして一般質問を行

います。 

 今回は２項目です。 

 まず、一つ目、橋本市観光戦略 紡がれる

未来 高野口バージョン。 

 大正時代のまま、総ガラス木造３階建ての

葛城館がカフェとして営業を始め、殿の井戸

前には古民家を改装した浴場のオープンを控

える高野口駅前。高野口駅自体が明治時代の

面影を残し、テレビのロケでも頻繁に登場。

また、国の重要文化財唯一現役の高野口小学

校や前田邸、パイル資料館などが徒歩数分圏

内にあり、今、観光資源となり得る可能性の

高い建物や施設が点在している。 

 これら建物や施設を線でつなぐ、またはつ

なげられるような方策を打ち出すのは行政の

仕事だと考える。 

 また、ふるさと教育の観点から、「もっと地

域に特化した内容を教えたい。例えば高野口

なら織物に関することなどを教えたいが、知

識や資料がない」との話を学校関係者から聞

くことがある。ほかには、以前行われていた
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高野口検定を復活させられないかとの話を商

工会関係者から聞いたりもする。 

 地域の歴史だけではなく、現在の商工業や

生活などを地域の方々に知ってもらうことが、

その地域を盛り上げていくきっかけとなる。

今回の質問は、高野口に的を絞った内容とな

るが、これらの内容は高野口だけの話ではな

く、市内全域、様々な地域で同じような考え

や思いがあるのではと容易に想像することが

できる。 

 よってそれら地域の参考になればとの思い

を込めて、下記の質問を行う。 

 １、昨年６月、ＪＲ西日本と橋本市との間

で、高野口駅の在り方、言い換えれば現在の

駅を駅のまま存続させるかどうかの協議を行

い、今年に入り改めて協議したとＪＲから聞

いた。最初の協議から現在に至るまで、どの

ような協議をどの程度行い、駅舎存続に向け、

現在どのような調整を行っているのか。 

 ２、ふるさと教育、ふるさと学習の観点か

ら、地域に特化した内容の資料や知識的な要

望があれば対応できるのか。コミュニティス

クールだけでは対応できない場面もある。 

 ３、高野口検定のような地域学習を継続的

に行う場合、行政はどのような応援方法が考

えられるのか。 

 ４、高野口に点在する建物や施設、地域に

ある知恵や知識を線でつなぐために、行政と

してどのような取組みができるのか。ＳＮＳ

やインフルエンサーとの連携も含め、問う。 

 ２項目め。高野口中学校生徒が危険にさら

さらされていることについて。 

 一般質問や予算・決算委員会で、学校の施

設の修繕について、以前より何度も何度も質

問をしてきた。教育委員会は、言葉は違えど。

学業に支障を来す場合や学校生活に不備があ

れば早急な対応をするとの答弁をしてきたと

私は認識してきた。 

 しかし、教育委員会は学校の現状を訴えて

も、議場や委員会の答弁とは異なる対応をし

ている。昨年12月議会において高野口中学校

等の現状を指摘したところ、早急に予算要望

し対応するとの答弁だったと記憶している。

今年度に入り、その後の対応を確認したとこ

ろ、前部長からの引継ぎができていない箇所

があり、12月議会の答弁、「児童生徒への学び

の保障のため、学習環境に影響がある施設や

安全安心を第一に修繕や工事が必要な箇所に

緊急度合い等を考慮し、計画的に対応してい

ます」が果たして真実なのか、本気で対応し

ているのか疑わしい。 

 こと高野口中学校においては、今、高野口

中学校に通う生徒の学びの保障や施設の安心

安全が全く考慮されておらず、修繕が延々と

先延ばしされていることから、改めて以下を

問う。 

 ①高野口中学校通学路、墓地東側部分につ

いて、不審者が出没する件や、歩道に樹木が

覆いかぶさっており生徒が車道を通行するこ

とで苦情が学校に届いている件、通学路の防

犯灯が歩道と反対側に設置されているために

歩道に光が届かない点、豪雨の際は山側から

大量の水が流れ落ち歩道の役目を果たしてい

ない点などを何度も指摘してきた。さらに本

年７月初旬、防犯灯の電灯が複数箇所切れて

おり、教育委員会に交換を再三依頼しても放

置している。これらについての見解は。 

 ②体育館の雨漏りについて、何年前から把

握し、どのような対応をして、その結果どう

なったのか。私が知る限りではブルーシート

を屋根にかぶせたこととコーキングを行った

２件だけで、結果、効果はなかったと感じて

いる。また、体育館への廊下の天井吹きつけ

材の剝がれについても対策されていない。 

 ③教室の床の波打ちや３階視聴覚教室の天

井から光が差し込んでいる点、げた箱上部の
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雨水配管からの水漏れなど、雨漏りが原因と

なっている箇所についてどのような対策をし

ているのか。 

 ④職員室階段下、３階天井崩落について、

教育委員会から「剝がれ落ちる可能性のある

部分は全て落とした」と報告を受けた。その

後、約８か月たった今、その下のコーンでの

封鎖部分はいまだに解かれていない。教師や

生徒だけでなく保護者や利用者からも不安が

あると聞く。安全であるならば、教育委員会

の責任の下に即刻立入禁止を解除すべきでは。 

 ⑤今、高野口中学校に通う生徒の安心安全

のため、いつ、どのような修繕を行い、学び

を保障するのか、明確に答弁されたい。 

 以上、壇上からの質問を終わります。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君の質問項

目１、橋本市観光戦略に対する答弁を求めま

す。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕 

○総合政策部長（井上稔章君）橋本市観光戦

略 紡がれる未来 高野口バージョンについ

てお答えします。 

 一点目の、ＪＲ西日本との協議状況につい

てですが、ＪＲ西日本では平成31年３月より、

将来の維持管理コストの削減を図るため駅舎

のシンプル化を進めており、本市では下兵庫

駅、隅田駅、高野口駅が対象で、下兵庫駅、

隅田駅については既に駅舎のシンプル化が完

了しています。高野口駅については以前より、

「駅舎及び跨線橋は残してほしい」「観光施設

として利用してはどうか」などの意見を地域

から頂いていましたので、ＪＲ西日本に対し

て、シンプル化する場合は地元協議を実施す

るなど慎重に対応するよう、平成31年当初か

ら継続して要望しているところです。 

 昨年、ＪＲ西日本から、シンプル化とは別

に高野口駅の無償譲渡も含めた駅舎利活用に

関して提案がありましたが、高野口駅周辺を

活性化するための駅を利活用する具体的な協

議には至りませんでした。 

 しかしながら、今年度に入り、高野口駅前

の葛城館でカフェがオープンするなど駅前周

辺に観光資源になり得る施設が増えたため、

観光の拠点となる機能を充実させるべく、公

共交通部門だけでなく観光部門の担当者も含

め、高野口駅の利活用について再度ＪＲ西日

本と協議を進めているところであり、併せて

今秋、高野口の町なかを活性化することを目

的に新たに協議会を設置することとしていま

すので、その中で関係者の意見を集約し、高

野口駅の利活用の方針についても決定したい

と考えています。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

〔教育部長（岡 一行君）登壇〕 

○教育部長（岡 一行君）次に、二点目の、

ふるさと教育、ふるさと学習の観点から、地

域に特化した内容の資料や知識的な要望があ

れば対応できるのかについてですが、ふるさ

と教育、ふるさと学習では、自然、歴史、人

物、文化、産業といった地域資源やそれらに

関する資料を教材として、児童生徒に郷土に

関する知識を広げ、認識を深める学習を通し

て、地域への愛着や誇り、貢献意欲が醸成さ

れるといった教育効果があります。 

 教育委員会では、ふるさと学習教材「ふる

さとはしもと学」デジタル版を各学校に提供

しており、活用を推進しています。各学校で

はふるさと学習を年間計画に明記し、カリキ

ュラム化しています。これにより、発達段階

に応じて地域の教育資源に触れることで地域

への愛着や児童生徒の学びに向かう力を高め、

確かな学力を育みたいと考えています。 

 また、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律に基づく学校運営協議会を設置した学

校のことをコミュニティスクールと称します
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が、本市では全ての小・中学校が該当します。 

 子どもたちが高野口パイルなど自分たちが

住んでいる地域の特色を詳しく知ることは、

子どもたちにシビックプライドを醸成する上

で重要なことです。ふるさと教育、ふるさと

学習の観点から、ふるさと学習教材「ふるさ

とはしもと学」デジタル版の活用とともに、

コミュニティスクールを活用して地域のこと

を深く学ぶことができるよう、コミュニティ

スクールの取組みを充実させていきます。 

 併せて、子どもたちがふるさと学習をする

上でふさわしい人材や資料を、必要に応じて

経済推進部等を通じて協力をお願いしたいと

考えています。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

〔経済推進部長（三浦康広君）登壇〕 

○経済推進部長（三浦康広君）三点目の、高

野口検定のような地域学習を継続的に行う場

合の行政の応援方法についてですが、高野口

検定は平成24年度にまちおこしの一環として、

地域の歴史・文化の理解を深め、次世代にそ

れらを継承させる目的で行われ、運営を町の

関係者で構成した実行委員会、事務局を高野

口町商工会が担い、県の補助事業を活用し実

施されました。 

 高野口検定のような規模の地域学習を地域

が主体となって地域ぐるみで行うことは、多

くのボランティアの協力が必要なことや財源

の確保など開催にあたっての課題があり、事

業の継続性に苦慮されることが予想できます。 

 本市としましては、これまでも地域の取組

みに対し、公共性の有無や費用対効果などを

精査した上で、人的、経済的支援を行ってい

るケースがありますが、応援の形は実施主体

との協議の中で個々異なることから、過去の

事例に照らして判断したいと考えます。 

 最後に、四点目の、高野口に点在する建物

や施設、地域にある知恵や知識を点でつなぐ

ために、行政としてどのような取組みができ

るのかについてですが、高野口に点在する歴

史的建造物や地場産業を学べる施設等、地域

の歴史を知り、感じながら高野口周辺を巡る

モデル散歩コースを、現在、観光パンフレッ

ト、市ホームページ、高野口駅前案内看板に

掲載し、訪れた方に対し、高野口の町なか周

遊を勧めているところです。 

 また、地場産業の魅力を近くで感じてもら

える機会として、高野山麓ツーリズムビュー

ローと連携した体験イベントを実施していま

す。さらに、今年度新たに、観光資源だけで

なく飲食店情報をマップに落とし込んだデジ

タルサイクリングマップを作成し、自転車に

よる散走を促進していきたいと考えています。 

 これらの取組みを実施するにあたり、認知

度向上のための情報発信が極めて重要となり

ますが、先日も全職員を対象とした研修を行

い、各職員が情報発信の重要性を学んだとこ

ろです。 

 今後、市観光事業のほか各課で取り組んで

いる事業について市内外へより効果的な情報

発信を行うには、行政単独ではなく、スキル、

ノウハウを持った民間企業等との連携が効果

的であると考えていますので、前向きに検討

していきます。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君、再質問

ありますか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。 

 去年６月からＪＲと協議したはずなんやけ

ど、ＪＲに確認したら、建物譲渡については、

商工会等の団体に直接渡すことはできやんの

で、一旦、市など自治体で受けてもらって、

その後、指定管理とかで民間へ活用すること

は可能やということを話聞いてきました。 

 改めて確認するんですけれども、昨年６月、
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ＪＲと協議して以降、ＪＲとどれぐらい協議

したのか。また、その内容を市内部でどの程

度、どんな協議して、どんな結論に至ったの

か、質問いたします。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）ご答弁でも申

し上げましたが、平成31年度よりＪＲ西日本

とは定期的に駅のシンプル化についての協議

がなされておりました。そのような中で、議

員おただしのとおり、昨年６月26日にＪＲ西

日本の担当者の方が来庁し、本市において駅

まち空間創出に関する活用の意向の確認がご

ざいました。本来ですと、駅の利活用が見込

まれる関係各課と情報共有した上で利活用に

関する協議が必要であったと思いますが、そ

の際にはその協議がなされていません。以降、

ＪＲ西日本との協議もなく、市内部での協議

もなされていない状況でした。 

 その後、本年６月28日になりまして、ＪＲ

西日本の担当者から高野口駅の利活用につい

て再度説明がございまして、７月29日には経

済推進部の関連部署と地域振興室が高野口駅

の現地説明を受けております。現在は駅の利

活用について内部検討しているところであり

ます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ＪＲとも話しても、や

っぱり１年間、橋本市は動きないんやという

ようなことを言われていて、どうしても早く

やっていきたい。高野口駅についても、例え

ば北口をつけるであったり、今、向こうへ渡

る橋、何というんか分からんけど、それを取

り外したりということも考えているので、で

きるだけ早く話したいんやということは言わ

れておりました。 

 その後、話はしてくれているみたいなんで

すけれども、となった場合に、結局、窓口は

どこなんやろうという。ＪＲ、この間話した

ときも、経済推進部が入ってくれたので話が

前へ向いて進んだみたいな言い方されとった

んですけども、ほんまにそれでええんかなと

いうとこが気になるんやけど、いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）事務分掌条例

施行規則の中では、地域公共交通に関するこ

とは総合政策部の地域振興室の事務と規定さ

れているところであります。そのことから、

駅のシンプル化等、地域住民の方との調整等

については地域振興室で行われるということ

になっております。 

 本来であればと先ほども答弁させてもらっ

たんですが、利活用するというような方針に

なった場合、その目的、いわゆる活用するた

めの目的に沿ったところが担当課となってま

いります。今回であれば、観光のということ

で方向を進めるということであれば、観光の

目的に沿った部課が担当部局となってくると。

今の段階ではまだ譲渡等という方針も決まっ

ていないところもありますので、それは本市

地域振興室と経済部局と併せた形でＪＲとの

協議を進めておるところだというところでご

ざいます。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）高野口駅に関しては、

実は社長ともお会いして、活用を考えますよ

ということを既にお話をしています。今、市

として考えていることは、高野口駅を改修し

ようと思って、これから補助金を、観光の補

助金がないかどうか、いっぺん確認しようと。

葛城館もカフェをやっていて全国から多くの

人が来てもらっているので、あの建物をどう

生かすかということをこれから内部で協議を

していきます。 

 繊維組合からも資料館をもっと活用したい、

今、展示だけなので、あそこでも販売するこ
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とができないかという相談を今受けていまし

て、やっぱり全体的に、高野口全体的に考え

ていく必要があるなと。 

 今日も一般質問が終わったら高野口商工会

で、高野口を盛り上げようという講演会があ

るので、そこにも私の考え方を伝えに行くん

ですけども、ただ、やっぱり地域を活性化し

ようというので行政がメインになって動いて

も、もうこれに予算ついた、１回で終わりと

いうようなことになるので、今、高野口を盛

り上げていくために、商工会や若い人やいろ

んな人に入ってもらって、何をするんやとい

うところを決めてもらって、そこを後方から

市役所が支援するという形をできないかなと

いうことを今考えています。 

 観光地になった場合、今の高野口の庁舎も

もう解体して駐車場にしようかなと。高野口

の商工会を裁ち寄り処へ持っていって、裁ち

寄り処を高野口駅に持っていくとか、そうい

う検討をしていきたいなというふうに思って

います。 

 もう行政主導ではなくて、やっぱり成功し

ているところって民間であったりＮＰＯが入

って、それを中心に動かしているところなん

です。そやから、そういうことも含めて、ち

ょっと行政は後ろに回って、上がってきたこ

とを、ハードは市がやるよ、ソフトは地元の

人たちでやってねという形を今取ろうと考え

ています。 

 確かにちょっと、大分前からあの駅前の使

い方、商工会に頼んであったんですけど、飲

み屋するとかそういう話しか出てこなかった

ので、もうさすがにこっちでやったほうが早

いなというのもあって、今、新しい取組みを

検討し、これから高野口の活性化に、田中議

員言われた葛城館もお風呂もできますし、今、

前田邸どうしたらええんやとか、パイル織物

のところをどうする、あっこへどう見てもら

うんやということもこれから検討して、地元

としっかりと話合いをして進めていくという

ことになりますので、ご理解いただきたいと

思います。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ありがとうございます。

市長おっしゃること、むっちゃよう分かりま

す。 

 ただ、ＪＲとの協議が止まっていたという

のも事実やし、それはやはり橋本市のほうで

もうちょっと早く動けたのかなと思ったので、

今この質問をさせてもらいました。 

 次、ふるさと学習のほうへ行くんですけれ

ども、先ほど答弁いただいたんですけれども、

要はもうコミュニティスクール、学校運営協

議会の中でも結構行き詰まっているというよ

うな、人がおるときはいけるんやけれども、

どうしても人材が足りないときがある。 

 でも、例えば河南やったら９番議員が頑張

って、はたごんぼであったりとかやってくれ

ていますけれども、やはり高野口の場合は織

屋の話聞きたいというのもよう聞きます。実

際、学校単位で企業を回ったりしてくれてい

るんですけれども、そういった部分でもうち

ょっと教育委員会として情報発信、依頼があ

ったらやけれども、人材の派遣であったりと

か、そういうことできるんちゃうんかなとい

うふうに考えておるんですけれども、その辺

はいかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）学校教育課と生涯

学習課兼任の指導主事を配置しまして、情報

共有に努めております。その中で、コミュニ

ティスクールと共育コミュニティで共通目標

に向けた連携と協働を図るために、まずはコ

ーディネーターと事務局が連携しているんで

すけども、そのような知識を持っている方へ

の橋渡し役も担っていきたいと考えておりま
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す。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）結構、今、学校って若

い先生が増えて間が空いてしもうて、上と下

の、なかなか相談できれへん、しにくいとい

う話もやっぱり聞くんです。直接校長にはよ

う言わんとかというのも聞くので、その辺り

間に入ってほしいなと、よろしくお願いしま

す。 

 画像を頼んでいいですか。 

 これ高野口にある看板なんやけど、上見れ

ますかね。チーズ木管と書いてあるんやけど、

そのチーズ木管で何やねんというたら、チー

ズって糸のことなんです。その真ん中に入っ

ているのが木管というて、ただ、このチーズ

木管という言葉を見た人から。「チーズ木管っ

て何ですか」と聞かれて、多分ここでおる人

もあんまり知らんのちゃうんかなと。こうい

うのがある意味、高野口にしかない歴史です。 

 ふるさと学習、先ほど経済推進部長から答

弁いただいたんですけれども、例えば高野口

検定みたいなものを地域団体、商工会とは限

らへんから、どんな団体かも分からんけど、

こんなんしたいからという協力があった場合

に、やっぱり一定、応援したってほしい。そ

れはお金の部分なのか知恵の部分なのか、そ

こは分かりませんけれども、そういった応援

というのは、依頼があればできますか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。 

 協力依頼の内容にもよるとは思います。先

ほども壇上答弁で言わせていただいたように、

公共性の有無とか、あと費用対効果とか、そ

ういうところは精査する必要があると思いま

すが、あと、経済推進部へのご質問なので、

農業とか地場産業とか、市内経済に効果があ

るものであれば検討の余地はあるかなという

ふうに思っております。 

 以前の高野口検定は市からの補助金なしで

やっていますので、その事情のところはちょ

っとはっきりしませんが、要求があった時点

で検討したいと思いますので、よろしくお願

いします。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。高野口検定、１年で終わってもうたん

で、ちょっともったいないなと。自分も参加

したかってんけど、問題作る側に入ってもう

たんで。でも、経済推進部長は満点取られた

と、まちのうわさになっていたので、ぜひそ

ういうことがあったときは市を挙げて応援し

てほしいなと思うので、よろしくお願いいた

します。 

 これはさっきのふるさと学習とつながると

ころがある。地域を盛り上げようと思ったら、

やっぱり小学校でも地域のことを知っておい

てほしいし、そこから地域の方ももっともっ

と地元のことを知ってもらわんことにはその

地域って盛り上がっていけへんかと思うので、

皆さまの協力よろしくお願いいたします。 

 ４番目なんやけど、ＳＮＳなんですけど、

もう今、時代の流れって、情報発信の場合、

ＳＮＳがスタンダードになっていると。特に、

いろんな自治体はインフルエンサーと、もう

一定の経費をつけて、依頼して情報発信して

結果を出してきているというのが実情です。 

 先日というのか、ちょっと前にうち会派で

も南アルプス市のほうへ行ってきたんですけ

れども、そこはユーチューブ、インフルエン

サーと契約して取り組んでいると。平成23年

度で登録者7,000名以上のインフルエンサー、

ここはユーチューバーですけれども、を対象

に最大10万円を補助すると発表したら、ＮＨ

ＫのＸでそれが報道されて、閲覧50万という
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ことで、すごい問合せが来たというふうに聞

きました。 

 何でユーチューバーなのと言うたら、やっ

ぱりプロはプロやと。やっぱり発信うまいと。

コンテンツ、皆さんそれぞれ強いコンテンツ

持っているので、食いもんやったら食いもん、

風景やったら風景というのが発信できる能力

を持っている。また、インフルエンサーには

それぞれファンがついているから、その方々

が来てくれるという考えかららしいです。 

 その副産物としても、南アルプス市のイン

スタグラムのフォロワーが3,000から7,000に

増えたと、去年ね。今年度、2024年度につい

ては個人のインフルエンサーとの契約じゃな

くて、投稿内容とか著作権のチェックしやん

なあかんからライバー事務所との契約にしよ

うかなということを言っていました。事務所

がチェックしてくれるということで。 

 今までも私ずっとこういう質問やってきて

いて、今考えたら、もうフェイスブックもオ

ワコンと言われているし、インスタグラムも

過渡期になってきている。また、ユーチュー

ブも長い動画からショート、ＴｉｋＴｏｋも

ショート。ショートの連続でつないでいくと

いうのが主流になってきています。 

 短期の契約は除いてなんですけれども、も

し仮にインフルエンサーと市が何らかの形を

つくっていこうとした場合は、今から準備し

ても最短で再来年ぐらいにしかできやんと思

うんです。そうなった場合にはやはり一定の

先読みをして、当時はフェイスブックやった、

当時はインスタグラムやった、ユーチューブ

やったとなるんですけれども、この２年先、

３年先ってどんどん回転が速い中で、そうい

った先読みをした展開もお願いしたいんです

けれども、いかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。 

 先日の紀の川サマーボール2024におきまし

て、これ試行的だったんですけど、民間のア

カウントでの情報発信を行いました。当アカ

ウントはフォロワー数が１万人を超えており、

情報の拡散も迅速に行えたというふうに考え

ております。 

 このことから、情報発信において民間と連

携して行うことは非常に有効であると思いま

すので、議員ご指摘のとおり、時代の先読み

や公共と民間の情報の切り分けなど課題を整

理しまして、あと庁内の中では総合政策部の

ほうと連携しながら、あと南アルプス市のよ

うな他自治体の事例も参考にしながら検討し

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。 

 うち、橋本市はやっぱり情報発信が弱いの

と、その発信された情報を活用していないと

いうのが一番もったいないところだと思うん

です。さっき、朝も３番議員が言うてたけど

も、介護保険料の引下げでも、すごい情報発

信したらいろんな食いついてくると思うのに、

そういうところがやっぱり一番弱いので、ぜ

ひよろしくお願いいたします。 

 １個目を終わります。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、高

野口中学校生徒が危険にさらされていること

に対する答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（岡 一行君）登壇〕 

○教育部長（岡 一行君）高野口中学校生徒

が危険にさらされていることについてお答え

します。 

 一点目の、高野口中学校通学路、墓地東側

部分についてですが、まず、通学路の電灯交

換について対応が遅れましたことについてお
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わび申し上げます。現地確認を行ったところ、

８箇所の未点灯の電灯があったことを確認し、

業者に交換修繕を依頼しているところです。 

 また、歩道の付け替えや照明の取付け位置

については、簡単に変えることができないと

ころもあり、抜本的対策が難しい状況ですが、

道路管理者である都市整備課等とも連携を取

りながら、できる限り対応したいと考えてい

ます。 

 二点目の、体育館の雨漏りについてですが、

確認ができた範囲では、平成30年頃に雨漏り

が発生したため、職員でブルーシート養生を

行ったことが最初になります。その後、令和

３年度にコーキングの打ち替え修繕を実施し

ました。一時期は雨漏りが止まっていました

が、再び雨漏りしている状況です。 

 本年度、屋根の現状を確認したところ、中

央部分の屋根のさびが進み、コーキング部分

も劣化が見られたことから、該当箇所の部分

修繕を業者に依頼しているところです。 

 体育館への廊下の天井吹付け剝がれについ

ては、現在、改修工事の設計中であり、本年

度に対応する予定です。 

 三点目の、雨漏りが原因となっているとこ

ろへの対応ですが、床の波打ちに対しては本

年度も学校から連絡があり、その都度、修繕

で対応しました。げた箱上部の水漏れについ

ては、天井部分に水漏れ跡はあるものの、現

在止まっている状況です。３階視聴覚教室の

天井から光が差し込んでいる点については、

視聴覚教室の天井の上がトップライトのガラ

ス屋根となっており、天井板の隙間から光が

差し込んでいます。これについては、天井、

壁の一部の張り替え修繕を今年度中に行う予

定です。 

 四点目の、職員室階段下の立入禁止を解除

すべきではについてですが、崩落発生時の対

応として、剝がれ落ちる可能性のある部分は

昨年度全て落としたものの、その後も天井か

らの水漏れがあることや、はりの一部に新た

なひび割れが見られることで、落下の可能性

も否定できないことから、学校長とも協議し、

立入禁止措置を継続しているところです。こ

の管理棟の天井部分についても現在、改修工

事の設計中であり、本年度中に対応する予定

です。 

 最後に、五点目の、高野口中学校の生徒の

安心安全のため、いつ、どのような修繕を行

い、学びの保障をするのかについてですが、

生徒の学習環境の改善のために修繕等で対応

していますが、一部対策できていない箇所も

あります。安心安全に係る箇所の対策工事の

実施については、緊急度合い等を鑑み、高野

口中学校の今後の方針も踏まえ、対応してま

いります。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君、再質問

ありますか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。答弁もらったけど、私は一部対策でき

ていないじゃなくて、一部しか対策していな

いだと思っております。 

 昨日、今日の一般質問で市長からも、修繕

のほうは最低限やっていくよという答弁を頂

いていますので、どちらかといえば、私聞き

たいのは、ここまで至った経緯だけを確認し

ておきたいと思います。 

 まず、通学路についてなんですけれども、

電話で言うことちゃうな、電気切れているか

らということで、教育委員会へ直接行かせて

いただきました。部長と課長にその旨伝えて、

１週間後ぐらいかな、通学路安全点検の会議

があったので、その場でも伝えております。

お盆明けに来たので、もしかしてもう終わっ

たのかと思ったら、どこでしたっけという。

何でやねんという、やっぱり思うんです。 
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 ここって、延長がだいたい850メートルぐら

いで、通学路灯が約20本ついています。その

うちの８本が切れてた。やっぱりこの時間で

すら子どもらが危険にさらされていて、まし

てや、ここって不審者情報が多いとこですや

ん。要は、私からしたら、教育委員会、何や

ってるんよと言いたいんです。 

 もう今、昨日見てきたら一定直っていたの

で、そこについてはもう言いませんけども、

やっぱり、最初、部長、答弁で謝ってくれた

けど、謝るのは私じゃなくて、子どもらやし

学校やし保護者であることは理解しておいて

ください。 

 今回の質問はそのほとんどが過去の積み残

しなので、今、教育部長、今の部長に言うの

は一定筋違いのところもあるかもしれへんね

んけど、ただ、やっぱり部長という役職があ

る以上そちらに質問していくので、よろしく

お願いいたします。 

 確認したいのは、多分これ、平成23年にま

ずここの通学路の光量も質問をしています。

そのとき、25年にもやったかな、今度、暗な

ったやんというので。そのときからもうずっ

と、その後なんですけれども、関係機関と協

議していろいろ進めていくと言うてたんやけ

ど、実際、今までどの程度協議されてきまし

たか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）過去の担当の中で

協議を行ったということは聞いておるんです

けども、正直申し上げまして、教育総務課に

残っている過去の書類を今現在調べたところ、

都市整備課との協議録としては見つけること

ができませんでした。 

 ですので、令和２年度に応急的な街路灯の

設置や令和４年度に明かりの取付けの交換は

行っておったんですけども、今回切れておっ

たということもありますので、どういった協

議をしていたかということに関しては、今お

示しすることは限界がございます。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）あそこの通学路、歩道

なんやけど、自転車と歩行者、あの狭い歩道

でよーいドンなんです。上は木が覆いかぶさ

っているから、枝も落ちてくるから、やっぱ

り子どもら走るの嫌がるので。 

 道路管理者は、あそこ一般の道路としたら

交通量は少ないんやけど、そもそもうちらの

ときってなかったんよね、あの道って。なか

って、その後、通学路として造られたような

道なので、やはり教育委員会がしっかりチェ

ックしてほしいと思います。 

 福岡県那珂川市で道路関係で去年判決出た

のが、道路、歩道にコケが生えとって、こけ

てけがしたら、下級審、地裁判決とはいえ市

に瑕疵を認めるというのもあったんやけど、

やはりここ危険と教育委員会も認めて、今ま

でも認めてきてたんよ。そやから、ここちゃ

んとやっとかんと、もし事件・事故が起こっ

た場合に市の管理責任を追及されるので、そ

こだけはちゃんと肝に銘じてチェックしてく

ださい。 

 次、体育館の雨漏りに行きますけれども、

私がＰＴＡやっている平成22年にはもう雨漏

りしていました。教育委員会のほうにＰＴＡ

として出向いております。その後、23年２月

頃、当時の教育長、もう松田先生お亡くなり

になったんですけれども、当時の教育長とも

協議をしています。 

 その後、平成30年は、その間に雨漏りがあ

ったんです。雨の卒業式とかもあったので、

これは具合悪いということで、平成30年に入

って何度か教育委員会と協議して、ちょうど

卒業式が雨予報になってきたということで改

めて教育委員会にお願いしたところ、ブルー

シートを張ったといういきさつがあります。
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これが平成30年３月６日です。応急処置はや

ってくれました。 

 その後、ブルーシートが平成30年、コーキ

ングが令和３年、この間で、雨漏りこの間も

しているんですけれども、教育委員会はどん

なことをやってきましたか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）今回調べる中で確

認できましたのは、平成30年頃のブルーシー

トの養生が、記録として初めてアクションを

起こしたということになります。ですので、

議員おただしの平成22年、23年の頃の記録に

ついては確認はできておりません。 

 また、平成30年から令和３年にかけて、体

育館の雨漏りに対する取組みの記録も現状で

は確認できておらず、結果的にその間、雨漏

りの対応ができていなかったということにな

ります。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）体育館の雨漏り、写真、

行けますか。 

 これは体育館の屋根です。これ下、この間

行ったらバケツ三つになっていました。 

 床はこれです。 

 時間ないので、ぱっといきます。 

 この間、台風15号が来て、危機管理室とも

お話ししたら、体育館の雨漏り知らんかった

と。結果的に台風それたし、暑いということ

で違う部屋を用意したということは聞いてい

るんですけれども、こういったところの情報

共有ということもすごい大事やと思います。 

 今、床を見てもらったけれども、床のコー

ティング、体育館についてはさっき修理する

と言うとったけども、床のコーティングも剝

がれとって、歩いとっても抵抗が違うの分か

るんです。これ塗り直しも必要なんやけど、

そういった部分って、これも今年度中にでき

るんですか。いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）現段階の考え方な

んですけども、床の部分はこの間、現場確認

させてもらったところ、まだちょっとささく

れてはいないというところもありまして、今

年に関してはこのままいかせていただきたい

なというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ささくれてないからい

いというのではなくて、実際に体育の授業と

かでも、あれだけ抵抗が違ったら、つまずい

てけがするおそれもあるので、そこはしっか

りとチェックして、できる限りやってほしい。

今現在、子ども通っているんよ。伏原体育館

は修繕しているけれども、優先順位は絶対に

高野口中学校のほうが上なので。そこだけ頼

んでおきます。 

 もう一回、写真いいですか。 

 雨水の関係なんですけれども、これ、げた

箱から入ったところです。これも知っている

方は知ってくれていると思います、場所を見

たら。要はここから漏れていたということで。 

 この管を教育委員会に修繕依頼したんやけ

ど、結局やってくれへんかって学校が修理し

たと。ただ、学校が修理したので、安全上ど

うか分からんという状態です。ここってチェ

ックしてくれてるんかな。もししてないんや

ったら早急にチェックせな、もしいっぱい雨

が降って、外れて生徒に当たってけがでもし

たら、責任の所在が明らかではないとなるん

やけども、この辺いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）学校から連絡があ

ったところにつきましては集約しているんで

すけども、緊急的なこととはいえ学校側に修

繕してもらったという件につきましては、本

来であれば教育委員会が修繕すべきでした。 
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 また、雨水が落ちることで何かあった場合

の責任につきましては、施設管理者の教育委

員会となります。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）だから、チェックしと

いてほしいんよ、学校が修理したところは。

やはり学校は応急処置的でプロでもないので、

何があるか分からんので、チェックしてくだ

さい。 

 これは高野口中学校だけじゃないと思いま

す。紀見北中学校でも言うてました。２年生

の教室、雨漏りしてきて、それ３年前か、連

絡したら、たらいだけくれたと言うて。そう

いう問題じゃないので、そこだけよろしくお

願いいたします。 

 ちょっともう時間ないので、トイレもした

かったんやけど。でも、写真はもう一回行き

ます。写真をお願いします。もう写真を一気

に見せます。 

 これが視聴覚室の光が見えるところ。壁は

こうなっています。ちゃんと雨漏りもしてい

ます。これ雨降った後です。 

 これが職員室の階段下のところ。これが上。

見てください。50ミリぐらいもう落ちていま

す。その横にクラックが入っています。 

 こういうのがあります。壇上でも述べたん

ですけれども、教育委員会からは、３階部分

の崩落は全部落としたというふうに聞いとっ

たんやけど、だから、てっきり私は夏休み中

に工事入るもんやと思うとったんです。学校

のほうに行かせてもらったら、耐力度調査は

やっていましたけれども、ここの部分、修繕

していませんでした。 

 答弁では、現在改修工事の設計中という答

弁やったんやけど、入札は終わっていると考

えていいんかな。やったら、もうすぐできる

と思うんやけど、いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）まだ入札は終わっ

ておりません。といいますか、入札の依頼に

至っていないところです。その理由につきま

しては、今回の改修工事実施にあたり、雨漏

りを止めるために先に屋上の部分の対策を行

っていたということもあるんですけども、今

回は管理棟のはりの部分、先ほど写真を出し

ていただいた部分と体育館への通路の天井部

分を併せて改修したかったんですけども、事

前のアスベストの調査で下地から非飛散性の

アスベストが含まれていることがこのたび判

明しました。そのため、予算の伴う設計に新

たに組み直す必要が生じることになりまして、

これより先に進められていないというところ

で、今、実施に、設計を組み直しているとこ

ろでございます。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）それ最初の答弁に入れ

てくれたらいいのに。アスベストのことなん

やけど、これはもう当時はそれが認められと

ったんで、それについてどうこうは言えやん

やん。例えば、今、認められとるものでも10

年先にはもしかしたら健康に被害があるとか

言われるかもしれへんので、そこについては

何も言わんけれども、やはり崩落そのものが

起こっている点。 

 非飛散性とはいえ、ぽろぽろ落ちてくるこ

とで飛散はするよね。そういうことを考えた

場合に、生徒の安全が一番なので、これはい

つぐらいに補正予算を組んで、いつぐらいに

工事にかかれるんですか。ここ一番大事です。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）議員おただしのと

おり、生徒の安全が一番です。ですので、追

加予算が必要となるために、教育委員会とし

ましては一番近い補正予算への予算要求に努

めたいと考えています。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 
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○８番（田中博晃君）やっぱり生徒の安全と

いうところがほんまに大事なので、できるだ

け一日でも早くやってもらわんことには、こ

の一般質問、今流れているから、またこれで

不安をあおることになる。アスベストのこと

なので、たちまち健康被害がどうかというの

は分かりませんけれども、その辺りもしっか

り含めて、教育委員会は学校に対しても子ど

もたちに対しても情報発信だけはやっていた

だきたいんですけれども、いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）承知しました。耐

力度調査のことにつきましても保護者にお知

らせさせていただいたんですけども、今回の

改修工事につきましても文書でお知らせした

い、学校を通じてお知らせしたいと考えてお

ります。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。いろいろほか聞こうと思ったけど、そ

の言葉が出てきたら、あんまり聞きにくくな

ってきたというか。 

 ただ、私から言えるのは、あの学校という

のは建て増しとかはしてないんよ。下地から

出てきたということは、全ての部分において

アスベストが入っている可能性があるので、

補正予算を組まれるということですけれども、

そのときはそういった部分、もしかしたら全

体に含まれるかもしれない。もちろん使って

いないところとか生徒が立ち入らないところ

まで今すぐ調査しろとか修繕しろという気は

さらさらないです。でも、少なくとも、今、

子どもたちが使っている部分については早急

に対策するよう、これはお願いしておきます。 

 と言うのは、今この瞬間も、通学路もそう

ですけれども、子どもらは危険にさらされて

いると考えられます。過去からの積み残しも

ずっとある中で、結構、過去の答弁も調べて

もらったら分かると思うんやけども、学業に

支障が出る場合はできるだけ早く対応します

ということを言ってくれていました。でも、

実際、いざ行ってみたら、もうちょっと待っ

てほしいとかというのがずっと続いてきた。

それは私がもっともっと突っ込んでいってや

らせるべきやったんかなというのは今すごい

反省しています。ちょっと甘かったんかなと

いうのは正直思っています。 

 ただ、もうそこまで出たのであれば、今、

耐力度調査もやっていますけれども、まず大

事なのは今通っている子どもたちが安心して

学校に通えること、ほいで、保護者たちが安

心して学校にやれること、先生方が余計な心

配をせずに授業に専念できることが一番大切

なんです。 

 そういったことで考えた場合に、今の状態

が学びの保障というのを担保しているのかと

いうのが私は正直分かりません。担保してい

ないと思っています。高野口中学校が置き去

りになっている、そう見えてしまいます。 

 教育長、この辺いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）先ほどから、これま

での経過についてただされたことに対して、

取り組んできたことについて、部長のほうか

ら答弁させてもらいました。それが十分だっ

たかというと、この結果を見たときに十分で

ないと言わざるを得ません。 

 けれども、私としては校長もした経験もあ

るところから、学校で預かっている子どもの

命を守ることというのは、当然、学力をつけ

ていく、子どもを賢くしていくということは

大事なことなんですけれども、それ以上にや

っぱり第一に置かないといけないことだと思

っております。 

 私が就任してからも、できていない部分も

先ほど来から指摘されているところがありま
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す。そこのところについてはできる範囲の中

でやってきているんですけれども、結果とし

て十分でなかったというところは思っている

ところです。 

 今後、大きな意味での高野口中学を考えて

いくかということと併せて、先ほど来指摘し

ていただいている、目の前の子どもたちの学

力をつけるための学びやとしてのていをきち

っと整えていくということからしたら、そこ

のところにはしっかり取り組んでいかないと

いけないと、そんなふうに認識しております。 

 今後とも、学校としっかりその辺りは詰め

つつ取り組んでいきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ほんまに分けて考えて

もらわんと。分かるんですよ、耐力度調査の

ことも。むっちゃ理解できます。そやけれど

も、まずは今、子どもらが通っている学校で

ある、今も授業を受けているということだけ

は理解した上で、これはもうお願い、私らは

お願いするしかないんですけれども、ただ、

今まで以上にチェックもさせてもらいます。 

 最後にもう一個だけ、これはもう教育部長

の答弁でいいんやけど、今まで答弁もらって

いたら、記録がないとか見つけられないとい

うのがあるんやけれども、やっぱり私も議員

になる前からＰＴＡでずっとやってきました。

高野口小学校の耐震のときも、当時は会長と

違ったんですけれども、当時の市長、当時の

教育長にお会いして、プレハブこれだけ建て

てほしいと。市の方針と全然違う、これだけ

やったら最低限の子どもらの引っ越しでいけ

るんやということを訴えてきて、そのときは

すごい伝わっていたと思うんです。 

 ただ、先ほど来の話を聞いてたら、どこか

で止まっている。もしかしたら記録あるんか

もしれへんけれども埋まっているというのが

現状です。去年の天井崩落のときもそうやっ

たやん。学校から教育委員会に伝えているの

に伝わってなかった。当時の、今、部長です

けど、当時、課長は知らなかったというのも

ありましたやんか。 

 だから、私が言いたいのは、そう言って、

各学校からでも、もしかしたらＰＴＡかもし

れへんけれども、そういう連絡があった場合

はきっちりと情報共有をして、必要であれば

予算要求をして、もっと言えば、極論もう市

長に頼み込んで専決でもいい、早うやってく

れよというその音頭を取るのは、学校につい

ては教育委員会しかできないんです。そこだ

け決意を聞かせてもらえませんか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）そういう意識を持

たせていただきたいと思います。問題点や過

去の積み残しは整理させていただいて、子ど

もたち、生徒の身の危険に関する緊急度の高

いところは、必要な部分については対応して

いきたいと考えています。 

 先ほど、体育館ですみません、私、ささく

れは立っていないというのは、そんな言い方

をしたんですけども、本年度は予定に入って

なくても、令和７年度以降の予算につきまし

てもここは検討していきます。 

 今後は対応できることとできないこともは

っきりさせて、教育委員会として動きたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君の一般質

問は終わりました。 

 この際、２時10分まで休憩いたします。 

（午後１時55分 休憩） 

                     

（午後２時10分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 
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 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番11、９番 堀内君。 

〔９番（堀内和久君）登壇〕 

○９番（堀内和久君）皆さん、こんにちは。 

 雷かな。嵐を呼ぶ男で。ちょうど、はたご

んぼ水やりせんでええなと思いながら。あり

がとうございます。 

 上下水道部長におかれましては、あんまり

一般質問で絡みがないので、何とかほじくっ

て、ずっとやりたいことがあったので、今回

お忙しい中お時間を割いていただき、ありが

とうございました。 

 皆さんは一般質問というのはどうやって考

えるんかなといつも思うんです、僕はこの部

のこの課はちょっと違うよねとか、自分の４

年に１回の選挙とか見直しのときに、今度は

こんなことを提案したいな、あんなことした

いなとか、これを軸にやるんです。 

 あと、別に考えると、やっぱりそのときの

旬ですか。だから、旬というたら大変失礼な

んですけども、何か教育委員会に質問が偏っ

ている。やっぱりこの部のこの課はちょっと

我々と違うんよねというのがある。 

 民意で選ばれとる我々の意見というのは、

検討しますとかいろいろ考えていただいとる

と思うんですけど、検討しますとかいうとこ

ろがどうなっているのかというのは、やっぱ

り過去の答弁とか過去の話を検証していく、

これが一番大事だと市民から言われるんです。

ほな、あれがどうなっとったかということを

ちゃんと確認できてないから。 

 今、教育部長は何も悪くないんです。かば

っとるわけでも何でもなく。これは人事、退

職者が出たら新しい人が入る。次の部長が上

がってくる。当然、能力の高い人が、市長が

選んでそこに来るわけです。職員の人事は議

会の議決の及ぶところではございません。 

 だから頑張っていただいとるんで、過去の

責任に対しても仕方なく乗せる。ほな過去こ

の人がやらかしたことも謝らなあかん。これ

はやっぱり正義やと思います。誰が悪いわけ

でもない。ただ、現場が困っとるということ

を、何でもっと早うに手打ってなかったんよ

とかそういう話が来るので、そこに旬が集ま

るんやと思います。けっしてその部長が悪い

わけではないと思います。 

 決してかばっとるわけでも何でもないんで

す。これが常識で仕方のないことやと思いま

す。だから、その職員に対しては日頃の汗の

量、汗の質というのは本物であると僕はいつ

も尊敬します。 

 ただ、やってきたことの山積したことへの

責務というのは、やっぱりちゃんと潔くやっ

ていただきたいというのは思います。我々議

員も間違った判断するときもある。議決にお

いても違ったときがあったのかもしれない。

過去の議決があったから予算が執行されてき

とるわけですから、我々の過去の先人たち、

私４期ですけど、私も誤った判断したのかも

しれないとか、賛成したことへの責任という

のを改めて持たないかんなというのは、同僚

議員の一般質問を聞いて、改めて思いました。

また今後ともご指導のほどよろしくお願いし

ます。 

 今回は三つでございます。 

 サマーボール2024について、ナンバー２。 

 令和６年度、橋本市が実行委員会主体とな

りサマーボールを開催されました。通告した

ときはされてなかったので、文章に違いがあ

ったらお許しいただきたいです。ご尽力いた

だいた担当課と実行委員会のメンバー、ボラ

ンティアに参加された方に感謝申し上げます。 

 担当部長に聞きたいことは、現在の感想と、

もしあるのであれば反省点、今後についてを

お伺いいたします。 

 二つ目、本市の下水道の状況と浄化槽維持
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管理について。 

 本市の排水処理のほとんどは、下水道接続

と単独・合併浄化槽がほとんどであります。

一部、農業集落排水もあると思いますが。下

水道の老朽化が課題大で、今後の対応策を伺

います。 

 また、下水道接続以外での合併浄化槽を推

進しているエリア、進捗状況と現在の設置の

単独・合併浄化槽の点検、清掃はきちんとさ

れているのかの把握はどうなっているのかを

お聞かせください。 

 三つ目、義務教育現場、学校の先生とその

他職員になるんですけど、義務教育現場の職

員の負担軽減について。 

 いつも言わせていただいていますが、教育

委員会のオーバーワークを感じる中で、抜本

的改革がもう特に示されないように私は思っ

ています。幾つかの提案をしてきたので、こ

れ以上申し上げることはもうありませんし、

教育委員会としての負担軽減策で、時間外等

も目標設定値を必ず下回ってくれるという私

は願いを持っております。 

 今回伺うのは、学校現場職員、今は何かと

忙しい中で、子どもたちや地域に一番近い

方々、負担軽減策はありますでしょうか。 

 壇上より以上でございます。明確な答弁よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君の質問項

目１、サマーボール2024に対する答弁を求め

ます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（三浦康広君）登壇〕 

○経済推進部長（三浦康広君）サマーボール

2024についてお答えします。 

 本年度、実行委員長が本市副市長、事務局

を市役所シティプロモーション課が担い実施

した紀の川橋本サマーボールですが、多くの

方に支えられながら、大きな事故もなく無事

に終えることができました。 

 紀の川橋本サマーボールを開催するにあた

り募集した協賛金は８月末時点で、市民協賛

金、企業協賛金合わせて1,011万779円となり、

昨年より多くの支援を得ることができました。 

 また、会場内において出店者を募集したと

ころ、キッチンカー26台を含む124ブースの応

募があり、ステージイベントへの出演者の募

集においても17組の応募があるなど、いずれ

も昨年より応募数が増加し、改めて紀の川橋

本サマーボールが多くの方に愛されているイ

ベントであると認識したところです。 

 今回開催しました紀の川橋本サマーボール

の反省点としては、今年も多数の方にお越し

いただいたことで、去年よりトイレの数を倍

に増やすなどの対応をしたにもかかわらず、

混雑があり、来場者にご不便をおかけしまし

た。今後、調査研究し、改良の余地があると

感じました。 

 その他にも反省点があると思われますので、

改めて紀の川橋本サマーボール実行委員会を

開催し、各委員の意見を聴取するなど、改善

すべき点は速やかに改善したいと思います。 

 また、来年度以降の開催につきましては現

在のところ未定ですが、令和７年度予算編成

までに、市民の皆さまの意向を踏まえ、実行

委員会において協議したいと思いますので、

ご理解のほどよろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君、再質問

ありますか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）嵐の中の質問って初め

てなので、ちょっと集中できないんですけど

も、まずはご答弁ありがとうございました。

ほんで、お疲れさまでした。 

 通告したときは、どないなるんやろうとか、

教育委員会以上に集中的なオーバーワークと

いうか、サマーボールなので集中的なオーバ
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ーワークになるのは分かって、みんな、担当

課、担当課長も馬力ある方なので、いけるや

ろうと思っとるんですけども、それに対して

の係長、補佐などの汗というのは美しかった

と思います。 

 強いて言えば、6.5万人ですか、形も変わっ

て、前任のみらい橋本会からの広報、ＰＲと

いうのが引き続き効果があったんだなという、

それはやっぱりすごいことやなと。 

 聞きたいこと、細かいことは実際、本当の

ことを言うとあるんですけど、無事開催され

て、あんまり三浦部長に嫌われるのも嫌やし、

さらっといきたいなと思うので、壇上でほと

んど答弁いただいたと思うんですけども、も

う一つ踏み込んで何か、部長としての全体を

見た上での感想とかがあるのであれば、何点

かお聞かせください。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。 

 終わったのが３日前ということで、詳細の

把握というのは実際まだできていないのが現

状でございます。ただ、イベントにつきまし

ては、まず大事なのはやっぱり来場者とか出

店者とか、それから出場者というんですか、

そういう方がけがなしに無事に帰っていただ

くというのがまずは大事かなということだと

思っております。 

 そういう点におきましては、天候とか気温

も味方していただいたというか、よかったお

かげで、そういう方にはけがも、少しは熱中

症の疑いもあったんですが、大きなけがとか

救急搬送とかというのがなかったことを考え

ますと、大成功やったかなというふうに考え

ております。 

 ただ、課題もありまして、先ほど言うたト

イレの行列問題に加えまして、周辺の違法駐

車というんですか、やっぱりかなりの方が見

に来られたので、そういう違法駐車問題とか、

あと周辺駐車場の問題なんかも挙げられます。 

 これからいろいろ整理しまして、課題を洗

い出しまして、今後に生かしたいというふう

には考えております。 

 以上でございます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 問いたいことはもう一つだけです。協賛金。

市民協賛金、企業協賛金、これが前年度より

下回らなかった。これはいろいろ、いろいろ

いろいろありました。附帯決議からプロポー

ザルして、誰もしてくれる人おれへんという

中で、よくぞ頑張ってくれた。これは副市長、

実行委員長の尽力かなと思います。右肩下が

らなかった、協賛金は。いろんなところへ頭

下げに行ってくれたと聞いていますし、すば

らしいと思います。 

 あとは余計なお世話なので、実行委員会形

式で、補助金とか寄附のお金なのでこの場で

聞いていいのか分からないんですけど、もし

お答えできるのであれば、トイレを来年増や

さなあかん、専門的なトイレ、障がい者トイ

レ、ちょっとショボかったかなと思うんです。 

 あと、花火代などの価格高騰、要は補正予

算を打たんと望んだ。お金のこと聞いていい

のか分からんのやけども、足りたんかなとい

う余計なお世話の心配です。お答えできれば

してください。駄目なら駄目と言ってくださ

い。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。 

 予算というのは、基本的に市から出ている

1,300万円の予算と実行委員会全体の予算、だ

いたい2,800万円ぐらいの事業規模になるか

なというのは、これから詳細、最後を計算し

ていくんですが、それぐらいになるかと考え
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ておるんですけども、物価高騰によっていろ

いろ人件費、警備員の人件費の増加ですとか、

あとトイレを増やしたことによる増加経費と

かございましたけども、協賛金等の増額、増

加などもございました。花火代も実際上がっ

とるというのは実際あったんですけども、今、

予定としましては、少し繰越金を出しながら

決算を打てるかなというような状況にはなっ

ております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。

いい数字が出てくることを祈っております。 

 橋本市のほんまに一番のイベント、昨年以

上の協賛金、参加者も増えて、次はという言

葉は私の独り言ですけど、橋本市市制20周年

とかその辺にあたるのかな。また来年は公募

するのかとか、紀の川祭りの場所であったり

とか、いろんなこと課題あると思うんですけ

ど、終わりよければ全てよし。あの花火を見

ている人が民意であると僕は勝手に思っとる

んで、ほんまにいろいろ細かいこと、言いた

いことはいっぱいあるけども、皆が喜んで、

あの花火でけがなく無事に成功できたという

ことで感謝申し上げて、私らしくないんです

が、もうこの辺で一つ目を終わります。あり

がとうございます。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、本

市の下水道の状況と浄化槽維持管理に対する

答弁を求めます。 

 上下水道部長。 

〔上下水道部長（堤  健君）登壇〕 

○上下水道部長（堤  健君）本市の下水道

の状況と浄化槽維持管理についてお答えしま

す。 

 本市では持続可能な汚水処理事業の推進を

目的として、令和５年４月に公共下水道計画

区域の縮小を行い、合併処理浄化槽区域を拡

大したところです。 

 本市の下水道の状況ですが、令和６年３月

末時点での住民基本台帳人口が５万9,178人

に対し、公共下水道への接続人口が３万3,387

人で約56％、農業集落排水処理施設への接続

人口が1,096人で約２％、単独・合併処理浄化

槽及びくみ取り便槽の人口が２万4,695人で

約42％となっています。 

 本市が管理する下水道管の総延長は約260

キロメートルあり、その耐用年数は一般的に

50年とされています。現時点で50年を経過し

た下水道管はありませんが、10年後には全体

の約10％、20年後には約33％となり、今後急

速に老朽化が進行する見込みです。 

 老朽化への対応策として、下水道施設の点

検・調査を行い、必要に応じて修繕・改築を

行っています。今後も長期的な視点で下水道

施設全体の老朽化を予測し、修繕・改築を進

める計画となっています。 

 次に、下水道接続以外での合併処理浄化槽

を推進しているエリアの状況については、転

換に係る便槽撤去や配管工事費用の補助金を

拡充するなど、国や県の補助金を活用し、合

併処理浄化槽の推進に取り組んでいます。 

 また、令和６年度からは合併処理浄化槽へ

のさらなる転換促進を図るため、エリアを選

定し、戸別訪問による啓発を実施しています。 

 最後に、現状設置されている単独・合併処

理浄化槽の点検清掃実施の把握については、

橋本市の浄化槽清掃業許可業者より毎月の実

施報告を受け、浄化槽台帳への登録を行うこ

とにより、清掃記録について把握しています。 

 また、保守点検及び法定点検の記録につい

ては、直接的に市で把握していませんが、オ

ンラインシステムの浄化槽台帳で和歌山県及

び水質保全センターと情報共有しています。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君、再質問

ありますか。 
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 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）分かりやすい答弁あり

がとうございます。目的が同じであろうと思

うので、提案型の一般質問になろうかと思い

ます。もめることはありません。否定するこ

ともありません。 

 先に、下水道に関し二つ聞きます。 

 公共下水道供用区域内にありながら、下水

道の区域、目の前に下水道の本管が来ている

のに浄化槽が入っているところの意味なんで

すけど、この辺の接続していないところへの

措置というか啓発、いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤  健君）もう議員もご

存じだと思いますけども、公共下水道の供用

が開始された場合におきましては、浄化槽は

遅滞なく、くみ取り便槽は３年以内に公共下

水道に接続しなければならないと、下水道法

及び下水道条例なんかでそういうふうに記載

されておりますが、ただ、個人の財産である

宅内改造に費用がかさむこともあって、思っ

たように接続が進んでいないのが現状であり

ます。 

 かといって、市のほうで何もしないという

わけにもいきませんので、様々な啓発を進め

てきました。今年度は供用開始区域内で特に

接続率の低い区域というのを抽出しまして、

戸別訪問による啓発を実施する予定でありま

す。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 下水から浄化槽のほうに質問が変わってい

くんですけど、いつも議論されている下水道

使用料、下水道料金のメーターはありません。

単純に言うと、水道料金掛けることの0.8掛け

程度が下水道料金になります。したがいまし

て、車を洗ったり花に水をあげたり、これ全

部カウントされるんですよね、下水道料金に。

これはこれで一定の基準でいいんですけども、

浄化槽の場合は管理者というのが水をその辺

にまいても、浄化槽の分というのは変わらへ

んです。だから、この辺の分というのが、何

というんかな、平等性とか不公平な感じを感

じてしまうんですけど、その辺について当局

の見解はいかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤  健君）今おただしの

ように、下水道なんかでは、よく言われます

のが、庭にまく水は下水道に流れへんのに、

何で水道メーターでというようなお叱りを受

けるときもありますけども、おただしのよう

に、まずは水道使用料で下水道使用料もカウ

ントさせていただいています。 

 そして、一方で、浄化槽はそういうことで

はありません。１年に１回の清掃を義務づけ

られていますので、確かにその清掃を怠ると、

その料金が発生しないので、その不公平感と

いうのは否めんところであります。 

 我々としてはそうならんように、浄化槽清

掃業許可業者と連携を図りながら浄化槽清掃

に関する情報収集を行って、浄化槽法に定め

られている年１回のいわゆる清掃義務を徹底

するように、戸別に回らせていただいて啓発

させていただいておるというような状況でご

ざいます。 

 それと、一方で、使用する見込みのない浄

化槽については休止届の提出を求めていると

ころでございます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）今まで下水道が５万

9,178人に対しての割合なので、私がこれから

聞きたいのは残りの農業集落排水を除いた約

42％となっとる合併・単独浄化槽、くみ取り

に関しての質問になります。 

 当然この42％内の100％をめざしていただ

くということで問うていくんですけど、ちょ
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っと言葉は悪いんですけど、長期間にわたっ

て浄化槽の清掃が実施されていない浄化槽管

理者に対して、市はどのように指導するのか、

お願いします。 

○議長（森下伸吾君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤  健君）そういう長期

にわたって清掃をしていないというところに

関しましては、浄化槽の清掃許可業者からの

情報提供を基に、市のほうから足しげく通わ

せていただきまして、清掃してくださいとい

うような啓発を常々実施しております。 

 過去には文書で啓発したり、それではなか

なか効果が上がらんので、最近では戸別訪問

による指導を行っております。何回言っても

清掃していただけない方にも、粘り強く何回

も足を運んで対面で啓発することによって、

結果的に清掃の実施には至っておるんですけ

ども、それが全てというわけにはいけてない

というのが現状でございます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 粘り強くは大事なことなんですけど、指導

を行っても従わない、悪質と言うとあれなん

ですけども、そういう方、管理者への対応に

ついてはいかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤  健君）本市ではした

ことはないんですけども、全国的にはいわゆ

る改善措置命令というのも出すケースがない

ことはないんですけども、非常にまれでござ

います。 

 あと、うちのほうで清掃していないという

情報が分かった時点で現地に赴いて、行って

説得させていただきますと、結果的には清掃

していただけているという状況がありますの

で、今のところは、そういう命令措置という

のはあるんですけども、そこまでは至ってい

ないというのが現状でございます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）そこまで詰めていただ

いとるんやったら、きちんと100％に近づくで

あろうと感じます。本市ではないにしても、

罰則規定というのは法律がありますので、使

わずじまいの刀であればいいんですけども、

抜かなあかんときもあるかも分からへんとい

う本気度を、部長やったらやってくれるやろ

うと思うので、誰かが一発食らわしたらとい

うふうな話になろうかと思います。やっぱり

これ法律で年１回義務づけられとるので。 

 片や反対のことを聞きます。高齢者とか独

居老人とか、浄化槽は入っとんやけど実際何

回も水栓流してないよというのが、これ下水

道やったら使った分でうまいこと数字になる

んですけど、浄化槽の場合は、矛盾したこと

聞くんですけど、この辺というのは緩和とか

はあるのかないのか、端的にお願いします。 

○議長（森下伸吾君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤  健君）もうおっしゃ

るとおり、下水道でしたら、ほんま使うた量

でやれるんですけども、ですので、高齢者用

の料金設定なんかというのを、基本料金の設

定なんかもしておるんですけども、一方でこ

の浄化槽というのはそれができやんような状

況であります。上位法である浄化槽法で定め

られているところでありますし、うちのほう

で緩和の条例というのをすることはできませ

んので、これでせざるを得んのかなというふ

うに考えております。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）私自身も勉強不足ある

ので、無理を承知の上で聞いとるんで、また

検討、自分の中で検討していきたいので、ま

たいろいろ、共に模索していただきたいと思

います。 

 一番聞きたいところなんですけども、浄化

槽台帳の現状と今後の整備について、この辺
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はいかがですか。 

○議長（森下伸吾君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤  健君）先ほども答弁

で申し上げましたけども、現在は市町村連携

浄化槽台帳システムというのを浄化槽台帳と

して利用しております。ただ、このシステム

の中には一部問題も抱えておりまして、現状

は休止状態なのに届出されておらず、システ

ム上は稼働状態となっているものがあったり

しておりますので、これをいかに正すのかと

いうのは、うちの今の課題ではあります。 

 今後、いわゆる県なんかと、県や浄化槽清

掃許可業者と連携を図りつつ、台帳の修正を

する必要があるというふうに認識しておりま

す。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 ここからちょっと僕、個人的なことを聞き

たいんですけども、歴史的な、昔からの話な

んですけど、下水道が接続されてきた。ちょ

っと方向転換してきたのであれなんですけど、

下水道が接続してきたら、言うたら、くみ取

りの仕事が減る。この辺というのは何かの条

例か約束事でうたわれておると思うんですけ

ど、その分やっぱり何か補わなあかんとか、

そういう話というのは、前の上下水道部長、

その前の上下水道部長、その辺と議論した記

憶があるんですけど、そういう点については

いかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤  健君）ちょっと法令

のあれが長かったので、しっかり覚えていな

いですけども、いわゆる合特法と言われると

ころでございまして、下水道が整備されます

と、いわゆるくみ取りの業を一部圧迫すると

ころがございますので、その仕事量が減らな

いような形で、市のほうから、いわゆるそれ

に見合ったような仕事を与えていくというよ

うな形になってございます。 

 ただ、基本的に合特の文書なんかでまけて

いるわけではございませんので、それに沿っ

た形の仕事を、下水道を中心として仕事を発

注している状況でございます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）あとはお互いの決算の

整合性なので、そこら辺がウィン・ウィンに

なれば僕はいいと思いますので、その辺はき

っちり、民業圧迫にならないようによろしく

お願いします。 

 あと二つだけ聞きたいんですけど、これ個

人的なんですけど、誰かがお亡くなりになっ

て相続しますよね。家は誰々に、息子に替わ

る、でも、浄化槽の名義を変えるのは意外と

忘れとるんですよね。この辺はいかがですか。

把握できているんですか。 

○議長（森下伸吾君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤  健君）お亡くなりに

なりましたら、遺族の方が多分、市民課で死

亡届の手続きなんかを行うと思うんですけど

も、その際、ご遺族のための手続きガイドブ

ックというのがございますので、その中に浄

化槽の管理者変更の手続きが必要であるとい

うことを記載しております。それを見たお客

さんが下水道の窓口によく来られていますの

で、手続きがなされているのかなというふう

に認識しております。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ここが唯一、上下水道

部に隙間があるとしたら、ここだけやと思う

んです。だから、ここをやっぱり、書いてあ

るはずなのでじゃなくて、もうちょっと周知

というか、やっぱり実際は、家の持ち主は替

わっとるけど浄化槽の持ち主は替わってない

というパターンは幾つかあったと思うんです。 

 ここを詰めたい。詰めたら42％分の100％に

近づく。ここはやっぱり、堤部長は完璧主義
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者だと思うので、その辺はやっていただきた

いと思うんです。めざしていただきたいと思

うんです。100％をめざさんと99.9％まで行き

ませんから、その辺。 

 最後、ちょっとこれ、厳しいことなんです

けど、飲食店とか事務所とか、この辺の浄化

槽というのは、浄化槽を清掃していないとい

うのはあってはならんことやと思うんです。

この辺についての、民間の個人宅の把握じゃ

なくて、営業所とか飲食店とかその辺、下水

道につながれてないところがあると思うんだ

けど、その点についてはいかがですか。 

○議長（森下伸吾君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤  健君）質問、今、二

点あったと思いますけれども、一点目が、い

わゆる浄化槽の管理台帳の名義の点にあった

と思いますけども、今、台帳上１万2,000件ぐ

らいありますので、しらみ潰しに潰していく

と相当数、時間かかると思うんですけども、

担当課としても一部その点は頑張っていきた

いというふうに申し上げておりますので、私

も含め頑張っていきたいというふうに思いま

す。 

 それと、飲食店のお話があったと思うんで

すけども、飲食店のほうにも同様に情報を頂

いて、我々のほうから１年で清掃なされてい

ないところに関しましては啓発に行っており

ます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）こんな円滑に行ったこ

とないので、何か終わり方が分からないんで

すけども、100％めざしてやれそうな気がしま

すので、ずっと見ておきます。令和８年ぐら

いには「95％ぐらいになりました」と、多分、

下道水課長辺りが言うてくるのを待っておき

ます。 

 ありがとうございました。二つ目を終わり

ます。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目３、義

務教育現場職員の負担軽減に対する答弁を求

めます。 

 教育長。 

〔教育長（今田 実君）登壇〕 

○教育長（今田 実君）義務教育現場職員の

負担軽減についてお答えします。 

 議員おただしのとおり、教職員は多忙な

日々を送っています。教職員の負担軽減のた

めに教育委員会がこれまで取り組んできたこ

とは、これまで学校が担ってきた業務の外部

移行や教職員を補助する人材配置、夏季休業

期間中の学校閉庁日の設定等がありましたが、

このほかの取組みとして、これまで第３期教

育大綱に基づく学校行事の見直しや年間計画

の立案をするよう各校長に指示し、業務の明

確化やスリム化を図ってきました。また、定

期的に開催している教頭会で各校の働き方に

ついて情報共有し、負担軽減に努めています。 

 しかしながら、教職員の業務量はまだまだ

多く、教材研究や授業準備の時間を確保する

ために、各学校で独自の工夫で職員の負担軽

減に取り組んでいます。 

 また、本年度から各小・中学校に出退勤シ

ステムを本格的に導入し、校長が教職員の健

康管理や勤務実態を把握し、管理しています。 

 さらに、本年度から小学校に指導者用デジ

タル教科書を整備しています。教員は自作の

教材を作成する手間の一部を省くことができ、

負担軽減につながっているとともに、効果的

な授業づくりにも役立っています。 

 今後はＩＣＴ活用による事務負担をさらに

軽減できるシステムを構築し、教職員のスキ

ルアップにつながる時間を確保できるように

取り組んでまいります。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君、再質問

ありますか。 

 ９番 堀内君。 
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○９番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 ほとんどすり合わせしてないので、ぶっつ

け本番のほうが公平でいいかなと思ったんで

すけど、なかなか僕の頭では追いつかないな

と思いながら、不細工な質問をしますけど、

お許しいただきたいと思います。 

 今回この質問したとき、たまたま同僚議員、

同じ会派の３番議員がたまたま新聞を持って

いて、読売新聞やったと思うんです。義務教

育現場の時間外と労働時間についてという結

構大きな記事だったんです。県職で県からお

給料もろとる方々なんで、橋本市の教育長が

答弁するところではないと思うんですけど、

この記事に関して、もし見てあるんであれば、

何か感じることございますでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）私が見た記事が、今、

議員おっしゃられている記事かどうか分かり

ませんが、こういった記事についてはかなり

多くのところから発出されております。それ

ぞれの学校において、私もその現場でおると

きそうだったんですけれども、学校でできる

ことをやっぱり精査していくということをか

なり取り組んでくれてはおるんですけれども、

なかなか学校だけでは、例えば授業準備に充

てる時間とかというのを生み出すことが難し

いという、そういう、絶対時間というのを確

保していくということの難しさというのをや

はりどこのところも同じように感じているん

だなと、そんなふうに思います。 

 今、国では教員の超過勤務分、今４％です

けれども、それを上げるという動きがありま

すが、果たしてそれが教員たちが求めている

ものかという辺りも含めて、私自身もやっぱ

り考えさせられるところがあると、そんな認

識しています。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。

今議会、文教厚生建設委員会で請願も似たよ

うなのを見ております。今、だから社会情勢

がそこに、遅いんですけど、向いとるんです

ね。学校現場の先生のオーバーワークという

のが、もうずっとブラック企業やって10年ぐ

らい前から言われとって、結局、決めるのは

国ですから、でも、地方はほんなら何してん

のよという話ですよね。 

 例えば橋本市に置き換えると、教育長はや

っぱり学校の先生のトップに立たれる方、校

長先生の上に立たれる方ということで、こう

いうふうにいろいろ感じていただいているこ

とをやっていただいていることには敬意と期

待を思っているんですけども、やはり現実と

いうのはなかなか向いていない。 

 何年前に質問しても、「取り組んでまいりま

す」。いい答弁です。「取り組んでまいります」

「検討します」、いい方向に答弁してくれとっ

て、そのときはありがたいなと思うんですけ

ど、２期目ですよね。コロナがあったとはい

え、２期目ですよね。準備する時間もあった

し、考える時間もあったし、やっぱり校長先

生から、もし今日、教育長に指名されて教育

長になったら、今田さんという方はこういう

ふうにしていきたいんだというビジョンをた

しか持っとったと思うんですよね。 

 だから、さっきの答弁で、「スキルアップに

取り組みます」と言うたら、ええように聞こ

えるんですけど、３年半たっているんですよ

ね。建て替えと一緒で、今からやっても無理

なんですよね。一定期間、計画して、図面引

いて、設計予算組んで、ほんで工程表組んで、

５年、６年ってかかるんですよね。 

 人の変革もそうですわ。１年生入ったら６

年生になって出ていく６か年計画というのが

一つの軸であって、やっぱり教育長が替わっ

たさかいって、いきなり１年目からできるこ

とないんですよね。ということは、３年半何
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してたんよと言わざるを得ない。でも、私は

教育の素人なので、そんな失礼なことは申し

ません。僕は淡々と質問していくだけなので。 

 今日は総合政策部長から仕事始め式という

ワードが出たので、急遽、再質問に入れたん

ですけども、仕事始め式で市長よりお言葉を

頂いて、たしか僕の記憶やったら、今年は校

長先生に現場の働き方を考えよと。ほんで答

えを持ってこいと言うたと記憶しとるんです。 

 それについて、教育長として市のトップの

新年のあいさつで言うた命令というかお願い

というか、働き方のことを心配してくれと言

うてくれとる、それに対しての校長会、校長

先生方からの答えというのはちゃんともろう

て返しとるんですか。あれから、９月なので

９か月たちます。いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）市長のほうに返して

いるかというたら、まだ返せてはおりません。

けれども、今、学校がどの程度の超過勤務を

しているかというようなことも把握しつつ、

学校で今取り組んでいることを情報共有する

中で、自分自身が今、本当に学校と共に取り

組まなあかんことは何かという辺りは整理で

きているかなと、そんなふうに思っておりま

す。 

 これは教育委員会がこうしましょうと言う

たからといって、なかなかできる部分でもあ

りませんので、その辺りは校長ともしっかり

協議の場を持って、このテーマでちょっと取

り組んでみませんかということは、幾つか提

案することをもって既に提案しているものも

あります。 

 それをもって今年度どれぐらい改善してい

こうと、できたかという辺りで返事を返して

いくことができたらと、そんなふうに思って

おります。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）言うとる答弁はきれい

なんですけど、もう９月議会ですよ。あれた

しか１月の３、４、５日ぐらいでしょう。宿

題って、宿題やと思ったらちょっと違うんか

なと思うんですけど、いいでしょう。 

 話を変えますけども、教育の現場職員のオ

ーバーワークの話なんですけども、本市教育

委員会のオーバーワークの指摘から、今年度、

技術職２名が入りました。効果というのは感

じておりますでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）これはすごく感じて

おります。担当しておりました職員からも、

２名の技術職員が来てくれたことによって精

神的な負担というのがものすごく下がったと。

それと、自分が事務することに集中できるよ

うになったと。このことは一番はじめに職員

から聞いた言葉です。 

 私たちもいろいろなことを進めていく上で、

裏づけというのをどう取るかという辺りがや

っぱり、専門的な知識を持っている職員がお

ることによって、その辺りうまく、素早く協

議ができていく。その辺りも全然、私も感じ

ますし、担当している職員もそのことは感じ

てくれているのかなと、そんなふうに思って

おります。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 効果ありなのであれば、令和６年度、今か

ら１年後の決算委員会で、人件費、オーバー

ワークというのは間違いなく改革できている

であろうと思いますので、１年後にまた問い

たいと思います。 

 学校現場の話に戻ります。 

 本丸的な議論なんですけど、教育大綱とい

うのが基本にあります。よく言葉に出ます。

教育大綱の指針というか、進捗状況と言うた

らいいのか、ちょっと大きな話になるので、
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的を射たことを聞きたいんですけど、それは

話、多分、答弁の時間が長くなるのでやめて

おきます。 

 教育大綱の方針の進捗状況というのを聞き

たいついでに次の質問になるんですけど、Ｇ

ＩＧＡスクール構想という言葉はかなり上位

に出ると思います。この辺だけの進捗状況を

お教え願えますでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）進捗状況ということ

でいいますと幾つかの視点があろうかと思い

ますが、まず、子どもたちに指導するにあた

って、どの程度使っているかということにつ

いては、推進計画というのをつくっておりま

すので、それに基づいて目標年度にどこまで

ということを目標にしながら進めてきており

ます。一定の目標を達成しているのかなと、

そんなふうに思います。ほんで子どもたちの

使っている様子を見ても、かなり使い込むこ

とができているのかなと思います。 

 ただ、まだ指導の在り方についてはまだま

だ改善していく余地があると思いますので、

ここはどんなものを今後入れていくと先生方

が使いやすいかという辺りは、しっかり一緒

に協議しながら進めていくことができたらと、

そんなふうに思います。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 次に、若手教員の育成について割と熱い思

いを持っておられたと思うんですけども、あ

れから１期と９か月、１期と半年ぐらいかな、

それについてはどのように伸びているか、ど

のように若手の教員を育てるために尽力して

いるか、その点お伺いいたします。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）教職員の資質向上に

つきましては幾つか取組みがあるんですけれ

ども、まず、直接的な教育委員会からの研修

の場を持って取り組む取組み、それと、定期

的に各学校を訪問した上で、授業を見せてい

ただいて協議を行い、そして、どうしていく

んだという辺りの細かいところを取り組む取

組み、これは主に指導主事が担当するわけな

んですけれども、あと一つは、学校の中でＯ

ＪＴ、本当に日々の授業の中から、近くにお

る先生が若い先生方にいろいろ取り組んでい

く取組みなどがあります。 

 このことによって、橋本市がめざしている

今、授業の在り方というのを話をしています

ので、そのことについて本当にしっかり実践

できている先生の報告を指導主事からも聞き

ますし、私も時々、学校を訪問して授業を見

せてもらう中で、そういった、これからめざ

すべき授業というのを意識した授業が展開で

きている若い先生方が出てきているなという

のを感じておるところです。 

 けれども、これはやり過ぎてやり過ぎるこ

とはないので、しっかり今後も取り組んでい

きたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）今、答弁にあった指導

主事という、学校教育課のことを言うと思う

んですけど、この方たちの本来の仕事って何

ですか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）学校の教育課程を実

施するにあたって、専門的な立場から具体的

な指導を行っていくのが指導主事の本来の仕

事であると思います。 

 ただし、教育委員会の内部では事務の仕事

もしていかなくてはなりません。担当してい

る事業を進めていくための事務というのもあ

ります。そういったことも含めて、指導主事

は幅広く仕事をしてもらっていると、そんな

ふうに思っております。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 
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○９番（堀内和久君）能力の高い職員たちや

から、学校現場も知りつつ教育現場も知りつ

つ、いずれは教頭、校長に、今田先生も学校

教育課長であられたわけですから、なるんだ

ろうなというのは分かるんですけど、やっぱ

りちょっと時代が違うというか、特に今、橋

本市はオーバーワーク、学校現場ももうずっ

とオーバーワーク、タイムカードもまともに

ない状態、これが見て見ぬふりでずっと来と

るわけです、正直、私の中ではね。 

 今いろいろありますよね。適正規模・適正

配置やら子ども祭りやとなるけども、それは

それで市の政策の方針やから、それはそれで

やったらいい。でも、適正規模・適正配置は、

先ほど市長の答弁あったように、トップは教

育長で教育委員会が決めたことでしょう。ほ

んなら、教育委員会の内部の人事でオーバー

ワークってなっとって、いろいろ進めていく

上で、ＧＩＧＡスクール構想担当の職員、指

導主事が本来しなくてはならない仕事、それ

だけじゃない、二人三脚せなあかん。じゃ、

時間外を見たらどうなるのよと。 

 この辺はちゃんと監督責任者として、そこ

まで見据えた上で命令をしているのか、それ

とも、見て見ぬふりして「やっとけ」と言う

とるのか。僕が一番心配なのはまずここなん

です。そこがしんどかったら、学校現場の先

生の若手育成なんかに指導主事が健やかな気

持ちで行けるはずがないと僕は思うんです。

いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）本当に、自分の生活

の中で豊かな生活を送ることができている、

そして心に余裕がある、そんな仕事ができて

いる中で良い仕事ができるというのはご指摘

のとおりだと、そんなふうに思っております。 

 新たな適正規模・適正配置、今までなかっ

たことで取り組んでもらっております。昨年

度から具体的な動きを外向きにしてきている

んですけども、その中では人員要求をした上

でプラスしてもらっているところです。 

 ただ、これからさらに進めていく上では、

どれだけの事務量が出てくるのかという辺り

を今、内部で精査して、今後進めていくにあ

たってどれだけ必要かということに見合った

形で要求していくことができたらと、そう思

っておるところです。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）失礼ながら、申し上げ

たいのはそこなんです。だから、前からオー

バーワーク、オーバーワーク、時間外で人が

足れへんと。何で要求せえへんのやと言うて、

やっと技術屋を入れてくれたでしょう。国土

強靱化は何年まで、緊急防災・減災事業債は

何年までという中で駆け込みラッシュせなあ

かんと。所管事務調査食らっとるでしょう。

令和何年までに何をしないといけないという

工程表を教育総務課長がグラフでやってくれ

てますやんか。 

 それに対して技術屋を入れて、何でそのと

きに、並行して事務量が増えるの今分かっと

んやったら、何で事前に、事務屋をあと２人

くれ、指導主事にあと１人くれと、何で厚か

ましいことを言わんのですか。何に気を遣っ

とんですかということが今回の一般質問で言

いたいことの一つです。 

 あなたがトップなんですよ。言うてました

やんか。ほんで、市長のいい答弁、今日はい

っぱい拾い出しもらえたんやけど、定住で、

きのくに子どもの村学園があるからや、学校

の特色がどうのこうのと、すばらしい答弁で

すわ。僕と同じ意見です。 

 でも、あなた方が進んでいる方向って、俺

は真逆やと思うんですけど。コンパクトシテ

ィをめざしとるんですか。２学級制がどうの

とか。もう後づけ理由とか、もうぶっちゃけ
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た話、どちらでもいいんですよ。 

 僕一番かちんときとるのは、橋本小学校と

清水小学校と学文路小学校に見直すという言

葉が出たでしょう。言わせてもらうけど、河

南に学校とか置いといたらなあかんやないの

と、いいこと言うてくれて、あ、これはまず

いと議事録を消させてくれって、なめてんの

という話ですよ、僕からしたら。学校は地域

の拠点として必要なんです、２学級であろう

が１学級であろうが。それぞれ東西南北に学

校があるからコミュニティがあるんです。 

 人事異動やけど、そこの学校の先生という

のはすばらしい人材がおるんです。その方た

ちに余裕を持たすために、ＧＩＧＡスクール

構想とかいろんな提案が、デジタルとか、指

導主事が健やかにそこに行って。 

 教育長、よくおっしゃいますやんか。講習、

セミナー、研修を受けれと。学校現場の職員

は、僕は県会議員じゃないので県のことをあ

んまり言うたらあかんやろうけど、指導主事

が市におられるんやったら言わせてもらいま

すけど、あの方たちは自分の休みの日とか、

この間から何か市の、３番議員の言うとった

市の講習、２日に分けてどうのこうのって。

賃金かかっているんでしょう。受けらなあか

ん講習なんでしょう。学校の先生も受けらな

あかん、ちょっとでも研修を受けてスキルを

学べと言うとんやったら、時間のオーバーワ

ークをなぜメス入れてあげないのという話な

んです。おかしくないかなと思って。 

 それは県職員なので、県の教育長も考えら

なあかんことやろうけど、だから、僕はこの

一般質問をしとるんです。その時間、ロスタ

イム、別に、朝７過ぎに来て校長先生立って

くれてますわよ。そこから６時、７時おった

ら何時間働いとるんよとなるけども、病院と

か医療の現場と一緒で、中の時間とかロスタ

イムとか、ちょっとでも負担軽減してあげよ

うという誠意を、教育長、指導主事から持っ

ていく、命令をしないといけないのかと。そ

こについて、今田先生の本気度を知りたいん

です。いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）教員は朝、学校へ行

ってから授業の準備をし、そして１時間目か

ら、例えば６時間目まである日だったら夕方

３時ぐらいまでかかります。そこからプラス、

次の日の準備とかいろんな評価とかしていっ

とったら、その間で持ち時間が６時間持たな

あかんようやったら、本当にこれ大変なこと

なんですよね。そこをどうにか１こまでも２

こまでも空いた時間をつくるために、どうし

ていったらいいのか。 

 年間200日ある授業時数の中で、決められた

それぞれの教科・領域の授業を収めて、そし

て、子どもらにつけないといけないことをつ

けていき、そのプラスアルファの時間を１日

の中でどれだけ生み出していくことができる

かという辺りについては、これ絶対確保して

いってあげなあかんところだと思っていると

ころなんです。 

 ほんで、それをするために何をしているか

というと、教科担任制ができるような工夫、

そして、非常勤講師を入れることによって、

それで少しでもすけていく、空いた時間をつ

くっていく工夫ということができるように、

今、校長からの申出に応じて、それは対応し

てきておるところなんです。 

 その空いた時間をつくる工夫がもう少しで

きるん違うかなと自分も思っているところは

あって、近いうちからまたこれは校長と話を

しながら、来年度に向けたカリキュラム、教

育課程のつくり込みをどうにかして変えてい

くことができないかなと、そんなふうなこと

を考えているところです。 

 私たちが絶対的な時間を生み出してあげる
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ということは、自分らが主になって声かけて

いかんと、なかなか学校はしにくいのかなと。

本来、教育課程をつくるのは校長の権限でつ

くるんですけれども、私たちが言いながら一

緒につくっていくことが大事なのかなという

ことを思っておりまして、そこはもう踏み込

んでいこうと、それは思っているところです。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）いや、教育長、100点満

点の答弁なんですよ。だから、100点満点の答

弁がなぜ今なのかという。できてないから聞

かれとるわけじゃないですか。３年とちょっ

と教育長でおってくれて、僕が言いたいのは

そこなんです。 

 ３年前に教育長に就任して、コロナやから

あんまり何もでけへんで、ちょっとかわいそ

うやなと。ベランダで出会うても、いろんな

ところを徘徊しとるなみたいなイメージでお

ったけど、コロナの真っ最中やから仕方ない。

教育現場もぴりぴりしとるし、何かモーショ

ンを起こそうと思っても、なかなか制限かか

っとる。いろんなことをたくらんで、いろん

なことをやってあげたい、子ども、学校現場

にこんなことしてあげたいと思っているんや

ろなと、３年前は思っていたんです。 

 でも、今の答弁やったら、ちょっとこれ１

年か２年遅いんちゃいますか。指導主事あん

だけいいのおって、今からこれで校長とじゃ

なくて、２年前にそれをやっとったら今こう

なってないし、適正規模・適正配置の時間、

ＧＩＧＡスクール構想の担当、いろんなこと

がうまいこと回っとったんと違いますか。い

かがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）先ほどから話させて

もらったことについては、これからも取り組

んでいきますが、私が就任してから後も取り

組んできたことです。それを拡大していくと

いうことが、学校のニーズに合わせてやっぱ

りやっていく必要があるかなと思っています。 

 特に最近拡大してきているのは、特別支援

教育を充実させていかなければならないとい

うこと、それと、外国からの転入があって、

その対応をしていかなくてはならないという

ようなこと、これというのは新たに出てきて

いることなので、そんなことにもやっぱり対

応していけるような予算確保というのはして

いく必要がある。 

 今まで以上にそういうところがあるという

ことで、今までしてきていることにプラスし

てそういうことをしていきたいということで、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）理解はするんですけど、

やっぱりちょっと遅いなと思うんです。だか

ら、最初からこうしとるつもりやったと言い

ますけど、僕、今回、一般質問しとるほとん

どが、半年前に私が教育長のビジョンで一般

質問した答弁の中からの抜粋なんです。だか

ら、吐いた唾はのめれへんのです。言葉は悪

いんですけど、すみません。 

 自分が言うたことが、実はこの程度の目標

やったと。そんなわけないでしょう。ここを

めざしとるんでしょう。じゃ、今どこなんで

すかという話なんです。５合目まで行ってな

いでしょう。現場がしんどい、新聞もあんな

ん載るということはやっぱり違うんかなと。

思いと形と実行というのはやっぱり違うと思

うんです。 

 現に、教育総務課が忙しい、ばたばたして

る。こんな時間外もいっぱいいくとなっとっ

たら、今日の教育部長らでもう、何というん

かな、能力ある方なのであれやけども、いっ

ぱいいっぱいだと思いますよ。議会来るの嫌

やな、胃痛なるなというような感じですよ、

教育委員会に一般集中して。はっきり言うて。 
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 でも、それ別に、さっきも言ったとおり、

教育部長が悪いわけじゃない。教育委員会の

悪しき、時間が悪いんです。ずっと言うてい

っとるのに何もしてない。それが今たまたま

ここに来とるわけです。そこを間違うとると

いう認識を持たんと、潔く言ってくれんと、

こっちも寄り添えない、協力できない。ここ

を胸の中に入れてほしいんです。 

 もう一点、清水、学文路なので言わせても

らうんですけど、変更かけて橋本と言います

けど、橋本小学校はあの場所にある云々の話

からに遡りますけど、教育委員会の怠慢でし

ょう、はっきり言うて。小中一貫しくじっと

るだけの話じゃないですか。何が校長先生１

人で学校現場どうのこうのと、うまいこと、

きれいなこと言うけど、僕はもともと反対や

ったんです、小中一貫は。 

 結果として、中学校が合併して一緒やさか

いに、清水小学校区内に住んどる人、子ども、

暗黙の了解で住民票を移したら橋本小学校に

入れていいと、あっせんしとるんじゃないで

すか。それ認めとって、ほんで学文路小学校

と清水小学校やったら清水小学校のほうが明

らかに多いのに学文路小学校へ引っつけ、し

尿処理場で大規模改修してやるからそっちへ

行けと。 

 ほんで、それで一周してきといて、やっぱ

りちょっと違うよねと言うて、今度は何です

か、橋本小学校をちょっと拡大して、そこへ

無理やり入れ込むんですか。ふざけるなとい

う話ですよ、住んどる人間からしたら。 

 河南の拠点というのは河南の人で決めるん

です。僕もあれしようかなと思います。アン

ケートじゃない、署名します。徹底的にやり

ますわ。こんなばかなことあってはいかん。 

 やっぱり特色ある学校をつくって、黒河道

ある、はたごんぼある、柿ある、米作りやっ

とる、匠工房は細工で子どもたちを見てくれ

とる。公民館の事業でも寄り添うとる。作っ

たはたごんぼは子ども食堂やこども園にも無

償で配布しとる。もうやめたろかなと思いま

すよ。 

 もうちょっと考えてほしい。民意を聞いて

ほしい。市議会議員の全員が民意です。そこ

に耳傾けやんと、校長会に耳傾けやんと、議

事録を読んだら、教育委員会議もちょっと指

摘あったんとちゃうかなと。それを押し切っ

て行ったんでしょう、教育委員会のワンツー

は。ほんで向こうへ行って、持ち帰ります、

持ち帰りますって、こんなばかな話。 

 適正規模・適正配置の質問になるので、こ

れ以上言えへんし答弁求めませんけど、これ

ら踏まえた上で立て直していただきたい。も

っと誠意ある形で、もっと民意ある形、もっ

と市民協働の参画というのを、市の中枢がこ

ういうことを考えとるんやったら教育もこう

行こうやないかということを、もっとオープ

ンに出していただきたい。これはもう要望で

す。ここは答弁は結構です。 

 私はここから提案するんですけど、先ほど

一部ありましたけども、用務員以外にもう一

人、時間短縮とか学校の人数に応じて公務員

っておられると思うんですけど、そういった

方の拡充とか、ＡＩなどを入れて採点とか、

若手の向上の時間の緩和とか、中学校に関し

てはクラブは外部指導を徹底した取組みとか、

こういったこと。 

 あと共通で、水泳の事業とか民営化とか、

こういったことをもっともんで、学校の先生

のロスタイムを、ロスタイムって言い方は失

礼やけど、もっとつくってあげて、指導主事

の本来の仕事をしてもらえるようにお約束い

ただけませんか、今田先生。お願いします。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）今、議員おただしの

提案の中で幾つか考えていることも入ってお
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りました。特にＩＣＴを活用した実証実験を

今、学校に提案しておりまして、いろんな形

で学校を支援できるようなソフトウエア、仕

組みなんかも入れていこうと。これは学校の

使ってもらった感触を見ながらしていきたい。 

 それとか、水泳の話もありましたが、これ

は一定、学校の先生方の負担軽減だけでなく、

いろんなことに及ぼすことになってきますが、

すごく効果あるものだと私も思っております。

そのことについては、昨日ですか、答弁させ

てもらったとおりです。 

 学校にとってプラスになること、それは一

緒に私も考えていきたいと思っておりますの

で、どうかまた今後とも、学校の様子を見て

いただき、協力していただけるところはぜひ

協力していただき、地域の子どもを育てるこ

とに参画いただければありがたいと思います

ので、どうかよろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。

一緒に考えていきましょう。失礼なことを言

うたのは申し訳ないけども、こっちも本気で

やっとるんで、そっちも本気でやってくださ

い。 

 最後です。これらの意見のまとめにはなら

んのですけど、やっぱり現場職員、僕の思っ

とる議論、教育長の思っとる議論、教育部長。

市長部局の思っとること、いろいろあると思

うけども、方向性は同じであるべきやと思う

んです。 

 そこで、私は思うんですけど、学校現場が、

いや、こんなことしてほしないので、こうじ

ゃないのでということ、年代とか意識もある

ので、やっぱり現場にアンケートというのを

取っていただきたいなということを思うんで

す。まあ時間あるので。その辺の意識調査、

満足度調査、意見、こういうのを頂きたいと

思うんですけど、いかがですか。もうそれ聞

いて終わります。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）これまでにも、学校

にどういったことが負担になっていますかと

いうようなことは取ってきております。今後

もそういったことを把握しながら努めていき

たいと思います。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君の一般質

問は終わりました。 

 この際、３時25分まで休憩いたします。 

（午後３時11分 休憩） 

                     

（午後３時25分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番12、２番 板橋君。 

〔２番（板橋真弓君）登壇〕 

○２番（板橋真弓君）皆さん、こんにちは。 

 今日の最後になりました。頑張ってまいり

ます。 

 それでは、ただ今、議長のお許しを頂きま

したので、通告に従い一般質問させていただ

きます。 

 今回は二つ。 

 まず、一つ目は、認知症の人に寄り添うケ

ア技術「ユマニチュード」の普及について。 

 2023年６月、共生社会の実現を推進するた

めの認知症基本法が成立し、本年１月に施行

されました。認知症は当事者や家族の不安か

ら行動・心理症状が発生し、それまでの家族

関係が損なわれてしまうことも少なくありま

せん。それを防ぐための効果的な技法として、

あなたを大事に思っていることを、見る、話

す、触れる、立つの四つの柱で相手が理解で

きるように届けるケア技法であるユマニチュ

ードが注目されています。 

 介護の現場では、一生懸命にケアをしても
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相手から拒否されたり暴言を受けたりするこ

とがあります。実際、口腔ケアを嫌がり、声

を荒げていた90代の男性に看護師がユマニチ

ュードを実践したところ、男性は抵抗せず口

を大きく開け、口腔ケアを受け入れ、笑顔を

見せておりました。 

 国内の研究結果では、認知症の方の行動や

心理症状が15％ほど改善され、ケアする側の

負担感も20％軽減したとの有効性が確認され

ています。また、ユマニチュードに先駆的に

取り組んでいるフランスの一部施設では、離

職したり欠勤したりする職員が半減したほか、

鎮静剤といった向精神薬の使用量を９割近く

減らせたという報告もあります。 

 福岡市では2016年に、家族介護者や病院介

護施設の職員を対象としたユマニチュードの

実証実験を実施しました。その結果、暴言や

徘回などの症状が軽減し、介護者の負担感も

低下するといった効果が見られたことから、

2018年にはまちぐるみの認知症対策としてこ

の技法を導入し、ユマニチュードの市民講座

などを本格的に展開。対象は家族介護者や

小・中学校の児童生徒のほか、市職員や救急

隊員など多岐にわたります。 

 講座を受けた市民からは、「もっと早く知っ

ていればよかった。今後は介護をする人たち

に私たちが伝えたい」との声が寄せられたの

を受け、こうした取組みを継続的に実施しよ

うと、本年４月から福祉局の中にユマニチュ

ード推進部を新たに新設しています。 

 認知症の人と家族などの尊厳ある暮らしを

守るために、本市でもユマニチュードの普及

に積極的に取り組むべきと考えますが、本市

の見解は。 

 次に、第２期橋本市立小中学校適正規模・

適正配置基本方針について。 

 第２期橋本市立小中学校適正規模・適正配

置基本方針決定後、各小学校において保護者、

地域、未就学児の保護者への説明会及び意見

交換会がほぼ一巡しました。特に、紀見東中

学校区の境原小学校においては、「災害対応の

面から」「１学年２学級が望ましい」との理由

での学校統合には、保護者や住民、児童の理

解が得られたとは到底言い難い結果であった

と認識しています。 

 境原小学校には、小ぢんまりとした住宅環

境をはじめ、伝統文化の継承など特色のある

教育カリキュラム、強力な応援体制のある地

域コミュニティや交通アクセスなど、小規模

特認校としての要件を満たすに値する環境が

あります。 

 学校と保護者、地域が協働して子どもたち

を見守り、支え、伝統芸能の継承、学童保育

など活力ある学校活動が行われている現状や、

今まで育まれてきた共育コミュニティの継続

を考えるとき、小規模校ならではのよさを生

かし、将来的にも小規模特認校として残す選

択肢もあるのではありませんか。 

 そのためには、災害対応の面で、本当に危

険なのか、より詳しい調査が必要と考えます

が、いかがでしょうか。 

 また、小規模特認校として複数担任制の導

入や教科担任制など特色ある教育をめざす学

校運営を推進することもでき、教員の働き方

改革にもつながります。定着すれば、よりよ

い教育環境を求めて移住・定住を希望する児

童と保護者が増え、少子化対策になり得ると

考えますが、本市の見解は。 

 以上、壇上からの私の１回目の質問とさせ

ていただきます。ご答弁よろしくお願い申し

上げます。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君の質問項

目１、認知症の人に寄り添うケア技術「ユマ

ニチュード」の普及に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（久保雅裕君）登壇〕 
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○健康福祉部長（久保雅裕君）認知症の人に

寄り添うケア技術「ユマニチュード」の普及

についてお答えします。 

 ユマニチュードとは、議員おただしのよう

に、あなたを大切に思っているという優しい

気持ちを伝えることで、ケアを通じて認知症

の人とよい関係を築いていく技法です。ケア

をする人とケアを必要とする人がよい関係を

築くことで、双方ともによい効果があるため、

この技法を学び、介護者自身や施設等法人で

実践に取り入れているところもあるようです。 

 本市では、認知症施策の中で、認知症に対

する理解を広げる取組みを行う中で、ユマニ

チュードで大切にしている考え方と同じ内容

を伝えています。 

 その一つが認知症サポーター養成講座です。

講座の中では、認知症の人への対応ガイドラ

インに基づいて三つの基本姿勢と七つのポイ

ントを伝えています。三つの基本姿勢として

は、「驚かせない、急がせない、自尊心を傷つ

けない」、また、七つのポイントとして、「ま

ずは見守る、余裕を持って対応する、声をか

けるときは１人で、後ろから声をかけない、

優しい口調で、穏やかに、はっきりした話し

方で、相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応

する」を伝えています。 

 ユマニチュードの技術の中でも、相手に対

してポジティブなメッセージを送ることを大

切にしています。例えば、話しかけに対して

返事や反応がない場合でも、「温かいタオルを

持ってきましたよ」など介護者が行っている

ケアの内容を優しいトーンで話しかける、正

面から本人の目線に合わせて見つめたり優し

く触れたりするなどです。 

 認知症サポーター養成講座でも、実際の場

面を設定しロールプレイをし、話しかけ方、

目線の合わせ方などを学びますが、実際にケ

アをするにあたって実践することが難しいと

ころがあります。 

 介護の現場において理論の理解を実践につ

なげることは難しく、こうした課題を克服す

るにはユマニチュードの考え方を新たに取り

入れるのも一つの方法と考えますので、認知

症の方へのコミュニケーション技法であるユ

マニチュード講座を開催していきます。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君、再質問

ありますか。 

 ２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）それでは、再質問させ

ていただきます。 

 今回、認知症の人に寄り添うケア技術、ユ

マニチュードというのをご紹介します。認知

症の親の介護で、優しく接したいのに、つい

ついお互い声を荒げてしまう、そんな経験は

ありませんか。在宅介護も含め、介護の現場

でお互いが笑顔になれる方法があるとしたら、

知りたい、身につけたいと思いませんか。 

 私の話ですけど、昨年、認知症の母が亡く

なりました。もっと早くこのことを知ってい

たらなと思いましたので、皆さんにもぜひ知

ってほしいのでご紹介します。 

 それでは、まずはモニターをご覧ください。 

 まず、「優しさを伝えるケア技術、ユマニチ

ュードって何」。私もユマニチュード、全然知

らなかったんですけれども、ユマニチュード

というのは語源として、フランス語らしいん

ですけど、人間らしくあることを意味する造

語です。これがケア技術の哲学という根本に

あるものらしいです。 

 40年以上前にフランス人の２人の体育学の

専門家のイブ・ジネストさんとロゼット・マ

レスコッティさんが開発したケア技法で、病

院職員の腰痛予防プログラム指導者としてフ

ランス文部省から派遣されたことが始まりで、

長年の介護現場の試行錯誤で現在の形になっ

たということです。 
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 「ユマニチュードを広げたい」。７月２日に

行われた公明党認知症推進本部合同会議にオ

ンラインで参加しました。ユマニチュード今

について、日本ユマニチュード学会の代表理

事で、東京医療センター総合内科医長の本田

美和子氏から話を聞きました。 

 まず、冒頭で10年前に放映されたＴＢＳ報

道特集、ユーチューブの配信が229万回視聴さ

れている動画なんですけども、そこでユマニ

チュードの手法を見ました。画像が用意でき

たらいいんですけど、それはようしませんの

で、口で説明させていただきます。 

 看護師による口腔ケアを嫌がっていた、ほ

んでもうすごい声を上げてはった90代の男性

が、その翌日なんですけど、ユマニチュード

の提唱者の１人のイブ・ジネストさんが訪れ

て、ユマニチュードを目の前で実践したとこ

ろ、その男性は抵抗せず口を大きく開けて、

数年ぶりに笑顔を見せていました。 

 この劇的な変化に要した時間はたった数秒

です。手足を拘束されていたこの男性は、最

後には自分で立ち上がり、歩くこともできま

した。映像には笑顔にあふれた介護の現場が

ありました。まさしく人間らしさの回復。大

切に思う気持ちはなかなか伝わらない介護の

現状、相手が理解できるように表現する技術

がこのユマニチュードです。これを身につけ

ることで劇的な変化を生むことができるので

す。 

 皆さんもぜひ、おうちに帰ってからでもユ

ーチューブを検索していただいて、一度ご視

聴いただければと思います。 

 続いて、いつもの、毎度なんですけれど、

これは７月27日付の公明新聞です。講演の内

容を掲載しています。いつもこれで失敗した

り見にくかったりするので、一つずつその内

容を追って説明していきます。 

 ケアの大切な要素として、見る、話す、触

れる、立つを四つの柱として、そのケアを一

つの物語のように、一連の手法で五つのステ

ップで構成するケアコミュニケーション技法

ということで、ここにありますように、見る

話す、触れる、立つ、五つのステップという

のがあります。 

 四つの柱というのは、今でも皆さん介護の

現場では常識というか、そういう形で皆さん

やっているんですけれども、一見目新しいこ

とではなくて、ケアしている人はもう当然こ

れ知っていますよとか、当たり前や、自分は

いつもそうしてますというふうに思っている

んですけれども、ケア映像を情報学的な分析

というか、本当に相手のことを大切に思って

いるということを介護される方に伝わってい

るかというと、この四つの柱がほとんど使わ

れてないということが分かりました。 

 ユマニチュードのトレーニングでは、ケア

映像、ケアしているところを実際に分析して、

コミュニケーションを可視化するということ

ができるようになりまして、それは人工知能

によってケア技術の評価も行えるようになっ

ています。 

 その結果、大半のというか、トラブルが起

こったりする場合はもうやっぱり、ちゃんと

そういう、その気持ち、大切だよと思ってい

る気持ちが伝わっていないということで、こ

れが科学的分析に基づいて、誰でも優しいケ

アが実現できるシステムということで、これ

を身につけると優しいケアが成功しやすいと

いう、ユマニチュードの方法です。 

 五つのステップということで、ステップ１、

出会いの準備。自分は来訪を告げて相手の領

域に入ってもいいですかという、まず許可を

得るということ。２番にケアの準備。ケアの

合意を得る。やってもいいですかということ

で、３番目は知覚の連動ということで、本当

にケアをすると。四つ目が感情の固定。ケア
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の後で共によい時間を過ごしたことを振り返

ると。五つ目に再開の約束をする。今度また

次、受け入れてもらえるように準備するとい

うことで、全てのケアがほんまに一つの物語

のような手順で実施されて、いずれのステッ

プも四つの柱を十分に組み合わせたマルチモ

ーダルコミュニケーションという方式を用い

ているということです。 

 続いて、ユマニチュードの導入効果という

ことなんですけれども、先ほども壇上で言っ

たんですけども、認知症の方の行動とかそう

いう心理の状況が15％も改善されていると。

それから、介護者の負担感も20％軽減された

と。フランスの施設なんかでは離職する人と

か欠勤する人がもう半分になっていると。そ

れから、特に鎮静剤といった向精神薬の使用

量というのがもう１割程度になって、もう全

然使わない、拘束もしないというような結果

が出ているそうです。 

 その先進地である福岡市の取組みを今から

ちょっと説明するんですけども、「福岡100」

ということで、人口165万人という巨大な都市

なんですけど、健寿社会モデル実現のための

100のプロジェクト企画というのをやりまし

て、2017年７月に、高島市長が保健・医療分

野の100のアクションを起こす。2025年までに

実行するぞという宣言をされたそうです。 

 このユマニチュードというのはその３番目

のプロジェクトで、認知症フレンドリーシテ

ィ・プロジェクトというところになっていま

す。その基幹事業ということで、文部科学省

の研究推進とその成果の社会実装が同時に進

行するプロジェクトが約７年間にわたって行

われている、続いている、継続しているとい

うことです。 

 続いて、具体的な取組みですけれども、2017

年から市民向け、家族介護向け、専門職向け

の講習を定期的に開催しています。それと、

介護講習を受けた市民から、もう一番最初な

んですけど、もっと前に知っておけばよかっ

た、多くの人にもっと知ってもらいたいとい

うふうに市のほうに要望が上がったというこ

とで、その結果、現在ではユマニチュード地

域リーダーというのを育成することができて、

教える人を教えれるような人たちが公民館と

か小・中学校に赴いて、講習を実際にやって

いるということで、現在55名いてるそうです。 

 市役所の職員とか、あと救急隊の研修実施

なんかも行われて、救急隊なんかはもう３年

目になっているそうです。西部ガスなど、あ

と地元企業の社員の福利厚生に導入されてい

るということで、続いて、2023年は今度はも

うフレンドリーセンターまで建ててしまいま

した。今年の春、４月に福祉局の中にユマニ

チュード推進部まで新設されているというこ

とで、もうかなり大規模な取組みが行われて

いるみたいです。 

 特に、調べていて驚いたのは、もう何かテ

レビ放映が決定されたそうで、「家族が認知症

になりました～そこにあったらいいねユマニ

チュード」ということで、それがもう８月14

日から始まっていまして、全12回ということ

でラジオ放送もあると。その放送が全部終了

した暁にはユーチューブに掲載が予定されて

いるということなので、私たちも見れるよう

な形になるのかなということです。 

 あと、９月28、29日に、「自治体が取り組む

ユマニチュード」ということで、学会のそう

いう総会が行われるということになります。

長年の取組み、成果をそこで発表されるとい

うことなんです。 

 特に、やっぱり効果がすごくあると思うん

です。１回その動画を見ただけなんですけど

も、えっという、もう驚くような内容で、そ

れがもう科学的にちゃんと定量化して、評価

もちゃんと今のケアはいいよみたいなことが
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できるみたいで、それが誰がやっても身につ

けることができるということなので、ぜひと

も導入をお願いしたいなというふうには思っ

ているんです。 

 それと、今やっぱりＩＣＴ化されていまし

て、ＡＩとかそういう触れる技術なんかも、

人間の代わりにロボットができるようなこと

も研究されておったり、あとそういう、結局、

分析してシミュレーションして、ちゃんとし

たケアができているのかという、そういう教

育システムなんかも確立されているというこ

となんです。 

 そこはＡ評価を受けているということなん

ですけども、それはかなりお金がかかるのか

なとは思うんですけれども、できるものから

取り入れていっていただければということで、

これは講習現場に、会場に足を運べない人に

向かってということで、市政だよりのコラム

なんですけど、週に２回発行されていまして、

４月１日からずっと、２週間にいっぺんこう

いうコラムが、絵入りというか、市民向けに

掲載されているということで、これも橋本市

でも取り入れていただければなという感じな

んですけど。 

 続いて、ＮＨＫの取材とかたくさんされて

いまして、ＮＨＫ厚生文化事業団のビデオと

いうことで、ＤＶＤ３枚セット、これを無料

で貸出しがしていただけるそうです、２週間。

ということなので、職員のそういう研修なん

かにも活用できるのかなということで、ご紹

介します。 

 最後なんですけど、「救急現場にもユマニチ

ュードを」ということで、福岡市の救急隊の

研修についての記事なんです。導入後に隊員

たちからは、「声かけの工夫の仕方が分かっ

た」とか「搬送の際、落ち着いて話せるよう

になった」など効果を実感する声が寄せられ

るようになったということです。 

 以上で映像を終わります。すみません、長

いことしゃべりました。分かってほしかった

のでちょっと長くなりましたけれども、それ

では、ここからやっと質問に入ります。 

 橋本市の認知症サポーター養成講座受講人

数及び対象者はどれぐらいいますか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）認知症サポー

ターの受講人数と対象者についてお答えしま

す。 

 受講人数につきましては、令和６年３月末

現在で、総数が9,255人で、そのうち小学生の

皆さんが3,040人受けていただいています。小

学生には平成30年度より各学校にお邪魔させ

ていただいて、養成講座を開始して現在に至

っております。対象者は小学生から高齢者ま

でということで、多岐にわたっております。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

小学校とかで行われているということで、対

象者も小学生から高齢の方までということで、

現在9,255人という総数になっていまして、若

い子たちもそういう認知症に対する認識とい

うのを高めていただいているということで、

すごくいいことだなというふうに思いました。 

 その小学校での認知症サポーターの養成講

座に取り込んだということの成果は、どのよ

うな成果がありましたか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）小学生のサポ

ーター養成講座の成果といいますと、児童が

認知症サポーター養成講座を受講した後に、

宿題として講座で学んだことをご家庭で話合

いをしていただいて、家族に子どもから伝え

てもらって感じたことや、それから子どもへ

のメッセージを書いてもらっています。それ

は全ての皆さんに提出していただいておりま

す。 
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 家庭で養成講座のことを話すことで、家族

に認知症の方への接し方を知ってもらうこと

の啓発にもつながっています。また、学校で

認知症の方への話し方の講座をしてくれてい

ることへの感謝の言葉が、ご家庭の母親、父

親、また、おばあちゃんからも寄せられてお

りますし、また、そこの中には「優しい子ど

もに育ってね」というようなメッセージも入

っております。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）もうすごく情操教育と

いいますか、にもつながると思いますので、

今後もこのような取組みをやっていただきた

いと思います。答弁の中に、そういうサポー

ター養成講座に取り入れていきますというこ

とですので、どうかよろしくお願いいたしま

す。 

 福岡市などの取組みで、市政だよりにユマ

ニチュードのコラムを載せる、先ほど見ても

らったんですけども、実施していますけども、

本市でも取り組めるかどうか、会場まで足運

べない方のために、いかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）広報での取組

みということで、コラムなどというご提案で

すけれども、「広報はしもと」は紙面の関係も

ありますので、一定の紙面を確保する必要が

ございます。 

 これらにつきましては、日本ユマニチュー

ド学会と掲載内容を調整させていただきなが

ら、「広報はしもと」の中に年三、四回掲載し

ている介護予防の特集「きらり」というのが

ございますので、そこにおいて紹介していき

たいというふうに考えています。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ぜひともお願いいたし

ます。 

 続いて、福岡市の取組みとして地域リーダ

ー養成講座というのがあります。先ほども紹

介しました。地域リーダーというのはユマニ

チュードを広められる人ということで、公民

館とかで啓発する役割というのを担っている

んですけども、ユマニチュードを普及する地

域のリーダーというのは橋本市にはおられま

すでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）本市における

認知症のリーダーというところでございます

けれども、橋本市には認知症キャラバンメイ

トという、認知症サポーターを養成する認知

症サポーター養成講座の講師役を務めていた

だく方で、講座開催をきっかけに相談を受け

たり関係機関と連携を図ったりすることを通

して、地域のリーダー役となる役割が期待さ

れているキャラバンメイトの皆さまです。 

 本市には137名のキャラバンメイトが登録

されており、年数回の研修会を実施していま

す。研修会の中ではユマニチュードの技法を

紹介して、興味のある方については講座を紹

介するなど啓発していきたいと考えています。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

137人もいらっしゃるということで、それにプ

ラス、ユマニチュードを学ぶということでグ

レードアップをさらにされるのではないかな

と思いますので、どうかよろしくお願いいた

します。 

 先ほどの紹介のモニターの中にもありまし

たけども、ＮＨＫ厚生文化事業団からの無料

貸出しのＤＶＤを活用するということをご提

案したいんですけれども、その辺りはいかが

でしょうか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）まずは、いき

いき健康課など担当職員向けにＤＶＤを借り

て視聴する機会をつくっていきたいと思いま
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す。また、介護事業所に関しては地域ケア研

修会というのが毎月ございますので、そうい

った中でＤＶＤ等の貸出しがあること、また、

いろんな活用の方法があることを周知してい

きたいというふうに考えています。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

まずは周知していただくということで、よろ

しくお願いいたします。 

 先ほどの最後に紹介された救急隊員の方な

んですけども、やっぱりご高齢の方とか認知

症の方を救急搬送する場合もたくさんあると

思うんですけれども、救急隊員の研修会への

参加やＤＶＤの活用というのは可能なんでし

ょうか。 

○議長（森下伸吾君）消防長。 

○消防長（永井智之君）議員の質問にお答え

いたします。 

 消防活動、とりわけ救急現場におきまして

は、コミュニケーションが取りづらい方、認

知力の低下されている方に接する機会は少な

くありませんので、このようなユマニチュー

ドの知識、技術というものは救急隊員が理解

しておくべき内容かと思いますので、救急現

場で活用できるように積極的に研修してまい

りたいと思います。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

ぜひともよろしくお願いいたします。 

 最後になります。 

 令和６年８月からもうずっと始まっている

九州朝日放送での番組ということなんですけ

ども、実際に困ってはる方々が出て、それの

解決策みたいな形で特集されるテレビ番組で

す。終わったらユーチューブに掲載されると

のことなんですけれども、それを紹介する、

知らなかったら全然見る機会もないと思いま

すので、先ほど言われていた「きらり」なん

かで紹介していただけるとうれしいんですけ

れども、その辺りはいかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）「きらり」の掲

載についての提案ですけれども、「きらり」に

二次元コードなどを掲載することでユーチュ

ーブにアクセスすることができますので、そ

ちらで紹介したいなというふうに考えていま

す。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

まずは１回でもユマニチュードに触れていた

だいて、これから１人でも多くの方が、にこ

にこ笑いながら介護をお互いにしていけるよ

うな取組みをお願いしたいと思います。 

 これで一つ目を終わります。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、第

２期橋本市立小中学校適正規模・適正配置基

本方針に対する答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（岡 一行君）登壇〕 

○教育部長（岡 一行君）第２期橋本市立小

中学校適正規模・適正配置基本方針について

お答えします。 

 まず、小規模特認校についてですが、小規

模特認校制度は、市町村が特定の小規模な学

校を特認校として認定し、従来の通学区域を

残したままで、市内全域から保護者や児童生

徒が希望する場合に就学を認める制度です。 

 一般的に各学年の定員は15から20人以下に

定められることが多く、地元以外からの児童

が通学してくるので、制度の導入には地域の

理解、協力を得ながら、特色のある教育活動

を行っているケースがほとんどです。 

 現在、紀見東中学校区の再編方針について

は、教育委員会において変更の協議を行って

おり、境原小学校の児童の安全のための災害
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対策実施について検討を進めるとともに、再

編統合の時期を延長した上で、境原小学校と

城山小学校の再編統合の検討を進めるとして

います。また、併せて、紀ノ光台地区の指定

校変更についても検討を進めてまいります。 

 議員おただしの境原小学校への小規模特認

校制度の導入は、現在のところ検討していま

せん。 

 次に、災害対応の面で、学校の危険性につ

いてより詳しい調査が必要ではないかという

ことについてですが、土砂災害防止法に基づ

く土砂災害警戒区域等について、保全対象の

安全性を確保するための調査検討を目的とし

た委託調査を行い、境原小学校の東側斜面及

び北側斜面の危険性の調査や対策の検討を令

和５年度に行っています。 

 調査結果は、大雨の場合、学校東側斜面は

崩壊等の災害が発生する可能性があると考え

られるため、敷地内に対策が可能であり、経

済性が有利と考えられる待受工擁壁を対策と

して検討しています。また、学校北側斜面は

校舎等の崩壊等の被害が生じるような大規模

な崩壊が発生する可能性は低いという結果で

した。 

 ただし、巨大地震が起きた際には、規模に

よりますが、北側斜面が学校施設や運営面に

もたらす影響を想定できないことから、再編

統合の方針としているところです。 

 このことから、議員おただしの、より詳し

い調査の実施については考えていませんので、

ご理解をお願いします。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君、再質問

ありますか。 

 ２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ご答弁ありがとうござ

います。 

 まず、境原小学校の災害対策の面で、今回、

ハード対策していただけるということになっ

ておりますので、最初ソフト対策だけという

ふうに聞いていたので、もっと詳しい調査し

てもらわんと住民が納得せえへんなというふ

うに思ったので、そういう質問をさせていた

だいたんですけれども、対策していただける

ということで、体育館の東側斜面に待受工擁

壁という、すごい名前なんですけども、本当

にありがとうございます。感謝でいっぱいで

す。 

 待受工擁壁というのはどんなものなのか。

これによって危険性の回避がなされると考え

てよろしいんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。 

 これは、万が一、土砂災害が発生した場合

に、崩れてきた土砂を受け止めるためのコン

クリート製の擁壁を学校敷地内に設置できな

いか、これから検討していくものです。 

 昨年度の調査会社による現地調査を基に、

危険性をどこまで回避できるかをこれから調

査、協議して、設計に向けた検討を行うとこ

ろです。学校敷地内ですので、限られたスペ

ースですので、設計が組めるかというところ

も含めて、これから検討に入っていくという

ことでご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

ということは、まだ確定ではないということ

でしょうか。危険性が回避されるかどうかも

含めて、それを調査するということから始め

ていただけるということなんですね。 

 ということは、何もアクションを起こさな

いということではないということなので、で

きましたら本当に、住民、保護者、子どもた

ちの安全のために、どうかよろしくお願いい

たします。 

 続いて、以前、保護者説明会で、もしもそ
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れが実施されるとなりますと、調査も含めて

施工に３年ぐらいかかるというようなご答弁

を頂いたと思うんですけども、再編の計画策

定には半年ぐらいは絶対延びるので、一、二

年は延びるだろうということなんですけども、

もしも施工するのであれば、その延長期間と

いうか策定のための延長期間も延びるんでし

ょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）工事の関係でとい

うよりは、現在、第２期基本方針の変更協議

を開始したところでございますので、学校再

編の計画策定も令和７年12月以降になります。

ですから、確実に最短目標値は少なくとも１

年、ないし学校によっては後ろにずれる、ず

れるというか延長されることはございます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

そこで十分に住民の方、保護者、その他学校

関係の方のお声をまたしっかりと聞いていた

だければと思います。 

 そこで、今まで４人、先に適正配置につい

て議員が質問されたと思うんですけれども、

その中で紀ノ光台の指定校変更が盛り込まれ

ているということなんですね。 

 考えますと、選択制を設けるとしても、ど

っちへ行くか選べるとかというようなことが

あったとしても、確実に境原小学校の児童数

というのは今よりは絶対に減ると思うんです。 

 そういった意味で、私が提案している小規

模特認校というのは、減っていくので、今現

在は条件的にいっぱいかもしれないんですけ

れども、もっとこれを考えて、３年先とか、

６年先には本当に城山小学校とうちはもう減

っていくというような形になると思いますの

で、先々考えて小規模特認校ということを考

えていただけないでしょうか。 

 先ほど市長も特色ある教育をみたいなこと

もおっしゃっていただいたので、制度の導入

には地域の理解、協力が必要というふうにご

答弁いただいたんですけども、受入れ体勢の

土壌はもう整っていると思います。私が言い

切ってしまうというのもびっくりされるかも

しれないんですけども、地域の区長とか、地

域の熱量、ちょっとお話をする機会があった

んですけれども、ほかの地域からの留学児童

の受入れ、私は別に伝えたわけではないんで

すが、小規模校として残られへんかみたいな

お話で、留学児童の受入れ、「もう里親するで」

とかというようなお話で、「えっ、里親」とい

う感じになったんですけども、多分、里山留

学というかそういうこと、広く他の地域から

留学児童を受け入れるという、そういう申出

だったのかなというふうに思います。 

 それぐらい地域愛とか、子どもたちを見守

って、共に育んでいくという熱い心を持って

いる、そんな方がもう何人もいてる地域なん

です。 

 境原っ子の農業体験も長年やっていただい

ていたり、企画次第では里山体験で都会から

の移住者も呼び込めるんじゃないのかなとい

うふうに思うんですけれども、境原校区はそ

のエネルギーのある地域です。小学校の敷地

内で夏祭りをやっているのも境原小学校だけ

今やっていると思うんです。 

 まだまだ盛り上がっていきます。盛り上げ

ていきます。そのためには拠点となる小学校

がないと困るんです。境原小学校を小規模特

認校で残してほしいと本気で考えている大人

がいることに対しての見解を教えてください。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）本当にありがとう

ございます。私が申していいのか、あれなん

ですけども、教育委員会としまして、境原小

学校、そして、境原小学校の児童を地域の皆
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さんが見守っていただいていることにまず感

謝申し上げます。 

 地域での受入れにも一定の理解があるとい

うことから、温かい地域であることは十分に

承知しております。それはもう意見交換会で

もひしひしと伝わってまいりました。 

 ただ、東側斜面はハード対策の検討をこれ

から行っていくものの、巨大地震が来たとき

にそのリスクは、地震の規模にもよりますが、

やっぱり影響というのは想定できないことが

ありますので、学校そのものを残すかという

ところが、まずやはりそういったところもあ

って、現在のところは小規模特認校の導入の

検討は行っておらず、学校再編の統合として

の方針を持っているというところでございま

す。 

 ただ、再編統合の時期を延長した上で検討

を進めるとしておりますので、いろんな意見

を頂いておりますので、考えていきたいと思

っております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）大規模地震と言われる

と、でも、どこも条件は一緒なのかなという

ふうに思います。どこが崩れるかとか分から

ないのかなというのは思うんですけども、や

っぱり子どもの安全というのはすごく大事だ

と思いますので、しっかりその辺も検討した

上でということなんでしょうけれども。 

 あと、境原の太鼓の継承の件なんですけど

も、やはり統合して城山小学校でそのカリキ

ュラムが実現できるのかというところを考え

てみると、私の主観ですけれども、なかなか

難しいというふうに思います。働きかけては

いただけるということで教育長がおっしゃっ

ていただいたんですけども、やっぱり校長が、

現場がそこを決めていくということだと思い

ますので、何とか境原太鼓の継承、小規模特

認校やったらほんまにカリキュラムの中に持

っていけるのかなというふうには思うんです

けども、その点については何かお考えがある

でしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。 

 境原太鼓を継承するか否かの学校カリキュ

ラムの編成につきましては、小学校であれ小

規模特認校であれ、学校長によるところであ

ります。今のところ、小規模特認校だから残

していけるというのではなく、再編が決まっ

た後に、準備の段階で関係する者が協議して

いくことが必要と考えております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）小規模だからといって

ということではあるかとは思うんですけども、

誰ひとり取り残されない形で、太鼓の授業を

今までも受けてきたので、その継続、せっか

くカリキュラムの中に取り入れている学校が

あったということで、何とか継続をしていた

だければなというふうに思います。 

 次の質問です。校舎の耐震性はもちろん、

小規模特認校にこだわるんですけども、ほん

まに環境はすごいきれい、校舎もすごいきれ

いし、新しいし、今年なんかもトイレの改修

工事も終わったと思うんです。さらに、体育

館の東側のハード対策、それ実現するかどう

かはこれからということだとは思うんですけ

ども、検討していただけるんやったら、境原

小学校を残すほかないんちゃうんかなという

ふうに思いますが、地域では署名活動も始ま

っています。地域、保護者、子どもたちの声

に応える道を何とか検討してもらえませんで

しょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。 

 地域の皆さまのお気持ちというのはもう十
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分ご理解させていただいております。これま

でも何回かお話しさせていただいたこともあ

る中で、意見交換会の中では一番人数も多か

ったですし、今が一番いいんじゃないかとい

うような、何をこれ以上望むのというような

お声も地元の方からもありました。それほど

境原小学校のことを皆さん思っていただける

というのが伝わってきているのは、私らも承

知しております。 

 その中で、災害対策実施の検討も併せて行

っていくんですけども、再編統合の時期の延

長の検討を進めております。先ほどもお答え

させていただきましたとおり、巨大地震が来

たときの学校施設や運営面にもたらす影響、

施設だけではなくて、やはりそのリスクとい

うのを完全にゼロにはできない。 

 これから対策はいろいろ考えていくんです。

いくんですけど、そういったところ、今のと

ころでは、これでいけるだろうというところ

はとても、これから検討していくので言い切

れないところもありますので、今のところは

再編統合の方針としているところでございま

すが、先ほど申し上げましたけども、いろん

なご意見を頂いておりますので、考えていく

次第でございます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）なかなかリスクの面と

いうのが大きいのかなとは思うんですけども、

何回も同じことの繰り返しにはなるんですけ

ど、小規模特認校として残していただけるよ

うな形、いろいろ先ほど、特色のある学校の

そういう活動、例えばなんですけど、鹿児島

県志布志市立伊崎田小学校の取組みというの

が、少ない教職員数でも、若手とベテランと

中堅が協力して担任を持つ複数担任制、チー

ム担任制と言われているものの導入とか、40

分授業、伊崎田タイムと呼ばれているんです

けども、そういったことの導入で、その余っ

た時間、30分、５分掛ける６時間ということ

で30分とか余ってきたりするので、そこでい

ろいろ教材研究するとか別の授業をするとか。

そこは難しいんですよね、それはちょっと違

うんですかね。そういう、働き方改革も含め

て、構造を変えないと、なかなかこれからも

っと教職員も減ると思うので、そういうお考

えというのは教育委員会のほうではあるので

しょうか。 

 私、中学校とか高校とかも行ってまして、

教科担任制ですよね、中学校、高校なんてい

うのは。なので、空き時間とかもありますし、

小学校の中の構造自体を変えないと、なかな

か働き方改革も難しいかなと。ＩＣＴのそう

いう導入で多少の軽減はできるかとは思うん

ですけども、それに対してのお考えはいかが

でしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）ただ今ご質問いただ

いたことについてお答えします。 

 ９番議員のご質問の中でも少し触れさせて

いただいたことなんですけれども、学校の授

業の持ち時間数というのをどうにか根本から

変えていく取組みというのは絶対必要かなと

私自身も思っております。 

 これは小規模だから大きい学校だからとい

うことではなくて、取り組んでいかないとい

けないことなんですけれども、教職員の人数

が多ければ多いほど、その取組みはやりやす

くなることは確実です。少ない人数の中では、

例えば６クラスしかない学校であれば、教員

というのは７人しか和歌山県の場合は配置さ

れません。７人の中には１人教頭が入ってい

ます。ということは担任しかいない、配置さ

れない状況になります。 

 その中でチームとかというのはなかなか組

みにくいということはあるんですけれども、
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その中でもやっぱり、今、提案いただいた学

校であれば、私ちょっと詳しいことは存じ上

げないんですけれども、工夫した形での教育

課程の編成というのは行っているんだろうな

と思います。 

 そういったところについては、校長等もそ

ういうことについては研究していくというこ

とは私も先ほど言わせてもらったとおりなの

で、そういう思いは持っておりますので、そ

れは大小にかかわらず、この再編にはかかわ

らず取り組んでいきたいと、そんなふうに思

います。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）なかなかリスクの点が

大きいので、ただ、地域の熱量であるとか体

制というのは今まで本当に育まれてきたもの

なので、やっぱりもう境原小学校に通ってい

る全員が、本当に、もう今のままでええやん、

最高やのにという意見なんです、私も含めて。 

 なので、もっと数が減ってきたりとかして、

お困り感が出てきたら、本当に、ああ、もう

何とかして、もう適正規模・適正配置やった

よと逆に言うていくかもしれないと思うんで

す。 

 ただ、時期がやっぱり、今かということも

あるので、しっかりと地域のそういった声を

聞いていただいて、何回でも話を、納得を皆

さんがいけるように、そして、その地域の持

っている力を絶やすことのないように。 

 やっぱり変化に人間って順応していくもの

ですし、子どもたちを思う心というのは残っ

ていると思いますので、何とかそこをうまく、

皆さんが一番いいような形になるように、橋

本市の新しい学校づくり推進計画の策定をよ

ろしくお願い申し上げまして、私の一般質問

を終わります。ありがとうございました。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（森下伸吾君）お諮りいたします。 

 本日の会議は、この程度にとどめ延会し、

明９月11日午前９時30分から会議を開くこと

にいたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、そのように決しました。 

 本日はこれにて延会いたします。 

（午後４時20分 延会） 
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